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2016 年度年報の発刊にあたって
2016 年度の年報をお届けします。昨年 10 月 1 日付けで影山前所長の後を受けて国立国語研究所 























国語研設立 70 周年，人間文化研究機構移管 10 周年を迎えるにあたり，国語研はこれまでの研究成
果を総括し，その上に立って，より高い目的に向かって進んでいくために，記念事業を計画していま
す。皆様方のより一層のご指導，ご協力をよろしくお願いいたします。
 2018 年 1 月
 国立国語研究所長













方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期に
かけての日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資すると









ては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese 





















































































木部 暢子 副所長 / 教授
窪薗 晴夫 副所長 / 教授
Timothy Vance 教授
野田 尚史 研究主幹 / 教授
Prashant Pardeshi 研究情報発信センター長 / 教授
前川喜久雄 コーパス開発センター長 / 教授
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外部評価委員会
樺山 紘一 印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長
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青井 隼人（日本学術振興会特別研究員（PD）） 受入教員：木部 暢子
「関係性に着目した宮古語音韻構造の探求」（2014.4‒2017.3）
Clemens Poppe（日本学術振興会外国人特別研究員） 受入教員：窪薗 晴夫
「言語類型論から見た日本語諸方言におけるトーンと母音の相互作用」（2015.4‒2017.3）
三樹 陽介（日本学術振興会特別研究員（PD）） 受入教員：木部 暢子
「消滅の危機に瀕する八丈語調査・記録と談話資料の作成・公開」（2015.4‒2017.3）
Stephan Wright Horn（オックスフォード大学（イギリス）） 受入教員：小木曽 智信
 「近世以前の日本語の通時コーパスの統語情報付加：言語学研究の実用化に向けて」（2015.9‒
2016.8）
吴 孟根格日乐（赤峰学院外語教学部（中国）准教授） 受入教員：木部 暢子
 「（中国領内）モンゴル語オルドス方言の変化・変遷とその趨勢についての調査研究」（2016.3‒
2016.8）
Nguyen Bich Ha Thi（貿易大学日本語学部（ベトナム）言語学科長） 受入教員：柏野 和佳子
 「論文形式文書作成のための日本語教育 ―ベトナム人の文化的特性による語彙の選択と構文―」
（2016.3‒2016.8）
Armin Mester（カリフォルニア大学サンタクルズ校（アメリカ）教授） 受入教員：窪薗 晴夫
「マッチ理論と統語・韻律構造のミスマッチについて」（2016.6‒2017.3）
玉 栄（内蒙古大学蒙古学学院（中国）教授） 受入教員：前川 喜久雄
「コーパスを利用した日本語，モンゴル語の韻律特徴の対照研究」（2016.9‒2017.8）
劉 金鳳（無錫職業技術学院外国語及び観光学院（中国）副主任講師） 受入教員：石黒 圭
「日本語の接続詞の中日対照研究」（2016.9‒2017.8）
































































・ 対照言語学研究を推進するために，公開研究発表会を合計 7 回開催し，これまでに合計 363 人
が参加した。また 2017 年 2 月に，音声研究班と文法研究班の合同研究発表会（Prosody and 
Grammar Festa）を開催した（参加者合計 107 人，うち海外機関所属研究者 5 人，大学院生 16 人，
学生 2 人）。




野田春美共著，大修館書店）を完成した（2017 年 4 月刊行予定）。
・ 共同研究員 82 人（うち大学院生 5 人，学振 PD 2 人）による共同研究体制を整えた。共同研究員
の所属機関数は 50（うち海外の大学・研究所は 10）である。
2．共同利用・共同研究
・ 公開研究成果発表会を合計 7 回開催し，これまでに 363 人（延べ）が参加した。
・ 2 つの公募型共同研究プロジェクトと合同で，プロジェクト全体の成果発表会 Prosody and 
Grammar Festa を開催した（参加者合計 107 人，うち海外機関所属研究者 5 人，大学院生 16 人，
学生 2 人）。
・ BCCWJ コーパス検索ツール NLB にオノマトペ検索機能を開発し，12 月 12 日に公開した。
・ 名詞修飾表現に関する著名な業績である寺村秀夫（1999）『寺村秀夫論文集 1 ―日本語文法編―』
の英語訳・ウェブ公開作業の準備（著作権処理，翻訳）を整えた。
・ 鹿児島県の危機方言の一つである甑島方言について，アクセントデータベースを正式公開した
（2017 年 3 月）。
・ コーパス検索ツール NLB にオノマトペ検索機能を開発する，日本語研究の名著（寺村秀夫論文集）
を英訳する，危機方言（甑島方言）のアクセントデータベースを開発・公開するという共同利用
に関わる活動は日本語研究に資するものであり，多くの日本語研究者による利用が期待される。
・ 海外機関所属の研究者 10 名を含むアドバイザリーボードを設置した。
3．教育
・ 国際シンポジウムや研究発表会において，合計 46 名の大学院生に研究発表の機会を提供した。
18 Ⅱ 共同研究と共同利用
・ 日本語学の教材『日本語を分析するレッスン』（野田尚史・野田春美共著，大修館書店）を完成
した（2017 年 4 月刊行予定）。
・ プロジェクト PD フェローを 2 人，非常勤研究員を 5 人雇用し，プロジェクト活動に参画させた。
・ 国際シンポジウム（JK24）において若手研究者 12 人（国内 9 人，海外 3 人）に対して発表のた
めの旅費支援を行った。






・ 「オノマトペの魅力と不思議」と題する一般向けの講演会を第 10 回 NINJAL フォーラムとして
企画・開催し，NINJAL フォーラムとしては過去最高の参加者（372 名）を得た（2017 年 1 月
21 日）。
・ 上記のフォーラムの成果を「オノマトペ」に関する啓蒙書『オノマトペの謎』（岩波書店，岩波
科学ライブラリー）して立案し編集作業を完了した（2017 年 2 月入稿，5 月刊行予定）。
・ 立川市歴史民俗資料館と国語研の協定に基づき，日本語に関する講演会を開催した。
・ 国際日本語普及協会や東京言語研究所設立 50 周年セミナー，語学教育研究所シンポジウムにお
いて，小中高教員に対して日本語アクセント等に関する講演・発表を行った。
5．グローバル化
・ 海外の研究者 10 名を含むアドバイザリーボードを設置し，また海外の研究者 13 人を共同研究員
に加えて共同研究を開始した。
・ NINJAL 国際シンポジウムとして The 24th Japanese / Korean Linguistic Conference（JK 24）
とオノマトペ国際シンポジウム（Mimetics in Japanese and Other Languages of the World）を
開催し，それぞれ予想を上回る参加者（193 人と 127 人，いずれも異なり数）を得た。
・ プロジェクト全体で，国際会議において 45 件の発表を行った。
・ 英 語 に よ る 研 究 論 文 集Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku 
Project（Timothy Vance and Mark Irwin eds.）を John Benjamins 社から出版した（2016 年 
６月）。また，The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants（Haruo Kubozono，ed.，
Oxford University Press）の編集を終え入稿し，校正作業を行った（2017 年 4 月 27 日刊行予定）。
・ Cambridge Handbook of Japanese Linguistics（Cambridge University Press） に 2 編 の 論 文 
（‘Pitch accent’ お よ び ‘Mora and syllable’） を，Oxford Research Encyclopedia of Linguistics
（online， Oxford University Press）にも 2 編の論文（‘Accent in Japanese phonology’ および
‘Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’）をそれぞれ寄稿した（それぞれ Haruo 



























解析情報タグ付き日本語構造体コーパス NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）
を開発するための基礎研究を行い，十分な規模のコーパスを構築し，公開する。さらに，このコー
パスを利用して，日本語の研究を行い，その成果を国内外に向けて発信する。コーパスの共同利用













・ 1 万文の日本語のテキストに対して統語・意味解析情報付きコーパス（NPCMJ コーパス・
Keyaki ツリーバンク）を構築し，6 種類の検索用インターフェースとともに 2016 年 12 月に一般
公開した。
・ 国内外の学会で発表を 10 件，国際ワークショップを 1 件（Unshared Task on Theory and 
System analysis with FraCaS， MultiFraCaS and JSeM Test Suites ＠国立国語研究所，2016 年
11 月 13 日），国内ワークショップを 1 件（日本言語学会第 153 回大会＠福岡大学，2016 年 12 月
3 ～ 4 日）実施し，研究成果を発信した。
・ 海外における統語解析情報付きコーパスの主要な拠点（University of Pennsylvania， University 





・ 対照言語学プロジェクトと共同でオノマトペ国際シンポジウム（Mimetics in Japanese and 
Other Languages of the World）を 2016 年 12 月 17 ～ 18 日に開催した（発表件数 30 件，うち
学生発表件数が 10 件）。総参加者数は 127 人（うち海外機関所属外国人研究者 26 人，学生 52 人）
であった。さらに，オノマトペ国際シンポジウムの開催に合わせて BCCWJ コーパス検索ツール
NLB にオノマトペ検索機能を開発し，2016 年 12 月 12 日に一般公開した。
・ コーパスの構築・公開を実施するために，国立国語研究所ユニット，東北大学ユニット，神戸大
学ユニットを合わせ，非常勤研究員を 10 名以上雇用し，OJT 方式で育成を行った。非常勤研究
員の内 4 名は大学院生である。非常勤研究員以外に，3 名の学部生もアノテーション作業に参加
している。
・ 英語，韓国語，中国語など主要な言語の統語解析情報付きコーパス開発の実績のある University 




・ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）・Keyaki ツリーバンク検索・検出用の 
ユーザフレンドリーインターフェースを開発し，1 万文規模のコーパスと共に公開した。
・ 日本言語学会 153 回大会（福岡大学，2016 年 12 月 3 ～ 4 日）でワークショップを開催し，プロ 
ジェクトの成果を発表した。






学ユニットを合わせ，非常勤研究員を 10 名以上雇用し，OJT 方式で育成を行った。非常勤研究




よび田窪行則氏から承諾を得て，NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese （NPCMJ）・




















































・ 調査報告書として，『沖縄県久米島方言調査報告書』（調査は 2013 年度実施），『首都圏大学生の
言語使用と言語意識の地域差に関する調査 2010‒2016 報告書』を 2017 年 3 月に刊行した。
・ この他，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，論文 46 件，報告書・論集 4 冊，図書 2 冊，









・ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（以下東京外大 AA 研）と共同で，フィールド
調査に関する教育プログラムの開発と教科書の作成を行うための検討を進め，その一部を「隠岐
の島方言調査事前ワークショップ」で実践した。
・ 研究体制を強化するために，（1）東京外大 AA 研，（2）琉球大学と連携協定を締結した。（1）は，
2017 年度の東京外大概算要求に基づくもので，今年度は，クロスアポイントメントによる特別


















・ AA 研 LingDy3 プロジェクトと共同でクロスアポイントメントによる特別研究員 1 名を公募し，
選考を行った（2017 年 4 月 1 日赴任）。





を呼びかけ，3・4 年生 8 人が隠岐の島調査に参加した。この 8 人と公募による大学院生 3 人に
対しては，「隠岐の島方言調査事前ワークショップ」，およびフィールドワークを通じて，言語調
査の基礎と地域貢献について指導を行った。
・ 「危機的な状況にある言語・方言サミット（奄美大会）・与論」（2016 年 11 月 13 日）や国語研セミ 
































































大正編Ⅰ雑誌」ver. 1.0（約 1,400 万語），および「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」（『十六夜日記』『東







2017 年 3 月 11 日に開催し，18 件の研究発表（口頭発表 8 件，ポスター発表 10 件）を行った（参
加者数 78 名）。
・ 共同研究員のプロジェクトに関連する研究活動の成果は，謝辞を含まない関連する研究を含めて
論文で 56 件，研究発表で 79 件に及び，計画を大きく上回った。
『日本語歴史コーパス』とその関連研究について，『日本語の研究』学界展望（第 12 巻 3 号 p.32）












において「Japan Studies Ⅰ コーパス日本語学入門」「Japan Studies Ⅱ 日本語コーパスの活用」
の授業を実施した。
また，コーパス研究の普及のため NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 
―「中納言」による検索と集計―」を 2016 年 9 月（大阪），2017 年 2 月（東京）に開催した。
・ 共同研究員は 56 名（うち大学院生 5 名），共同研究員の所属機関数は 33（うち外国の大学は 4 機 
関）である。また，コーパス構築のため，プロジェクト非常勤研究員を 5 名，プロジェクト PD






・ 「明治・大正編Ⅰ雑誌」ver. 1.0（約 1,400 万語）を 2016 年 10 月に一般公開した。さらに，「鎌倉
時代編Ⅱ日記・紀行」（5 作品，約 11 万語）を 2017 年 3 月に一般公開した。
・ 日本語学会春季大会（2016 年 5 月，学習院大学）において，ワークショップ「『日本語歴史コーパス』
の拡張とその課題―「通時コーパス」をめざして―」を開催した。
・ 『日本語歴史コーパス』の普及活動を行うとともに，コーパス開発センターと協力して利用しや
すい登録システムを整備したことで，2016 年 4 月～ 12 月だけで 2,050 名以上の新規登録ユーザー












において「Japan Studies Ⅰ コーパス日本語学入門」「Japan Studies Ⅱ 日本語コーパスの活用」
の授業を実施した。
また，コーパス研究の普及のため NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中
納言」による検索と集計―」を 2016 年 9 月（大阪），2017 年 2 月（東京）に開催した。















（2016 年 11 月）。また，「明治・大正編Ⅰ雑誌」と JKBooks『太陽』本文画像とのリンクを行った 












・ 『日本語歴史コーパス』の英文ホームページを作成し 2016 年 10 月より海外に向けて発信を開始
した。
・ 台湾の国立台湾大学において NINJAL セミナー「データが主導する日本語研究」として『日本





















































研究成果を発信した。参加人数の合計は 242 名，口頭発表 8 件，ポスター発表 10 件，デモンスト 
レーション 11 件，パネルディスカッション 1 件であった。






日の会話行動に関する調査報告』を 2017 年 3 月に刊行し，プロジェクトのホームページで公開
した。
・ そのほか，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，論文17件，報告書1冊，発表・講演100件，
データベース 3 種 4 件を公開した。
28 Ⅱ 共同研究と共同利用
・ 共同研究員 21 名（うち大学院生 1 名）による共同研究体制を整えた。共同研究員の所属機関数





タとして 190 時間（延べ話者数 793 名）の収録と 34 時間分の文字化作業を，レジスター班では
『BCCWJ』のうち 1930 サンプル（小説の 39％）の会話文への話者情報の付与を実施した。また
経年変化班では『昭和話し言葉データ』50 時間（独話・対話各 25 時間）の文字化を完了させた。
・ 『名大会話コーパス』14 万語に形態論情報を付与し，会話・話者に関するメタ情報を整理した上
で，2016 年 12 月 14 日にオンライン検索システム『中納言』および全文検索システム『ひまわ 
り』にて公開した。『中納言』の実装はコーパス開発センターと共同で進めた。
・ 『国会会議録検索システム』ひまわり版として，1947 年～ 2012 年開催の本会議・予算委員会の 
データ（11106 会議，4.5 億字）を整備し，開発版を 2016 年 5 月 24 日に，発言者の生年情報を付




・ 『日本語話し言葉コーパス』の形態論情報を BCCWJ と同じ体系に修正した上で，中納言版をコー
パス開発センターと共同で構築し，2016年9月1日に試験公開を，2017年3月に一般公開を行った。
3．教育
・ コーパス言語学分野の人材を育成するために，若手研究者や大学院生を主対象に，第 1 回コーパ
ス利用講習会（ひまわり・中納言の 2 コース）を 2016 年 9 月 1 日に，第 2 回コーパス利用講習会 
（同 2 コース）を 2017 年 3 月 1 日に開催し，それぞれ 27 名，22 名が参加した。
・ 若手の非常勤研究員および共同研究員 6 名（うち大学院生 1 名）に対し，シンポジウム『日常会
話コーパス』Ⅱ（2017 年 3 月 1 日）で発表の機会を提供した。
・ 一橋大学との協定に基づき，2名の連携教授が，コーパスを活用した計量的研究の演習を担当した。


































































Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス』と多言語を母語とする日本語学習者
コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語
の日本語学習者横断コーパス』の構築に，当初の計画のとおりに着手した。とくに，後者は準備
段階を越え，検索システムである I-JAS 中納言ととも，第一次公開として 225 名分の発話データ，
および 145 名分の作文データの公開に至った。









・ 『BTSJ』に関わる講習会等を 5 回，『I-JAS』に関わるワークショップ等を 3 回，読解コーパスに
関わるチュートリアルを 2 回開催し，大学院生を含む日本語教育研究者，および現場の日本語教
師を対象に，研究成果の教育的普及に努めた。
・ プロジェクト全体として，73 機関（うち外国の大学・研究所は 28 機関），101 名の共同研究員（う
ち大学院生 4 名）を組織し（当初の計画では約 90 名），プロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）




Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス』と多言語を母語とする日本語学習者
コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語
の日本語学習者横断コーパス』の構築に，当初の計画のとおりに着手した。とくに，後者は準備
段階を越え，検索システムである I-JAS 中納言ととも，第一次公開として 225 名分の発話データ，
および 145 名分の作文データの公開に至った。











・ オンライン日本語基本動詞辞典に関わる研究成果である BCCWJ コーパス検索ツール NINJAL-
LWP for BCCWJ（NLB）が，コーパスに基づいて編纂された日本初の国語辞典である『現代国
語例解辞典』〔第 5 版〕（小学館）の編纂に使用された。
・ 日本語学習者の 4 年間の変容と成長のデータ収集および縦断コーパスの構築のために，連携協定
を結んでいる北京日本語学研究センターと共同で年 2 回の現地調査を計画どおりに継続する一
方，2016 年 4 月に新たに連携協定を結んだ国際交流基金日本語国際センターとも，日本語学習
者のコミュニケーションに関する研究の一部を共同で推進した。
3．教育
・ コーパス構築作業に 2 名の大学院生が参加し，指導を行う一方，教室談話の分析に 4 名の大学院
　 生が参加し，国際学会で発表を行った。さらに，インド在住の大学院生 1 名に視聴覚コンテンツ
開発作業に携わり，インドの日本語教育現場との連携を深めた。
・ 一橋大学との連携講座に参画し，修士 3 名，博士 10 名の指導教員として研究論文の指導に当た
る一方，非常勤講師として首都大学東京，大阪府立大学，南山大学，東海大学で大学院教育に協
力した。
・ 雇用したプロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）3 名のうち，1 名は博士論文を基にした著作
を 2017 年 2 月に刊行し，残る 2 名も NINJAL サロンで自身の研究成果を発表し，次年度以降，
研究が本格化できる態勢を整えた。




企業関係者を中心とした日本テレワーク学会 Job Casting 部会との協力のもと開始した。











た，BTSJ や NCRB を生かした談話の理論研究やポライトネス研究を，第 31 回国際心理学会（横


























































に，より広い研究者を対象として The First International Conference on Theoretical East Asian 














































































　2016 年 10 月よりプロジェクトが開始した初年度は，2016 年 11 月に慶應義塾大学にてキックオ
フミーティングを行い，各メンバーが取り組んでいる相互行為活動について全体で理解を共有した。
その後は各自で分析を進め，2017 年 3 月の初旬に日常会話コーパスプロジェクトのシンポジウム
にてメンバー 4 名（安井・杉浦・鈴木・遠藤）がポスター発表を行った。中旬には初の公開研究会




































































　プロジェクト第 1 回のミーティング及び公開研究発表会を 2017 年 2 月に実施し，最新の語用論
研究の動向について情報提供のセミナーを開催するとともに，推論の認知神経メカニズムを実験的

















all-words WSD システム，（2）語義を分類語彙表のコード番号にした all-words WSD システム，（3）
分類語彙表と岩波国語辞典の対応表。word sense disambiguation（WSD）は，意味解析のプリミティ
ブな処理でありながら，実際のシステムで利用されてはいない。これは通常の WSD が対象単語を







　本年度の目標は岩波国語辞典の語義を付与する all-words WSD システムを開発することであっ
た。まず all-words WSD のサーベイと利用するデータを準備し，各自が WSD に関する研究を行う
ことから開始した。年度末に公開研究発表会を言語処理学会第 23 回年次大会（筑波大学）のテー
マセッション「語義タグの付与とその利用」として開催し，82 名の参加者のもと，本プロジェク















り，本研究代表者を含む複数の研究者が国際的な学術誌に特集を組んでいる（Ifantidou & Matsui 
2013; Matsui 2014）。また，それぞれの言語文化に特有なコミュニケーションスタイルに関する文

































・ 2016 年 10 月よりコーパス開発センターの共同研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自
動化に関する基礎研究」を開始した。浅原をリーダーとし，所外共同研究者は，音声アノテーショ
ン関係が 10 名，意味アノテーション関係が 3 名，係り受け構造アノテーション関係が 7 名であ
る。所内からは，石本，岡，加藤，西川，近藤，山崎，前川が参加している。2017 年 3 月開催
の「言語資源活用ワークショップ」および「語彙資源活用シンポジウム」では，この共同研究関
係で 15 件の発表が行われた。
・ 共同研究プロジェクトの係り受け班は Universal Dependencies プロジェクトに参加し，2016 年
12 月に大阪で開かれた国際会議 COLING-2016 の招待講演者 Joakim Nivre ほか 3 名と日本語の
Universal Dependencies 適応について議論を行った。その成果は言語処理学会第 23 回年次大会
のチュートリアル（聴講者約 200 名）で紹介したほか，CoNLL-2017 の Shared Task（評価型ワー
クショップ）に日本語の係り受けデータを提供した。
・ 共同研究プロジェクトの語義班は，言語処理学会第 23 回年次大会において「語義タグとその
利用」と題したテーマセッション（2 部制：午前 82 名・午後 42 名参加）を新領域創出型プ
ロジェクト「all-words WSD システムの構築及び分類語彙表と岩波国語辞典の対応表作成へ
の利用」とともに企画した。発表は 8 件であり，そのうち 7 件が語義班からの発表であった。
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・ 共同研究プロジェクトの音声班は，2016 年 9 月にサンフランシスコで開催された国際会議































































































一般 山崎　誠 会話文への発話者情報の付与によるコーパスの拡張 3,500
基盤研究（B）
一般 浅原　正幸 言語コーパスに対する読文時間付与とその利用 2,900
基盤研究（B）
一般 前川　喜久雄
自発音声コーパスの分析による ﬁlled pause の音声
学的特徴の解明 3,500
基盤研究（B）


















一般 熊谷　康雄 大規模方言分布データの計量的分析方法の開発 500
基盤研究（C）











19 世紀半ば～ 20 世紀半ばロシア北東地域のユカ
ギール語資料に関する言語学的研究 900
基盤研究（C）


























若手研究（B） 藤本　灯 文章と発話の自発性からみた主語標示の助詞「が・の」の計量的研究 1,500
若手研究（B） 船越　健志 自然言語における省略可能な統語範疇に関する通言語的研究 700
若手研究（B） 乙武　香里 讃岐方言における発話行為体系と発話未表現の相関の解明のための予備的研究 800
若手研究（B） 坂井　美日 日本方言の活格性に関する基礎的研究 1,200
若手研究（B） 加藤　祥 コーパスから取得しやすい情報と取得しにくい情報の研究 800
若手研究（B） 黄　賢暻 韓国語サイッソリにおける意味構造とプロソディの方言・言語対照研究 600
若手研究（B） 渡辺　由貴 歴史コーパスに基づく中世・近世語の複合辞および連語の研究 1,300
若手研究（B） 三樹　陽介 消滅の危機に瀕した八丈語の音声資料作成とその分析に関する研究 800
研究成果公開
促進費 今村　泰也 所有表現と文法化 900
研究成果公開
促進費 山崎　誠 テキストにおける語彙的結束性の計量的研究 900
研究成果公開
促進費 藤本　灯 山田孝雄著『日本文体の変遷』本文と解説 1,000
研究成果公開
促進費 井上　文子 日本の危機言語・方言データベース 5,400
特別研究員






























各年度に 2 回（7 月と 1 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。







































































　 国立国語研究所で開発された Web アプリケーションで，初心者でも簡単に BCCWJ 内の文字列
を検索することができる。
・NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）














　 3 か月間にわたり 1 億 URL をクロールして構築した 258 億語規模の Web テキストのコーパス。形
態素解析・係り受け解析済みテキストからなる。
・中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス（C-JAS）










　 木村きみさん（1900‒1988，沙流川上流域のペナコリ出身）がアイヌ語で語った物語 10 編（ウエペ
























































米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（全 54 冊，LC Control No.：2008427768）
の翻字本文（電子テキスト）を公開。また，全 54 巻を対象とした文字列検索も提供している。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』画像










各種の UniDic を使って形態素解析を行うためのツール。形態素解析に必要な一連の作業を Web
上でわかりやすいインターフェースによって行うことができる。
・（方言研究の部屋）データとプログラム




















国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15 万冊と雑誌約 5,800 タイトルの目録・所蔵情報が
検索できるデータベース。貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報も掲載している。
・ことばに関する新聞記事見出しデータベース















よう CSV 形式になっており，レコード総数は 101,070 件。
・現代雑誌 200 万字言語調査語彙表
2001 年から 2004 年にかけて行われた「現代雑誌の語彙調査 ―1994 年発行 70 誌―」の調査結果の
語彙表。
・「学校の中の敬語」アンケート調査データ



























○The 24th Japanese/Korean Linguistic Conference
2016 年 10 月 14 日～ 16 日（国立国語研究所）
10 月 13 日　Satellite workshop 1: Syllables and Prosody
Jongho Jun (SNU)
　“Syllable count eﬀects in Korean n-insertion”
Junko Ito (UC Santa Cruz) and Armin Mester (UC Santa Cruz)
　“On superheavy syllables”
Lisa Davidson (NYU)
　“Prosodic conditioning of the implementation of phonation in obstruents”
Haruo Kubozono (NINJAL)
　“Syllables and moras in Japanese dialects”
Shigeto Kawahara (Keio University) and Jason Shaw (Yale University)
　“Interaction of high vowel devoicing and syllabiﬁcation”
Seunghun Lee (ICU) and Hyun Kyung Hwang (NINJAL)
　“The status of syllables within the prosodic hierarchy in Korean”
10 月 14 日
Opening remarks: Taro Kageyama, Director (NINJAL)
Oral Session 1
Kaoru Horie (Nagoya University)
　 “Differential degrees of retention of lexical meaning in Japanese and Korean functional 
categories: A typological and constructional approach”
Simon Barnes-Sadler (SOAS, University of London)
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　“Dialectometric approaches to Korean”
Chikako Takahashi (Stony Brook University)
　“Information structure of Japanese ditransitive”
Oral Session 2
Hiroshi Aoyagi (Nanzan University)
　“On the productivity of verb-stem expansion in Japanese and Korean”
Takayuki Akimoto (Chuo University)
　“An applicative approach to aﬀected subject transitives in Japanese”
Poster Session 1
Masayuki Yasuhara (Teikyo University)
　“Marked/ unmarked anti-causative pairs of “verbal noun and suru” expressions”
Takeo Suzuki (Atomi University/Waseda University)
　 “A further exploration into the sourse of affectivity of the Ni-passive with an inanimate 
subject”
Seunghun Lee (International Christian University) and Shigeto Kawahara (Keio University)
　“Korean vocative truncation and information theory”
Jinsok Lee
　“Discourse eﬀect of personiﬁcation in variation of Japanese and Korean demonstratives”
Chihkai Lin (Soochow University)
　“Gemination in Sino-Japanese recisited”
Céleste Guillemot (International Christian University)
　 “Coarticulation may not be universal: The production of /ɯ/ by Japanese L1 speakers and 
French L2 learners”
Yoshihiko Asao (National Institute of Information and Communication Technology)
　“Word-internal pronouns in Japanese”
Hyunjun Park (City University of Hong Kong)
　“Korean caki as an empathy locus”
Rihito Shirata (JEPS/University of the Ryukyus) and Lukas Rieser (Kyoto University)
　 “Why, and how, are why-clauses diﬀerent? The case of Kikaijima Ryukyuan nuwa / nuka”
Shun Ihara (Osaka University)
　“The dynamics of the Japanese sentence-ﬁnal particle ne”
Myeong Hyeon Kim (University of Illinois Urbana-Champaign)
　“The processing of scrambling in native Korean speakers”
Gen Fujita (Sophia University)
　“Head parameter revisited: Comparative syntax between English and Japanese”
Akari Ohba (Ochanomizu University) and Kyoko Yamakoshi (Ochanomizu University)
　“Children’s acquisition of scalar implicatures in Japanese”
Yiting Chen (NINJAL)
　“A constructionist approach to double negatives in Japanese”
Shuangshuang Hu (UiL-OTS/Utrecht University) and René Kager (UiL-OTS/Utrecht 
University)
　“Koreans’ cross-dialect phonological perception of Japanese pitch accent”
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Yasuyuki Fukutomi (Fukushima University)
　“’to suru’ constructions-especially ‘need’ ‒in Japanese”
Takanobu Nakamura (Sophia University)
　“Distributivity and event partition: Evidence from Japanese and Korean”
Tomoko Ishizuka (Aoyama Gakuin University) and Hilda Koopman (UCLA)
　“Steps towards a minimalist analysis of Japanese no”
Miho Onishi (Nagoya College) and Sujin Oh (Hanyang University)
　“The use of the noun ikioi  in Japanese and kisey in Korean in sentence-ﬁnal position”
Yoonjeong Lee (University of Southern Caliﬁrnia) and Louis Gokdstein (University of Southern 
California/Haskins Laboratories)
　“Global and local interaction of consonant type and tone in the Korean accentual pdrase”
Keunyoung Lee (University of Oregon)
　 “Non-traditional idenxical functions of Korean honoriﬁcs in natural conversations: A corpus-
based study of Korean verbal honoriﬁc suﬃx-si”
James Whang (New York University) and Frans Adriaans (New York University)
　 “The role of phonotactics and alternations in the acquisition of Japanese high vowel 
reduction”
Arum Kang (Korea University) and Suwon Yoon (University of Texas, Arlington)
　“‘Disjunction’ as an epistemic modal: Nonveridical equilibrium”
Mira Oh (Chonnam National University)
　“A perceptual analysis of consonant cluster simpliﬁcation in Korean”
Eun Hee Kim (University of Illinois at Urbana-Champaign)
　“Korean overt pronouns with local antecedents”
Akihiko Sakamoto (Tokiwa University), Keita Ikarashi (University of Aizu), and Ryohei Naya 
(University of Tsukuba/JSPS)
　“The form-function interface in Japanese compounding formation”
Ji-Yeon Park (Nagoya University)
　“Semantic extension and grammar of mimetics in Japanese and Korean”
Yusuke Yoda (Toyo Gakuen University)
　“Morphological telescope: The condition of allomorphy and allosemy”
Oral Session 3
Hideharu Tanaka (Mie University)
　“Exhaustiveness in Japanese compound verbs: A mereological approach”
Osamu Sawada (Mie University) and Jun Sawada (Aoyama Gakuin University)
　“On the property of mirativity in the Japanese model demonstrative ano”
Magdalena Kaufmann (University of Connecticut)
　“What “may” and “must” may be in Japanese”
10 月 15 日
Oral Session 4
Heejeong Ko (Seoul National University)
　“Interarboreal matters in syntax: The case of right-dislocation”
Yoshiki Fujuwara (Meiji Gakuin University/University of Connecticut)
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　“The acquisition of V-stranding VP-ellipsis in Japanese”
Yutaka Sato (International Christian University)
　“The verbal noun mo construction in Japanese news headlines”
Oral Session 5
Chung-Hye Han (Simon Fraser University), Kyeong-Min Kim (Simon Fraser University), Keir 
Moulton (Simon Fraser University), Michael Fetters (University of Maryland), and Jeﬀrey Lidz 
(University of Maryland)
　“Null objects in Korean: Experimental evidence for the NP ellipsis analysis”
Wataru Sugiura (Meiji Gakuin University) and Hiroyuki Shimada (Meiji Gakuin University)
　“A quantiﬁed subject and negation in child Japanese conditionals”
Poster Session 2
Makiko Takekuro (Waseda University)
　 “Discordance in interaction: Rethinking the gasshuukoku  (‘united states’) metaphor on 
Ishigaki Island”
Hayeun Jang (University of Southern California)
　“/o/- ‐ stems as faster late-starters in decay of Korean vowel harmony”
Woo-Bong Shin (Korea University), Hyang Won Lee (Korea University), Jeﬀrey J. Holliday (Korea 
University), and Jiyoung Shin (Korea University)
　“The perception of Korean regional dialects is mediated by talker age”
Yukino Kobayashi (Tsukuba University of Technology)
　“Non-argument approach to Raising-to-Object”
Asuka Saruwatari (Kindai University)
　“Wh-NP (rhetorical) questions in Japanese: In comparison with Korean and Chinese”
Jason Ginsburg (Osaka Kyoiku University) and Naomi Ogasawara (Gunma Prefectural Women’s 
University)
　“Generating Japanese imperatives with a lebeling-based machine”
Yu Nakajima (Sophia University)
　“Agreeing D and island eﬀects in Japanese”
Yuta Tatsumi (University of Connecticut)
　“Reciprocal nouns in Japanese”
Atsushi Fujimori (Shizuoka University), Noriko Yamane (Kobe University), and Noriko 
Yoshimura (University of Shizuoka)
　“Identifying syntax-driven intonation phrases in native and non-native Japanese”
Norihumi Kuroshima (Tokyo University of Foreign Studies/JSPS)
　“Converb + topic marker’ conditionals in Korean”
Yuya Noguchi (Osaka University)
　“Syntactic analysis of a nominative noun phrase in Japanese imperatives”
Hideaki Yamashita (YCU)
　“Asymmetries in clausal complement ellipsis in Japanese”
Hiroaki Saito (University of Connecticut)
　“Imperative and tense in Japanese”
Kanako Ikeda (Ochanomizu University) and Kyoko Yamakoshi (Ochanomizu University)
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　 “Children’s acquisition of the argument / adjunct asymmetry in wh-questions and the 
Complex NP Constraint in Japanese”
Mieko Takada (Aichi Gakuin University), Eun Jong Kong (Korea Aerospace University), Kiyoko 
Yoneyama (Daito Bunka University), and Mary Beckman (The Ohio State University)
　“Do pitch and voice quality cue word-initial “voicing” in Tôhoku Japanese?”
Kaori Miura (Kyushu Sangyo University)
　“Voice adjuncts in Japanese”
Natsuko Nakagawa (JSPS/Chiba University)
　“Topic marker in Shiraho dialect, Yaeyama Ryukyuan”
Yugyeong Park (University of Delaware), Semoon Hoe (Seoul National University), and Dongsik 
Lim (Hongil University)
　“Conditionals with the direct evidential: Their meaning and theoretical implementations”
Goeun Kim (Seoul National University)
　“Tonal changes between generations in Busan dialect”
Brent de Chene (Waseda University)
　“Reanalysis triggers in Japanese morphology”
Clemens Poppe (NINJAL/JSPS)
　“Fixed ﬂoating accent and mobile linked accent in Suzu Japanese”
Atsushi Oho (Tohoku University)
　“A very last resort: Scope shifting operations in Japanese”
Lukas Rieser (Kyoto University), Yu Izumi (Kyoto University), Magdalena Kaufmann (University 
of Connecticut), Stefan Kaufmann (University of Connecticut),and Muyi Yang (Kyoto University)
　“What-tai teachers us about wanting”
Takashi Nakajima (Toyama Prefectural University)
　“The mechanism of transitivity alternation”
Shin Fukuda (University of Hawaii at Manoa), Jon Sprouse (University of Connecticut), and 
Hajime Ono (Tsuda College)
　 “Experimental syntax and unaccusativity in Japanese: A first-look at the role of lexical 
semantics”
Mariko Sugehara (Doshisha University)
　 “The influence of L1 lexical prominence systems on the judgement of stress locations in 
written English words: Comparison between Japanese and Seoul Korean speakers”
Naoto Sato (Seitoku University)
　“Existential reading in made-ni / kkaci and aida-ni / tongan clauses”
Dorothy Ahn (Harvard University)
　“Deictic demonstratives and perspective: Evidence from giving verbs”
Toshiko Oda (Tokyo Keizai University)
　“Compositional analysis of Japanese ayauku / ayaui ‘almost’”
Hee-Rahk Chae (Hankuk University of Foreign Studies)
　“The structural ambiguity of the imperfective ‒ko iss- in Korean”
Kyae-Sung Park (University of Oregon)
　“A diachronic approach to the comparative construction in Korean”
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Taewoo Kim (Seoul National University/UCLA)
　“The role of (inter) subjectiﬁcation in the development of addresses honoriﬁc-sup-in Korean”
Oral Session 6
Shin-Ichiro Sano (Keio University)
　 “A corpus-based study of singletons and geminates in Japanese: Segmental properties and 
contextual factors”
Kaori Idemaru (University of Oregon), Lucien Brown (University of Oregon), and Bodo Winter 
(University of Birmingham)
　 “The polite voice in Japanese: Acoustic correlates of polite and casual speech styles with 
comparison to Korean”
Seoyoung Kim (Seoul National University)
　“Compound tensiﬁcation in Seoul Korean”
Lisa Davidson (New York University)
　“The essential role of phonetic detail in the interpretation of non-native clusters”
10 月 16 日
Oral Session 7
Gijis Van der Lubbe (Urasoe Elementary School)
　 “Japanese-Northern Ryukyuan language contact and structural convergence: The case of 
embedded interrogative constructions”
Matthew Zisk (Yamagata University)
　 “Formation principles and diffusion of Chinese loan translations and loan derivations in 
Japanese”
Oral Session 8
Arum Kang (Korea University)
　“The scalar dimension of Korean ku”
Eunhee Lee (University at Buﬀalo)
　 “Case alternation and stacking on non-nominative subjects in Korean: A new information 
structural approach”
Oral Session 9
Teruyuki Mizuno (Kyoto University) and Michael Yoshitaka Erlewine (National University of 
Singapore)
　“Constrast sluicing and complementary questions”
Myungkwan Park (Dongguk University) and Ui-Jong Shin (Dongguk University)
　“Extraction out of kure or do so anaphora: Korean vs. English”
Wonsuk Jung (University of Basque Country)
　“Surprising instances of forward gapping in Korea”
Masatoshi Koizumi (Tohoku University)
　 “Brain activations diﬀerentially modulated by case marking, thematic role, and grammatical 
function during sentence comprehension in Japanese and Korean”
10月17日　Satellite workshop 2: Addressing Classic Issues on Movement and Its Locality in 
Japanese and Korean under the Current Minimalist Framework
Nobu Goto (Toyo University) and Kensuke Takita (Meikai University)
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　“Labeling and Tough-Movement”
Heejeong Ko (Seoul National University)
　“Locality and Anti-Locality in Scrambling: Evidence from Small Clause Domains”
Hideaki Yamashita (Yokohama City University)
　“Overt/Covert Distinction in Japanese Syntax”
Jun Abe (Former professor of Tohoku Gakuin University)
　“The Nature of Scrambling and Its Interaction with Labeling”
○ Mimetics in Japanese and Other Languages of the World
2016 年 12 月 17 日～ 18 日（国立国語研究所）
12 月 17 日
Opening remarks: Taro Kageyama, Director (NINJAL)
Session 1
G. Tucker Childs (Portland State University)
　“The knowledge of ideophones and multilingualism: A West African pilot study”
Haruo Kubozono (NINJAL)
　“The phonological structure of Japanese mimetics and motherese”
Nahyun Kwon (JSPS/Nagoya University)
　“Canonical approach to phonaesthemes in Korean ideophones”
Poster Session1
Jeongdo Kim and Anni Jaaskelainen (University of Helsinki)
　“Lexicalization of Finnish mimetics”
Duggirala Vasanta (Osmania University)
　“On the iconicity of ideophones in Trlugu”
Yang Wu (Okayama University)
　“Lexical and grammatical properties of Japanese mimetic verbs”
Ji-Yeon Park (Nagoya University)
　“Semantic speciﬁcation and verbalization of Japanese and Korean mimetics”
Yee Ping Wong (Sophia University)
　“A study on the ABAB and AABB patterns in Hong Kong Cantonese mimetics”
Ayaka Suzuki (University of Tsukuba)
　 “Contrasting ru- and teiru-forms of Japanese mimetic verbs, with special focus on semantic 
domains involving direct perception”
Prashant Pardeshi (NINJAL) and Kimi Akita (Nagoya University)
　“Lexical portraits of Japanese mimetics: Browsing through the BCCWJ corpus using NLB”
Session 2
Shoko Hamano (The George Washington University)
　 “Monosyllabic and disyllabic roots in the diachronic development of mimetic expressions”
Akio Nasu (University of Tsukuba)




Gérard Diﬄoth (formerly of École française d’Extrême-Orient)
　 “Historical morphology in Austroasiatic Expressives”
Kiyoko Toratani (York University)
　 “Classiﬁcation of nominal compounds with mimetic components: A Construction Morphology 
perspective”
Keiko Murasugi (Nanzan University)
　“Mimetics as the argument-structure sprouts in child Japanese”
12 月 18 日
Session 4
Iraide Ibarretxe-Antuñano (University of Zaragoza)
　“The importance of ideophones in the lexicalization of motion events”
Noriko Iwasaki (SOAS, University of London) and Keiko Yoshida (Leiden University)
　“The use of mimetics and gesture among speakers of Japanese as a second language”
Masako Ueda Fidler (Brown University)
　“Probing onomatopoeia with corpus data in Czech”
William J. Herlofsky (Nagoya Gakuin University)
　 “Translation as an investigative tool: Searching for a common ground for examining mimetics 
in Japanese and JSL”
Poster Session 2
Thomas Van Hoey (National Taiwan University)
　“Ideophones in premodern Chinese: Revisiting Dingemanse’s implicational hierarchy”
Tomoaki Takayama (Kanazawa University)
　 “On the relationship between a sound-symbolic system and sound changes: A case study of 
the delabialization in Japanese”
Sachiko Hirata-Mogi (Idea Lab, Co.,)
　 “The relationship between the frequency of mimetics and inter-participant familiarity in the 
Japanese MapTask Dialouge Corpus”
Chiarung Lu (National Taiwan University)
　“Ideophones of cognitive state and their implications”
Miyuki Kamiya (University of York)
　 “Japanese mimetics as prenominal modiﬁers: The implication of the distributions of stative 
mimetics”
Jing-Xin Zhang (Kobe University)
　 “Elucidating the behavior of five mimetics markers in BCCWJ from the perspective of 
Japanese-language education”
Ian Joo (National Chiao Tung University)
　“Thai phonestheme /pl-/”
Session 5
Mark Dingemanse (Max Planck Institute for Psycholinguistics)
　“Ideophones and sensory language in social interaction”
Kimi Akita (Nagoya University/NINJAL)
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　“Ideophones, gaze, and facial expressions: A preliminary report from Japanese”
Mutsumi Imai (Keio University)
　 “What insights can we draw from universal and language-speciﬁc sound sympolism onto the 
Symbol Grounding Problem?”
Janis B. Nuckolls (Brigham Young University)




































　「Language use in the wild: 日常場面を観察する意義」
○第 1 回学習者コーパスワークショップ「学習者コーパス（I-JAS）を利用するために」
2016 年 12 月 3 日（国立国語研究所）
第一部
石川慎一郎
























○ Prosody and Grammar Festa「対照言語学」プロジェクト第 1 回合同研究発表会
2017 年 2 月 18 ～ 19 日（国立国語研究所）



































































○「第 1 回 BTSJ 日本語会話コーパス活用シンポジウム」
2017 年 3 月 4 日（国立国語研究所）
宇佐美まゆみ









　 「親疎関係によるポライトネスの日中対照研究 ―ディスコースポライトネス理論の観点か 
ら―」
野口芙美
　 「自然会話における否定的応答表現 ―「いいえ」系応答詞の使用 / 非使用に着目して―」
○第 2 回学習者コーパスワークショップ「学習者コーパス利用の可能性を考える」



























































































　“What can modify nouns?”
○ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」音声研究班「語のプロソディーと文のプロソ
ディー」研究発表会












2016 年 9 月 19 ～ 20 日（国立国語研究所）


















































2016 年 12 月 9 ～ 10 日（国立国語研究所）
12 月 9 日
柴谷方良（コメンテーター：堀江 薫，岸本秀樹）
　「Edward Keenan(1976) および Keenan and Comrie(1977) の批判的レビュー」






2016 年 12 月 26 ～ 27 日（国立国語研究所）









































　 「コミュニケーションの文脈依存性と日本語学習教材における問題 ―LINE における誘いへの
断りに関する学習者の経験から―」
松田真希子
　 「「具体的な状況設定」に基づく産出スキルとはどのようなものか ―SNS に投稿された料理写
真のコメント分析を例に―」
船橋瑞貴
　「書く / 打つ言語生活の実態調査 ―「具体的な状況」を「設定」するための調査デザイン―」
○「議会会議録を活用した日本語のスタイル変異研究」研究発表会






































　“How to annotate what”
Alastair James Butler
　“The Keyaki Treebank and the NPCMJ: Bridging a growing divide”
Stephen Wright Horn










　“Introducing techniques for better Tregex searching”
○「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会「第 12 回音韻論フェスタ」
2017 年 3 月 8 ～ 9 日（立命館大学）
3 月 8 日
Naoya Watabe






　“Loanword voicing optionality in CSJ”
Paul A. Lyddon, Mark Irwin
　“The resistance of moraic nasals to rendaku inhibitors”
Clemens Poppe
　“The role of syllable structure in tone-segment interaction in Japanese dialects”
Timothy J. Vance
　“Onset optimization in Japanese”
Stuart Davis
　“The problem of intervocalic syllabiﬁcation in English”
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究所で開催している。2016 年度は下記 10 件を開催した。
○第 69 回　2016 年 5 月 17 日
長谷川葉子（カリフォルニア大学バークレー校教授）
　 「「が」と「は」再考」
○第 70 回　2016 年 6 月 7 日
堀江 薫（名古屋大学教授 / 国語研客員教授）
　 「「非従属節」のタイポロジー ―言語類型論研究と「言いさし」研究の接点―」




○第 72 回　2016 年 7 月 19 日
ウェスリー・M・ヤコブセン（ハーバード大学教授）
　 「プロドロップ言語における項構造のあり方 ―日本語の場合を中心に―」
○第 73 回　2016 年 9 月 6 日
ジョン・ホイットマン（コーネル大学教授 / 国語研客員教授）
　 「「漢文訓読」と Vernacular Reading ―アジアとアジア以外―」
○第 74 回　2016 年 11 月 1 日
松本 曜（神戸大学教授 / 国語研客員教授）
　 「日本語における移動事象の言語化 ―通言語的実験研究から見る―」
○第 75 回　2016 年 12 月 20 日
浜野祥子（ジョージ・ワシントン大学教授）
　 「日本語文法サイトへの果てしない道のり」




○第 77 回　2017 年 2 月 28 日
籾山洋介（名古屋大学教授 / 国語研客員教授）
　 「百科事典的意味の諸相」
○第 78 回　2017 年 3 月 14 日
Stuart Davis（インディアナ大学教授）
　 “Foot structure and English schwa syncope”
Ｅ．NINJAL サロン
　国語研の研究者（共同研究員を含む）を中心として，各々の研究内容を紹介することによって情報
交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2016 年度は第 141 回から第 157 回までを開
催した。




○第 142 回　2016 年 5 月 31 日
陳 奕廷（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「複合語の対照性と非対称性について ―基底と精緻化の観点から―」
○第 143 回　2016 年 6 月 21 日
宇佐美まゆみ（日本語教育研究領域教授）
　 「言語研究への言語社会心理学的アプローチ」
○第 144 回　2016 年 6 月 28 日
松井真雪（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「発話速度に応じた，閉鎖音の時間特徴の可変性：通言語的観点から」
○第 145 回　2016 年 7 月 12 日
居關友里子（音声言語研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「制度的場面の終結に関する一考察」
○第 146 回　2016 年 7 月 26 日
坂井美日（言語変異研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「熊本方言における格標示と焦点化について」
○第 147 回　2016 年 9 月 13 日
大内康裕（言語変異研究領域プロジェクト非常勤研究員）
　 「磁気テープの多チャンネル読み取りによる高速ディジタルアーカイビング」
○第 148 回　2016 年 9 月 27 日
乙武香里（言語変異研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「讃岐方言の発話未表現と発話行為の相関 ―質問とその周辺の連続性―」
○第 149 回　2016 年 10 月 4 日
浅原正幸（コーパス開発センター准教授）
　 「「現代日本語書き言葉均衡コーパス」に対する読み時間付与」




○第 151 回　2016 年 10 月 18 日
岡 照晃（コーパス開発センター特任助教）
　 「万葉集の原文 - 訓読文の自動アライメント ―コーパスアノテーションの効率化に向けて―」
○第 152 回　2016 年 10 月 25 日
蒙 韞（日本語教育研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「読解過程における日本語学習者の語の意味理解 ―文脈情報を手がかりとして―」
○第 153 回　2016 年 11 月 8 日
青井隼人（外来研究員 / 日本学術振興会特別研究員（PD））
　 「南琉球宮古多良間方言における NP1 ＝ nu NP2 のピッチパターン」
○第 154 回　2016 年 11 月 22 日
小西 円（日本語教育研究領域プロジェクト PD フェロー）
　 「I-JAS のタスクと産出語彙の関連について ―日本語母語話者データのコレスポンデンス分析に
基づいて―」
○第 155 回　2016 年 11 月 29 日
窪田 愛（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー），プラシャント・パルデシ，アラステア・
ジェームズ・バトラー
　 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究 ―アノテーション方式，検索・抽出方法を中心に―」









○第 1 回 BTSJ 活用方法講習会
2016 年 5 月 28 日 ( 国立国語研究所 )
宇佐美まゆみ（国立国語研究所），木林理恵（日本学生支援機構）















○第 2 回 BTSJ 活用方法講習会
2016 年 11 月 19 日（国立国語研究所）
宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
　 「『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット』の操作方法～ 
「自然会話分析のための文字化入力支援と基本的な分析項目の自動集計システム」を使った研
究の方法～」
○第 3 回 BTSJ 活用方法講習会





○ 平成 28 年度国立国語研究所日本語教師セミナー（国内）「自然会話コーパスの分析を日本語教育に
生かす！ ―明日の授業へのヒント―」



















○ 『日本語研究・日本語教育研究文献データベース』に文献情報を定期的に追加（5 月・7 月・10 月・
1 月・3 月の年度内 5 回合計 5,379 件）および国立大学の学術リポジトリとのリンクを進めた。
○ 『国立国語研究所学術情報リポジトリ』で『国立国語研究所論集』第 11 ～ 12 号，『NINJAL フォー
ラムシリーズ』1 ～ 7，『国立国語研究所報告』（一部：主に論文集）を公開した。







○『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』（I-JAS）を公開した（2016 年 5 月）。
○ 『日本語歴史コーパス 明治・大正編Ⅰ雑誌』（短単位データ）および『女性雑誌コーパス』に短単
位情報を付与したバージョンを公開した（2016 年 10 月）。
○『名大会話コーパス』に形態論情報を付与したバージョンを公開した（2016 年 12 月）。
○ 『日本語話し言葉コーパス』（中納言版）を公開した（2017 年 2 月）。
















　　　所蔵資料数（2017 年 4 月 1 日現在）
図書 雑誌
日本語 121,520 冊 5,340 種
外国語 31,418 冊 528 種



















　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定に基づき，2014 年から，日本語お
よび日本語言語学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese 




























　柴谷方良（ライス大学 教授）Masayoshi Shibatani (Rice University)
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL）
シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1.  Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford/NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University/
NINJAL) and John Whitman (Cornell University/NINJAL)
2.  Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
  Edited by Haruo Kubozono (NINJAL)
3.  Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
  Edited by Taro Kageyama (NINJAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University/NINJAL)
4.  Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT/NINJAL) 
and Hisashi Noda (NINJAL)
5.  Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University/ 
NINJAL)
6.  Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
  Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL)
7.  Handbook of Japanese Dialects
  Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8.  Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 
Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University/NINJAL)
9.  Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University/NINJAL), Mayumi Usami (NINJAL), and Yoshiyuki 
Asahi (NINJAL)
10.  Handbook of Japanese Psycholinguistics
  Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University/NINJAL)
11.  Handbook of Japanese Applied Linguistics
  Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University/NINJAL)
12.  Handbook of the Ainu Language




































2016. 7. 7 仙台第一高等学校
2016. 8. 3 兵庫高校
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○  NINJAL フォーラムシリーズ 7『ここまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所の日本語研
究』




民の方までが読んで楽しめる研究情報誌。2016 年度に創刊し，第 1 号を発行した（年 2 回刊行予定）。




























2016 年 9 月 20 日（国立台湾大学）
○「隠岐の島方言のつどい」




2016 年 10 月 15 日（国立国語研究所）
○大学共同利用機関シンポジウム 2016（出展）

















2016 年 12 月 1 日（青梅市立若草小学校）
対象：小学 5,6 年生
講師：三井はるみ（言語変異研究領域助教）
ニホンゴ探検 2016 ― 1 日研究員になろう―
　児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるプロ
グラムが人気のイベント。
2016 年 7 月 16 日（国立国語研究所）
・ことばのミニ講義
　 「知らなかった！気づかない方言」朝日祥之（言語変異研究領域准教授）
































○第 20 回　2016 年 9 月 10 日（イオンコンパス大阪駅前会議室）
「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」
講師：小木曽智信（言語変化研究領域准教授）
○第 21 回　2017 年 2 月 10 日（国立国語研究所）
「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」
講師：小木曽智信（言語変化研究領域准教授）
○第 22 回　2017 年 2 月 17 日（大阪大学豊中キャンパス）
「学習者コーパスを使って研究しよう！」
講師：石黒 圭（日本語教育研究領域教授）


























【学会等の役員・委員】日本言語学会 顧問（元会長）・評議員；日本語学会 評議員；関西言語学会 運
営委員；特定非営利活動法人言語資源協会（GSK）理事；日本国際教育支援協会 理事；文化庁文化
審議会国語分科会臨時委員；財団法人新村出博士記念財団 委員；Oxford Research Encyclopedia of 








　Taro Kageyama and Wesley M. Jacobsen (eds.)




　 “Agents in anticausative and decausative compound verbs”, Taro Kageyama and Wesley M. 
Jacobsen (eds.) Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond, pp.89‒
















（1 ）Oxford University Press との出版契約により，2013 年 12 月開催の NINJAL 国際シンポジウ
ム「日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎」をまとめた英文論文集（Taro 
Kageyama, Peter Hook, hand Prashant Pardeshi (eds.) Verb-Verb Complexes in Asian Languages）
の編集・査読を進めた。
（2 ）Oxford University Press との契約により，オンライン刊行物Oxford Research Encyclopedia of 
Linguistics (http://linguistics.oxfordre.com) の Advisory Board 及び Senior Editor として，Taro 
Kageyama “Compound and complex predicates in Japanese” の論文を執筆するとともに，次の
論文の編集・取りまとめを行った（Malka Rappaport Hovav “Argument realization in syntax”, 
Hideki Kishimoto “Argument realization and case in Japanese”, Masahiko Minami “Second 
language acquisition of Japanese”, Timothy Vance “Rendaku or sequential voicing in Japanese 
phonology”, Mineharu Nakayama “Japanese psycholinguistics”, Bjarke Frellesvig “Old and Middle 
Japanese”，James Yoon “Korean syntax”, Yoshiko Matsumoto “Noun modiﬁcation construction in 
Japanese”, Sachiko Ide & Kishiko Ueno “Politeness in Japanese”）。いずれも，2016‒2017 年に刊行。
（3 ）Cambridge University Press との契約により，Yoko Hasegawa (ed.) The Cambridge Handbook 
















Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 会長；日本音声学会 評議員；日本学術会議 連携会員；理化
学研究所脳科学研究センター 客員研究員；市河三喜賞 審査委員・幹事；東京言語研究所 運営委
員；The Association for Laboratory Phonology, Executive Committee member (‒2016.7)；Oxford 
Studies in Phonology and Phonetics Series  (OUP), Advisory Editor；International Congress of 
























　 “Diphthongs and word accent in Japanese”, KLS (Proceedings of the 40th Annual Meeting of 
the Kansai Linguistic Society) , 36, pp.195‒206, 2016.6.
Haruo Kubozono
　 “Diversity of pitch accent systems in Koshikijima Japanese”，『言語研究』150（1），pp.1‒31，
2016.9.
窪薗晴夫




　 「ママは昔パパだったのか？ ―五十音図の秘密―」，「「むっつ」と「みっつ」の関係とは ―数詞
の謎―」，中島平三（編）『ことばのおもしろ事典』，pp.112‒125，朝倉書店，2016.4.
Haruo Kubozono
　 “Accent in Japanese phonology”, Oxford Research Encyclopedia of Linguitics  (online 











　 “Mora and syllable in the pitch accent system of Koshikijima Japanese”（招待講演），Japanese 
and Korean Accent: Diachrony, Reconstruction, and Typology，東京外国語大学，2016.7.2.
Haruo Kubozono










　 “Language contact and accent changes in Japanese”（招待講演），アメリカ音響学会・日本音響






　 “The phonological structure of Japanese mimetics and motherese”（招待講演），NINJAL 国際
シンポジウム（Mimetics in the World's Languages），国立国語研究所，2016.12.17.
窪薗晴夫













・ Syllbles and Prosody（JK24 サテライトワークショップ），国立国語研究所，2016.10.13.























【職歴】ハワイ大学マノア本校 准教授（1988），コネチカット・カレッジ 准教授（1993），同 教授（1994），
アリゾナ大学 教授（2000），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系 教授（2010），同 研
究情報資料センター長（2013‒2016），同 研究系（理論・対照研究領域）教授（2016）
【専門領域】言語学，音声学，音韻論，表記法
【所属学会】日本言語学会，言語科学会，日本音声学会，日本音韻論学会，Acoustical Society of 
America，American Association of Teachers of Japanese，Association for Laboratory Phonology，







Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.)




　 “Introduction”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in Japanese , pp.1‒12, 
Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Nobuyuki Nakazawa, Timothy J. Vance, Mark Irwin, and Paul A. Lyddon
　 “Rendaku awareness of Japanese learners in Taiwan”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) 
Sequential Voicing in Japanese , pp.57‒77, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Timothy J. Vance and Atsushi Asai
　 “Rendaku and individual segments”, Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing 
in Japanese , pp.119‒137, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Mizuki Miyashita, Mark Irwin, Ian Wilson, and Timothy J. Vance
　 “Rendaku in Tōhoku Japanese” Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in 
Japanese , pp.173‒193, Amsterdam: John Benjamins, 2016.6.
Timothy J. Vance
　 “JFL learners and big numbers: Pitch-accent and phrasing”, Proceedings of ISAPh2016: 
Diversity in Applied Phonetics (ISAPh 2016) , pp.42‒45, 2016.11.
Katsuo Tamaoka, Kyoko Hayakawa, and Timothy J. Vance
　 “Triple operations of rendaku processing: Native Chinese and Korean speakers learning 
Japanese”, Journal of Japanese Linguistics , Vol.32, pp.31‒55, 2017.1.
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Timothy J. Vance 




　 “Rendaku or sequential voicing in Japanese phonology”, Mark Aronoﬀ (eds.), Oxford Research 
Encyclopedia of Linguistics , Oxford: Oxford University Press, 2017.3.
【講演・口頭発表】
Timothy J. Vance, Shigeto Kawahara, and Mizuki Miyashita
　 "Lyman’s Law, the OCP, and prenasalization in Northern Tōhoku Japanese", NWAV Asia-
Paciﬁc 4，國立中正大學，2016.4.22.
Timothy J. Vance
　 "Toward a spelling pronunciation typology: Examples from Japanese"（招待講演）， Phonology 
Forum 2016，金沢大学，2016.8.26.
Timothy J. Vance
　 "Compound words in English and Japanese"（招待講演），英語コミュニケーション課程主催講
演会，群馬県立女子大学，2016.11.9.
Timothy J. Vance
　 "Big numbers: Accent and intonation"（招待講演）， Language Learning and Teaching 
Workshop，立命館大学，2016.11.17.
Timothy J. Vance
　 "Compound words in English and Japanese"（招待講演）， English Department Seminar，大阪 
女学院大学，2017.1.16.
Timothy J. Vance
　 "Rendaku (sequential voicing) in Japanese"（招待講演）， English Department Seminar，大阪女
学院大学，2017.1.16.
Timothy J. Vance
　 "The Japanese syllable debate"（招待講演）, GLOW in Asia XI, National University of Singapore, 
2017.2.21.
Timothy J. Vance
　 "Onset optimization in Japanese", 第 12 回音韻論フェスタ，立命館大学，2017.3.8.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，
2016.10.
【その他の学術的・社会的活動】
・ "Benjamin Smith Lyman and Lyman’s Law" （招待講演）, Reischauer Institute Japan Forum，
Harvard University, 2016.12.2.
・ "Benjamin Smith Lyman and Rendaku: The discovery of a law"（ 招 待 講 演）, Stanford‒Oberlin 
Commemorative Lecture Series, 桜美林大学，2017.1.12.
・ 「｢連濁｣ に見る日本語の奥行き」（招待講演），IUC レクチャー ･ シリーズ，国際文化会館，
2017.3.2.
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【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），大学共同利用機関法人人間文













2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”, Sage Publications. New Delhi, Thousand Oaks, 














　 『日本語コーパス活用入門 ―NINJAL-LWP 実践ガイド』，大修館書店，2016.7.
《論文・ブックチャプター》
Peter Hook and Prashant Pardeshi
　 “Noun-modifying constructions in Marathi”, Matsumoto Yoshiko, Bernard Comrie and 
Peter Sells (eds.) Noun-Modifying Clause Constructions in Languages of Eurasia: Rethinking 
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Theoretical and Geographical Boundaries , pp.293‒329, Amsterdam: John Benjamins, 2017.3.
《データベース類》












　 「マラーティー語の名詞修飾表現は English (European)-type か，Japanese (Asian)-type か？」，「対
照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」研究発表会，神戸大
学，2016.7.9.
Alastair Butler, Shiro Akasegawa, Prashant Pardeshi, and Kei Yoshimoto
　 “A parsed corpus of Japanese enriched to reach levels of semantic analysis”（招待講演）, 










Prashant Pardeshi and Kimi Akita
　 “Lexical portraits of Japanese mimetics: Browsing through the BCCWJ corpus using NLB”
（ポスター発表）, NINJAL International Symposium 2016. Mimetics in Japanese and Other 





　 “Implicature vs Entailment in Chinese, Japanese, Korean, Hindi and Marathi transitive clauses: 
A contrastive study”（招待講演）， A Seminar Jointly Organized by the Centre for Japanese 
Studies, Centre for Korean Studies and Centre for Chinese and Southeast Asian Studies, 
Jawaharlal Nehru University, 2017.3.22.
プラシャント・パルデシ
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・ NINJAL 国際シンポジウム The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference，国立国語研究所，
2016.10.14‒16.
・ 国際ワークショップ Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, MultiFraCaS 
and JSeM Test Suites，国立国語研究所，2016.11.13.
・ 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」文法研究班「名詞修飾表現」共同研究発表会，
名古屋大学，2016.11.19.




・ NINJAL 国際シンポジウム Mimetics in Japanese and Other Languages of the World，国立国語研
究所，2016.12.17‒18.
・ NINJAL フォーラム ｢オノマトペの魅力と不思議｣，一橋講堂，2017.1.21.


































・ Journal of East Asian Linguistics，査読者
・ Natural Language and Linguistic Theory，査読者









【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），同 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師（1985），鹿児島
大学法文学部 助教授（1988），同 教授（1999），同 副学部長（2004），同 学部長（2006），人間文化




【学会等の役員・委員】日本学術会議 会員；日本語学会 理事；日本音声学会 理事；日本言語学会 評
議員；文部科学省文化審議会 委員；文化庁平成 28 年度危機的な状況にある言語・方言に関する研究




































































・ 「琉球の食文化」（招待講演），人文機構シンポジウム（第 29 回）「和食文化の多様性 ―日本列島の
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食文化を考える―」，味の素グループ高輪研修センター，2016.10.15.






・ Handbook of Japanese Dialects (HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS 



















活グループ 研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 准教授（2009），同 
研究系（言語変異研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】International Congress for Dialectologists and Geolinguists, Methods, Foundation for 
Endangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言
語科学会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人；METHODS, International steering committee member；
























　 “An innovative use of Japanese ‘verb-te-ageru’ in instructional speech: A Japanese women’s 
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language hypothesis”, Sociolinguistics Symposium 21, University of Murcia, 2016.6.16.
Yoshiyuki Asahi
　 “Little Gifu in Tokoro: Dialect contact, maintenance, and change in the Japanese small town in 










・ 2017.3　Los Angeles 市　音源調査
【その他の学術的・社会的活動】
・ 「知らなかった！気づかない方言」（講義），ニホンゴ探検 2016，国立国語研究所，2016.7.16.
・ 「ら抜き言葉と言葉の変化」（インタビュー），FM ラジオ J-WAVE「RADIOFAST」，2016.11.25.











同 主任研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域 主任研究員（2001），同 
情報資料部門資料整備グループ グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研





















【職歴】国立国語研究所言語行動研究部第二研究室 研究員（1988），同 情報資料研究部第二研究室 研
究員（1989），同 主任研究官（1993），同 室長（1998），同 情報資料部門 部門長（2001），国立国語
研究所時空間変異研究系 准教授（2009），同 研究系（言語変異研究領域） 准教授（2016）
【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，計量国語学会，社会言語科学会，日本行動計量学会，言語









































































































































　 “Stylistic diﬀerences across time and register in Japanese texts: A quantitative analysis based 
on the NINJAL corpora” Andrej Bekeš and Irena Srdanović (eds.) Japanese Language from 











　 「『日本語歴史コーパス』の拡張とその課題 ―「通時コーパス」をめざして―」，日本語学会 2016
年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
堤 智昭 , 小木曽智信
　 「Web アプリケーションによる形態素解析の支援 ―『Web 茶まめ』の開発」（ポスター発表），
日本語学会 2016 年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
小木曽智信
　 「日本語史研究資料のエンコーディング ―事例と問題点―」（招待講演），国際ワークショップ 
日本語テクストのモデルと TEI，東京大学，2016.8.31.
Yuki Watanabe, Taro Ichimura, and Toshinobu Ogiso
　 “The deﬁnition of the word unit in the Corpus of Toraakira-bon Kyōgen”（ポスター発表）, 
PNC 2016 Annual Conference and Joint Meetings, The Getty Center, Los Angeles, 2016.8.16‒18.
Toshinobu Ogiso
　 “Construction of the Corpus of Historical Japanese”（ポスター発表）, PNC 2016 Annual 
Conference and Joint Meetings, The Getty Center, Los Angeles, 2016.8.16‒18.
小木曽智信









　 “On Japanese corpora and tokenization”（招待講演）, Digital Humanities Workshop: The Impact 






　 「書き言葉コーパスに見る助詞の時代差・文体差」，平成 28 年度コーパス合同シンポジウム「コー
パスに見る日本語のバリエーション ―助詞のすがた―」，国立国語研究所，2017.3.9.
小木曽智信
　 「『日本語歴史コーパス』ver. 2017.3 ―通時コーパス構築進捗報告」，「通時コーパス」シンポジウ
ム 2017，国立国語研究所，2017.3.11.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】




















第 20 回 NINJAL チュートリアル「『日本語歴史コーパス』活用入門 ―「中納言」による検索と集計―」
（講師），イオンコンパス 大阪駅前会議室，2016.9.10.











































Tadahiko Maeda, Yukari Tanaka, Naoki Hayashi, and Masao Aizawa
　 “Impacts of sociodemographic factors on the type of regional dialects usage in contemporary 
Japan”, International Sociological Association, RC25 PROGRAMME “Language and 
Representation: Struggles in the Global Age” 3rd Forum of Sociology, Vienna, 2016.7.12.
田中ゆかり，前田忠彦，林 直樹，相澤正夫
　 「2015 年全国方言意識 Web 調査に基づく話者類型」，計量国語学会第 60 回記念大会，日本大学
文理学部，2016.10.8.
相澤正夫






・ 2016.12　共同調査「2016 年全国方言意識 web 調査」の企画・実施（実施主体：日本大学文理学部）
【その他の学術的・社会的活動】














同 主任研究官（1996），同 室長（1999），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 教授
（2009），同 研究系（言語変化研究領域） 教授（2016）
【専門領域】方言学，言語地理学，日本語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics 
(SIDG)，変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研究会，
九州方言研究会，日本文芸研究会












































・ 「諏訪の方言・やまうら言葉 CD 完成披露会」講師，2016.11.19.











【職歴】国立国語研究所言語計量研究部 研究員（1984），同 言語体系研究部第一研究室 研究員（1988），
同 主任研究官（1993），同 室長（1995），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 第一領域 主任
研究員（2001），同 第一領域長（2003），同 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所






































　 “Coherence and quantitative measures of text”, International Quantitative Linguistics 









































・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，
2016.9.1.









テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究
所情報資料部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研





【学会等の役員・委員】計量国語学会 理事；社会言語科学会 監事；日本語学会 会計監査
【受賞歴】
2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所 第 1 回所長賞












































【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研
究員（2006），同 言語生活グループ 研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研





























































　 「CHISE による漢字字体のデジタル記述 ―漢字字体規範史データベースを例として―」（ポス
ター発表），日本語学会 2016 年度春季大会，学習院大学，2016.5.15.
高田智和






　 「変体仮名の国際標準化について」（招待講演），第 8 回インド国際日本文学研究集会，国際交流
基金日本文化センター，2016.11.11.
高田智和


































【職歴】宮崎大学教育学部 助手（1988），同 講師（1989），同 助教授（1992），国立国語研究所情報資
料研究部 主任研究官（1996），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域 主任研究員（2001），
同 文献情報グループ 主任研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系 助教
















　 「“ 世間ずれ ” の「誤用」について」，『近代語研究』19，pp.265‒283，2016.10.
新野直哉








　 「術語 “ 慣用句 ”・“ 接頭辞（語）” が一般メディアで使用される際の意味について」（招待講演），
第 112 回漢字漢語研究会，早稲田大学早稲田キャンパス，2016.8.3.
新野直哉

































































　 “Current status and prospects in the study of the Iroha-Jiruishō”, AsiaLex2016, Manila, 2016.6.2.
藤本 灯，高田智和
　 「人情本コーパスの表記情報アノテーション」（招待講演），第 2 回日本語の歴史的典籍国際研究
集会プログラム「日本古典籍への挑戦 ―知の創造に向けて―」，国文学研究資料館，2016.7.29.
藤本 灯




























































Hanae Koiso, Tomoyuki Tsuchiya, Ryoko Watanabe, Daisuke Yokomori, Masao Aizawa, and 
Yasuharu Den
　 “Survey of conversational behavior: Towards the design of a Balanced Corpus of Everyday 
Japanese Conversation”, Proceedings of the 10th edition of the Language Resources and 
Evaluation Conference, pp.4434‒4439, Portorož, Slovenia, 2016.5.
Hanae Koiso, Yayoi Tanaka, Ryoko Watanabe, and Yasuharu Den
　 “A Large-Scale Corpus of Everyday Japanese Conversation: on methodology for recording 
naturally occurring conversations”, Proceedings of LREC 2016 workshop on casual talk among 








































































室 研究員（1989），同 主任研究官（1992），同 室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発
部門第二領域 領域長（2001），同 言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言





















Kikuo Maekawa and Hiroki Mori











　 「千葉勉と梶山正登の仕事：その時代背景」（招待講演），第 30 回日本音声学会全国大会，早稲田
大学，2016.9.17.
前川喜久雄，森 大毅























国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2001），同 言語資源グループ 主任研究員（2009），人































































・ オンライン検索システム「中納言」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，
2016.9.1.










員（2001），同 言語資源グループ 研究員（2006），同 主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国
















・ 「観察支援システム FishWatchr Mini」，2016.7.
https://csd.ninjal.ac.jp/f/m.html
・ 「全文検索システム『ひまわり』用『青空文庫』パッケージ」（525 作品追加などの更新），2016.10.


























・ 全文検索システム「ひまわり」講習会（講師），第 1 回コーパス利用講習会，国立国語研究所，
2016.9.1.







【職歴】一橋大学留学生センター 講師（1999），同 助教授（2004），一橋大学国際教育センター 准教
授（2010），同 教授（2013），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター 准教


















































































本語教育学会 2016 年度研究集会第 4 回北海道地区，北海道大学，2016.7.2.
佐野彩子，石黒 圭，蒙 ユン，布施悠子，志賀玲子
































・ 「断り上手」（取材協力），『MEN’S NON-NO』2016 年 7 月号，2016.6.10.
・ 「語彙力の強化」（出演），「視点・論点」，NHK E テレ，2016.6.17.
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・ 「日本語の言葉」（招待講演），第 692 回東京 YMCA 午餐会，東京大学 YMCA，2016.6.23.
・ 「OH ！ HAPPY MORNING」（出演），JFM，2016.6.30.





・ 「ずるい『書き方』完全マニュアル」（取材協力），『日経ビジネスアソシエ』2016 年 10 月号，
2016.9.10.
・ 「ニュースの視点 国語に関する世論調査からみる日本語の変遷」（出演），TBS ニュースバード，
2016.10.3.
・ 「読解 読みのスキルを育て，言語力と思考力を伸ばす」（招待講演），第 8 回インターナショナル日
本語教師会研究会，アメリカン・スクール・イン・ジャパン，2016.10.22.
・ 「中国人学生の自然な日本語の使い方」（招待講演），日中友好会館「JENESYS2.0」中国大学生訪
日団第 28 陣セミナー，ホテルイースト 21 東京，2016.10.24.









・ 第 22 回 NINJAL チュートリアル「学習者コーパスを使って研究しよう！」（講師），大阪大学豊中
キャンパス，2017.2.17.














（1993），東京外国語大学外国語学部 助教授（1997），同 教授（2002），同 大学院地域文化研究科言語


































進のために日本語教育に何ができるか―』），第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，Ca' 
Foscari University of Venice，2016.7.8.
Mayumi Usami

















ナシの観点から―」，ICJLE（日本語教育国際研究大会），Bali Nusa Dua Convention Center，
2016.9.10.
宇佐美まゆみ
　 「NCRB 開発の趣旨と活用方法 ―自然会話教材作成支援機能を中心として―」，ICJLE（日本語












　 「ディスコース・ポライトネス理論の展開と第二言語習得論」（招待講演），第 2 言語習得研究会
第 96 回研究会，お茶の水女子大学，2017.2.18.
Mayumi Usami
　 “Language education and political issues: why do political issues matter in language classroom?”
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　 「語用論のために必要なトランスクリプトとは？ ̶BTSJ 日本語会話コーパスとその比較文化
語用論における意義」，第 1 回 BTSJ 日本語会話コーパス活用シンポジウム，国立国語研究所，
2017.3.4.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 第 1 回 BTSJ 活用方法研究会，国立国語研究所，2016.5.28.
・ 第 2 回 BTSJ 活用方法研究会，国立国語研究所，2016.11.29.



























本 語 教 師 会，American Association of Teachers of Japanese, Canadian Association for Japanese 
Language Education
【学会等の役員・委員】日本語学会 理事・評議員；日本語教育学会 審査・運営協力員；日本言語学






































































































































　 「在住外国人の日本語会話能力と言語生活に関する縦断研究 ―Welfare Linguistics という観点か
ら―」（パネル），第 20 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム，カ・フォスカリ大学，2016.7.9.
野山 広
　 「日本語口頭能力テスト JOPT が目指している口頭能力記述化のこころみ～評価指標の開発から
わかったこと」，ICJLE2016 (International Conference of Japanese Language Education 2016)，
Bali Nusa Dua Convention Center，2016.9.11.
野山 広
　 「日本語学習者コーパス研究の展望」，ICJLE2016 (International Conference of Japanese Language 





























・ 「複言語家族における親子の日本語〈リテラシー〉」，チーム・もっとつなぐ第 2 回ワークショップ，














































































Yuichi Ishimoto and Mika Enomoto
　 “Experimental investigation of end-of-utterance perception by final lowering in spontaneous 











Yuichi Ishimoto, Takehiro Teraoka, and Mika Enomoto
　 “A study on prediction of end-of-utterance by prosodic features and phrase-dependency 
structure in spontaneous speech”（ポスター発表）, 5th Joint Meeting of the Acoustical Society 






















　　　 言語処理学会論文誌『自然言語処理』2014 年論文賞，「Markov Logic による日本語述語項構
造解析」
2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, and Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　 Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, and Yuji 
Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　浅原正幸




















Takaaki Tanaka, Yusuke Miyamo, Masayuki Asahara, Sumire Uematsu, Hiroshi Kanayama, 
Shinsuke Mori, and Yuji Matsumoto
　 “Universal Dependencies for Japanese”, Proceedings of LREC 2016, pp.1651‒1658, 2016.5. 
Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto, and Toshio Morita
　 “Demonstration of ChaKi.NET -- beyond the corpus search system”, Proceedings of COLING 
2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics: System Demonstrations , 
pp.49‒53, 2016.12.
Masayuki Asahara, Kazuya Kawahara, Yuya Takei, Hideto Masuoka, Yasuko Ohba, Yuki Torii, 
Toru Morii, Yuki Tanaka, Kikuo Maekawa, Sachi Kato, and Hikari Konishi
　 “‘BonTen' -- corpus concordance system for ‘NINJAL Web Japanese Corpus'”, Proceedings 
of COLING 2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics: System 
Demonstrations , pp.25‒29, 2016.12.
Masayuki Asahara, Hajime Ono, and Edson T. Miyamoto
　 “Reading time annotation for ‘Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese'”, 
Proceedings of COLING 2016, the 26th International Conference on Computational Linguistics , 
pp.684‒694, 2016.12.
Masayuki Asahara and Yuji Matsumoto
　 “BCCWJ-DepPara: A syntactic annotation treebank on the 'Balanced Corpus of Contemporary 






















　 「近代語コーパスに対する統語アノテーション基準の検討」，日本語学会 2016 年度秋季大会，山
形大学，2016.10.30.
浅原正幸













































　 「Yahoo! 知恵袋における修辞ユニット分析の発話機能認定に関する諸問題」，言語処理学会第 23
回年次大会，筑波大学，2017.3.16.
浅原正幸
　 「読み時間と情報構造について（ちょっとみじかめ）」，言語処理学会第 23 回年次大会，筑波大学，
2017.3.16.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ 10th edition of the Language Resources and Evaluation Conference (LREC 2016), Scientific 
Committee Member, Portorož, 2016.5.23‒28.
・ The 15th Annual Conference of the North American Chapter of the Association for 
Computational Linguistics: Human Language Technologies (NAACL HLT-2016), Program 
Committee Member, San Diego, 2016.6.12‒17.
・ The Fifth Conference on Natural Language Processing and Chinese Computing & The Twenty 
Fourth International Conference on Computer Processing of Oriental Languages (NLPCC-ICCPOL 
2016), Program Committee Member, Kunming, 2016.12.2‒6.
・ The 26th International Conference on Computational Linguistics (COLING-2016), Program 
Committee Member, Osaka International Convention Center, 2016.12.13‒16.
【その他の学術的・社会的活動】
・ 「梵天講習会」講師，国立国語研究所（2016.9.28, 10.14, 10.17, 10.27, 11.04, 11.11, 11.18, 11.25），学習
院大学（12.6），イオンコンパス大阪駅前会議室（12.14），国立国語研究所（2017.1.13），同志社大
学（1.16），立命館大学（1.17），神戸大学（1.17），国立国語研究所（1.20, 1.27），東北大学（2.13），
九州大学（2.14），国立国語研究所（3.23, 3.24, 3.27, 3.28）
・ 「258 億語の日本語コーパスをウェブで公開～国立国語研究所」（報道記事），INTERNET Watch，
2017.3.

















2009　豊橋技術科学大学平成 21 年度後期「卓越した技術科学者養成プログラム」 













Teruaki Oka and Tomoaki Kono
　 “Original-transcribed text alignment for Manyosyu written by old Japanese language”, 




























































　 「消滅危機言語復興コンテンツのつくりかた」（招待講演），第 11 回琉球諸語研究会，品川区第一
集会所，2016.12.17.
Masahiro Yamada, Fumi Yamamoto, Akiko Yokoyama-Tokunaga, Kayoko Shimoji, Yurie 
Asakawa, and Yukie Matsumura
　 “Picture book project for all”, The 5th International Conference on Language Documentation 
and Conservation, University of Hawai'i at Mānoa, 2017.3.4.
Shoichi Iwasaki, William O'Grady, Changyong Yang, Hiroyuki Nakama, Masahiro Yamada, 
Yukinori Takubo, and Sejung Yang
　 “Mutual intelligibility and mutual respect: The eﬀect of language devaluation on self-esteem and 
well being”, The 5th International Conference on Language Documentation and Conservation, 















































































































2016 年 7 月 1 日 所長候補者選考委員会設置，所長候補者選考委員会（第 1 回）開催
2016 年 7 月 14 日 所長候補者選考委員会（第 2 回）開催
2016 年 8 月 22 日 所長候補者選考委員会（第 3 回）開催（メール審議）
2016 年 8 月 30 日 適任者名簿を提出
（2016 年 10 月 1 日 運営会議（第 2 回）にて田窪行則氏を所長候補者に決定）












2016 年 4 月 18 日（第 1 回メール審議），2016 年 6 月 17 日（第 2 回）
　研究系（理論・対照研究系）教授として松本曜氏を運営会議に推薦
　コーパス開発センター特任助教として石本祐一氏と岡照晃氏を運営会議に推薦
　（2016 年 7 月 1 日開催の運営会議（第 1 回）で採用決定）
2016 年 7 月 1 日（第 3 回），2016 年 9 月 21 日（第 4 回）
　IR 推進室特任助教として山田真寛氏を運営会議に推薦
　研究系（言語変化研究領域）教授として小木曽智信准教授を運営会議に推薦
　（2016 年 10 月 1 日開催の運営会議（第 2 回）で採用・昇任決定）
（3）名誉教授候補者選考委員会
名誉教授称号授与規程






2016 年 6 月 17 日（第 1 回）
　 名誉教授として迫田久美子氏（元国立国語研究所教授），John Bradford Whitman 氏（元国立国
語研究所教授）を運営会議に推薦

















・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。






















○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 1 回）





○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 2 回）






○外部評価委員会【平成 28 年度実績評価】（第 3 回）































○第 13 回所長賞：2016 年度前期（対象期間：2016 年 4 月 1 日～ 2016 年 9 月 30 日）
　〈特別所長賞〉
・ Timothy J. Vance（研究系（理論・対照研究領域）教授）
　業績： Timothy J. Vance and Mark Irwin (eds.) Sequential Voicing in Japanese: Papers from the 







　業績： Kenshi Funakoshi “Verb-stranding verb phrase ellipsis in Japanese”, Journal of East 
Asian Linguistics , vol.25(2), pp.113‒142, 2016.5.
　理由： 世界を代表すると認められる専門誌に掲載された学術論文
○第 14 回所長賞：2016 年度後期（対象期間：2016 年 10 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日）
　〈若手研究者奨励賞〉














2016. 4. 1 教授 宇佐美　まゆみ 採用 研究系
2016. 4. 1 特任助教 原田　走一郎 採用（併任） 研究系
2016. 9. 1 特任助教 岡　照晃 採用 コーパス開発センター
2016.12. 1 特任助教 山田　真寛 採用 IR 推進室
2016.12.31 特任助教 石本　祐一 辞職 研究情報発信センター
2017. 1. 1 特任助教 石本　祐一 採用 コーパス開発センター
2017. 3.31 教授 Timothy J. Vance 定年退職 研究系
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㸵㸬➨஧ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫࡟╔ᡭࡋࡓࠗ᪥ᮏㄒ∧㐃⃮஦඾࠘㸪 Mouton Handbook (Contrastive Linguistics ࡢᕳ)㸪The 


















஢࡟క࠸㸪ᖺᗘᮎ࡟ᖹᡂ 31㹼33ᖺᗘࡢ PDࣇ࢙࣮ࣟ㸰ྡࢆເ㞟ࡍࡿࠋ 
㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࢸ࣮࣐ࡈ࡜࡟◊✲ᡂᯝⓎ⾲఍࡜ᡴྜࡏ఍㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࡍࡿࠋ 





















































㸳㸬NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚ The 24th Japanese Korean Linguistics Conference(JK 24)㸦10᭶ 14㹼16᪥㸧࡜࢜
ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࡢ㸰ࡘࢆ㛤ദࡍࡿࠋࡲࡓࡑࡢᡂᯝࡢྲྀࡾࡲ࡜ࡵ㸦ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟㸧࡟╔ᡭ
ࡍࡿࠋ 




㸵㸬➨஧ᮇ୰ᮇィ⏬ᮇ㛫࡟╔ᡭࡋࡓࠗ᪥ᮏㄒ∧㐃⃮஦඾࠘㸪 Mouton Handbook (Contrastive Linguistics ࡢᕳ)㸪The 


















஢࡟క࠸㸪ᖺᗘᮎ࡟ᖹᡂ 31㹼33ᖺᗘࡢ PDࣇ࢙࣮ࣟ㸰ྡࢆເ㞟ࡍࡿࠋ 
㸰㸬◊✲⌜㸪◊✲ࢸ࣮࣐ࡈ࡜࡟◊✲ᡂᯝⓎ⾲఍࡜ᡴྜࡏ఍㆟ࢆᖺᩘᅇ㛤ദࡍࡿࠋ 





















































㸳㸬NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚ The 24th Japanese Korean Linguistics Conference(JK 24)㸦10᭶ 14㹼16᪥㸧࡜࢜
ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࡢ㸰ࡘࢆ㛤ദࡍࡿࠋࡲࡓࡑࡢᡂᯝࡢྲྀࡾࡲ࡜ࡵ㸦ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟㸧࡟╔ᡭ
ࡍࡿࠋ 










㸯㸬 ᑐ↷ゝㄒᏛ◊✲ࢆ᥎㐍ࡍࡿࡓࡵ࡟㸪බ㛤◊✲Ⓨ⾲఍ࢆྜィ 7ᅇ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸵᭶㸷᪥㸪㸷᭶ 16᪥㸪11᭶ 19᪥㸪12᭶
㸲᪥㸪12᭶ 9-10᪥㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ 8-9᪥㸪㸱᭶ 11᪥㸧㛤ദࡋ㸪ࡇࢀࡲ࡛࡟ྜィ 363ேࡀཧຍࡋࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊
✲⪅ 9ே㸪኱Ꮫ㝔⏕ࢆྵࡴᏛ⏕ 60ேࠋణࡋ㸪12᭶㸲᪥ࡢ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㝖ࡃ㸧ࠋⓎ⾲ᩘࡣྜィ 43௳࡛࠶ࡗࡓ㸦࠺
ࡕᏛ⏕ࡀ➹㢌ⴭ⪅ࡢⓎ⾲㸯௳㸧ࠋࡲࡓ㸪ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥࡟ࡣ㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ㸱ࡘࡢ⌜࡜㸰ࡘࡢබເᆺඹྠ◊
✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢྜྠ◊✲Ⓨ⾲఍(Prosody and Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡋ㸪107 ேࡢཧຍ⪅ࢆᚓࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲
⪅ 5ே㸪኱Ꮫ⏕ࢆྵࡴᏛ⏕ 18ே㸧ࠋ 
㸰㸬 NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚㸪ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㸰௳㛤ദࡋࡓࠋࡲࡎ The 24th Japanese/Korean Linguistics 
Conference (JK 24)ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ໬◊✲ᡤ࡜ඹദ࡛ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥࡟ㄏ⮴㛤ദࡋࡓ(Ⓨ⾲௳ᩘ 98
௳㸪࠺ࡕᏛ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 31௳)ࠋཧຍ⪅ᩘࡣ 193ே㸦␗࡞ࡾᩘࠋ࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52
ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋḟ࡟⤫ㄒ࣭ព࿡ゎᯒࢥ࣮ࣃࢫࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘(Mimetics in 
Japanese and Other Languages of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥࡟㛤ദࡋࡓ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪࠺ࡕᏛ⏕
Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ௳)ࠋཧຍ⪅ᩘࡣ 127 ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟㸪࢜ࣀ࣐ࢺ
࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㛤ദ࡟ྜࢃࡏ࡚ BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NLB࡟࢜ࣀ࣐ࢺ᳨⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥࡟୍
⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
㸱㸬 ◊✲ᡂᯝ࡜ࡋ࡚ Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and Mark 
Irwin eds.)ࢆ John Benjamins ♫࠿ࡽฟ∧ࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 6᭶㸧ࠋࡲࡓ The Phonetics and Phonology of Geminate 
Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟సᴗࢆ᏶஢ࡋᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶࡟ධ✏ࡋࡓ㸦ᖹ
ᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥࡟ห⾜㸧ࠋTonal Change and Neutralization ࡜ Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 
㸦Mouton♫㸧࡟ࡘ࠸࡚ࡣ⦅㞟సᴗࢆ⥅⥆ࡋࡓࠋࡇࡢ௚㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య࡛ㄽᩥ 76௳㸪ᅗ᭩ 5෉㸪ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫ㸱
௳ࢆබ㛤࣭ห⾜ࡋࡓ㸦ࠕ◊✲ᡂᯝ୍ぴࠖཧ↷㸧ࠋ 
㸲㸬 ၨⵚ᭩ࠗ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢㅦ 㸦࠘ᒾἼ᭩ᗑ㸧ࡢ⦅㞟సᴗࢆ᏶஢ࡋᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶࡟ධ✏ࡋࡓ㸦ᖹᡂ 29ᖺ㸳᭶࡟ห⾜ணᐃ㸧ࠋ








㸵.  ඹྠ◊✲ဨ 82 ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ᣺ PD㸰ே㸧࡟ࡼࡿඹྠ◊✲యไࢆᩚ࠼ࡓࠋඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ
5㸬㡢ኌ㛵ಀࡢၨⵚ᭩ 1෉ 2019ᖺࠝ❑ⷵࠞ 




























1㸬Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins). 2016 ᖺࠝࣂࣥࢫࠞ 
2㸬ࠗࢥ࣮ࣃࢫ◊✲ධ㛛࠘㸦኱ಟ㤋㸧. 2016ᖺ.ࠝࣃࣝࢹࢩࠞ 
3㸬Mouton Handbook of Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton). 2017 ᖺ. ࠝࣃࣝࢹࢩࠞ 
4㸬The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press). 2017 ᖺࠝ❑ⷵࠞ 
5㸬Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton). 2017ᖺ.ࠝ❑ⷵࠞ 
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㸳. ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ PD ࣇ࢙࣮ࣟ㸧ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ໅◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪㡢ኌ࡜ᩥἲࡢ◊✲
⪅ࢆ⫱ᡂࡋࡓࠋ PDࣇ࢙࣮ࣟࡣ୕㔜኱Ꮫ࡜Ꮫ⾡᣺⯆఍ PD࡟ࡑࢀࡒࢀᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶࠿ࡽࡢ᥇⏝ࡀỴᐃࡋࡓࠋ 








㸰. ࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖ࡜㢟ࡍࡿ୍⯡ྥࡅࡢㅮ₇఍ࢆ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛ࡜ࡋ࡚௻⏬࣭㛤ദࡋࡓ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1




ᮏㄒࡢⓎ㡢࡜࢔ࢡࢭࣥࢺ̿ 㸦ࠖᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 11᪥㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋཧຍ⪅ࡣ 50ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸳. ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦AJALT㸧ࡢ◊ಟ఍࡟࠾࠸࡚㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡟ࠕ᪂ㄒࡣࡇ࠺ࡋ࡚సࡽࢀࡿࠖ࡜㢟ࡍࡿㅮ₇ࢆ
⾜ࡗࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸴᭶ 23 ᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ⣙ 50ྡ࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸴. ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50࿘ᖺࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸷᭶㸲᪥㸧࡟࠾࠸࡚㸪୰㧗኱ࡢᩍᖌࢆྵࡴཧຍ⪅㸦⣙ 100ྡ㸧࡟ᑐ
ࡋ࡚ࠕ㡢㡩ㄽࡢㄢ㢟ࠖ࡜㢟ࡍࡿㅮ₇ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
㸵. ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟ኱఍ࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟࡟ࡋࡓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡟࠾࠸࡚ࠕⱥㄒ࡜᪥ᮏㄒࡢ࢔ࢡࢭࣥࢺつ๎ࠖ࡜㢟










㸲㸬NINJAL ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ












ࢆྵࡴᏛ⏕ 60ே㸪ణࡋ 12᭶㸲᪥ࡢ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㝖ࡃ㸧ࠋ7ᅇࡢෆヂࡣ㸪ࣉࣟࢯࢹ࢕࣮⌜ 3ᅇ㸪ྡ モಟ㣭⾲⌧⌜㸱ᅇ㸪
࡜ࡾࡓ࡚⾲⌧⌜㸯ᅇ࡛࠶ࡿࠋ࡜ࡾࡓ࡚⌜ࡣࡉࡽ࡟㸪ᡴྜࡏ఍㆟ࢆ㸰ᅇᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
㸲㸬ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య㸦㡢ኌ◊✲⌜࡜ᩥἲ◊✲⌜㸧࡜බເᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㸦ࠕ᪥ᮏㄒ࠿ࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽ࡬ࠖ࡜ࠕㄒ
⏝ㄽⓗ᥎ㄽ࡟㛵ࡍࡿẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗ◊✲ 㸧ࠖࡢྜྠᡂᯝⓎ⾲఍࡜ࡋ࡚ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥࡟ Prosody and Grammar 





















㸯. ኱Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ᣺ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨ࡜ࡋ࡚ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡟ཧ⏬ࡉࡏࡓࠋ 











㸳. ⱝᡭ◊✲⪅ࢆ⫱ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ PD ࣇ࢙࣮ࣟ㸧ࢆ㸰ே㸪㠀ᖖ໅◊✲ဨࢆ㸳ே㞠⏝ࡋ㸪㡢ኌ࡜ᩥἲࡢ◊✲
⪅ࢆ⫱ᡂࡋࡓࠋ PDࣇ࢙࣮ࣟࡣ୕㔜኱Ꮫ࡜Ꮫ⾡᣺⯆఍ PD࡟ࡑࢀࡒࢀᖹᡂ 29ᖺ㸲᭶࠿ࡽࡢ᥇⏝ࡀỴᐃࡋࡓࠋ 








㸰. ࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖ࡜㢟ࡍࡿ୍⯡ྥࡅࡢㅮ₇఍ࢆ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛ࡜ࡋ࡚௻⏬࣭㛤ദࡋࡓ㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1




ᮏㄒࡢⓎ㡢࡜࢔ࢡࢭࣥࢺ̿ 㸦ࠖᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 11᪥㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋཧຍ⪅ࡣ 50ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸳. ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦AJALT㸧ࡢ◊ಟ఍࡟࠾࠸࡚㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡟ࠕ᪂ㄒࡣࡇ࠺ࡋ࡚సࡽࢀࡿࠖ࡜㢟ࡍࡿㅮ₇ࢆ
⾜ࡗࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸴᭶ 23᪥㸧ࠋཧຍ⪅ࡣ⣙ 50ྡ࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸴. ᮾிゝㄒ◊✲ᡤタ❧ 50࿘ᖺࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸷᭶㸲᪥㸧࡟࠾࠸࡚㸪୰㧗኱ࡢᩍᖌࢆྵࡴཧຍ⪅㸦⣙ 100ྡ㸧࡟ᑐ
ࡋ࡚ࠕ㡢㡩ㄽࡢㄢ㢟ࠖ࡜㢟ࡍࡿㅮ₇ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
㸵. ㄒᏛᩍ⫱◊✲ᡤࡢᖺḟ኱఍ࡢᑠ୰㧗ᩍဨࢆᑐ㇟࡟ࡋࡓࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡟࠾࠸࡚ࠕⱥㄒ࡜᪥ᮏㄒࡢ࢔ࢡࢭࣥࢺつ๎ࠖ࡜㢟










㸲㸬NINJAL ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ












ࢆྵࡴᏛ⏕ 60ே㸪ణࡋ 12 ᭶㸲᪥ࡢ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㝖ࡃ㸧ࠋ7ᅇࡢෆヂࡣ㸪ࣉࣟࢯࢹ࢕࣮⌜ 3ᅇ㸪ྡ モಟ㣭⾲⌧⌜㸱ᅇ㸪
࡜ࡾࡓ࡚⾲⌧⌜㸯ᅇ࡛࠶ࡿࠋ࡜ࡾࡓ࡚⌜ࡣࡉࡽ࡟㸪ᡴྜࡏ఍㆟ࢆ㸰ᅇᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
㸲㸬ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య㸦㡢ኌ◊✲⌜࡜ᩥἲ◊✲⌜㸧࡜බເᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㸦ࠕ᪥ᮏㄒ࠿ࡽ⏕ᡂᩥἲ⌮ㄽ࡬ࠖ࡜ࠕㄒ
⏝ㄽⓗ᥎ㄽ࡟㛵ࡍࡿẚ㍑ㄆ▱⚄⤒⛉Ꮫⓗ◊✲ 㸧ࠖࡢྜྠᡂᯝⓎ⾲఍࡜ࡋ࡚ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ 18-19᪥࡟ Prosody and Grammar 





















㸯. ኱Ꮫ㝔⏕㸳ே㸪Ꮫ᣺ PD㸰ேࢆඹྠ◊✲ဨ࡜ࡋ࡚ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡟ཧ⏬ࡉࡏࡓࠋ 











࣭㸰ࡘࡢබເᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ྜྠ࡛㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲యࡢᡂᯝⓎ⾲఍ Prosody and Grammar Festaࢆ㛤ദࡋࡓ
㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪኱Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 




















࣭ࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖ࡜㢟ࡍࡿ୍⯡ྥࡅࡢㅮ₇఍ࢆ➨ 10ᅇ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛ࡜ࡋ࡚௻⏬࣭㛤ദࡋ㸪NINJAL ࣇ












ཧຍ⪅ࡣ 193ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪JK 24ࡢࢧࢸࣛ࢖ࢺ⾜஦࡜
ࡋ࡚㸪ࣉࣟࢯࢹ࢕࣮࡜ᩥἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧࡟㛵ࡍࡿ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆࡑࢀࡒࢀ㛤ദࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 13᪥㸪17᪥㸧ࠋⓎ
⾲ࡣࡑࢀࡒࢀ 6௳࡜ 4௳㸪ཧຍ⪅ࡣ 40ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 11ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 15ே㸧࡜ 14ே㸦࠺ࡕᾏእ
ᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸲ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕㸰ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸳. NINJAL ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘(Mimetics in Japanese and Other Languages of the 
World㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ 30 ௳㸦࠺ࡕᏛ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ௳)㸪ཧຍ⪅ࡣ 127 ே㸦࠺
ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸴. ୖグࡢ㸰ࡘࡢ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟࡜ࡋ࡚ྲྀࡾࡲ࡜ࡵࡿ࡭ࡃ㸪⦅㞟సᴗ࡟╔ᡭࡋࡓࠋJK24࡟
ࡘ࠸࡚ࡣᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ࡲ࡛࡟⦅㞟సᴗࢆ࡯ࡰ᏶஢ࡋ㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘ๓༙࡟ධ✏ணᐃ㸦ᖹᡂ 30ᖺ๓༙࡟࢔࣓ࣜ࢝ࡢ CSLI
♫࠿ࡽฟ∧㸧ࡢぢ㏻ࡋ࡛࠶ࡿࠋ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡟ࡘ࠸࡚ࡣฟ∧ィ⏬ࢆసᡂ୰࡛࠶ࡿࠋ 
㸵. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య࡛㸪ᅜ㝿఍㆟࡟࠾࠸࡚ 45௳ࡢⓎ⾲ࢆ⾜ࡗࡓ㸦ୖグ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࡢⓎ⾲㸰௳ࢆྵࡴ㸪
◊✲ᡂᯝ୍ぴࢆཧ↷㸧ࠋ 
㸶. ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 
Mark Irwin eds.)ࢆ John Benjamins ♫࠿ࡽฟ∧ࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸴᭶㸧ࠋ  
㸷. ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟సᴗࢆ㐍ࡵ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Haruo Kubozono 
ed., Oxford University Press)࡟ࡘ࠸࡚ࡣᖹᡂ 28 ᖺ㸴᭶࡟ධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࢆ㐍ࡵࡓ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋ
Tonal Change and Neutralization㸦Mouton ♫㸧࠾ࡼࡧ Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 㸦Mouton ♫㸧
࡟ࡘ࠸࡚ࡣ⦅㞟సᴗࢆ⥅⥆ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
㸯㸮.Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)࡟㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’࠾
ࡼࡧ ‘Mora and syllable’)ࢆ㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧
࡟ࡶ㸰⦅ࡢㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonology’࠾ࡼࡧ‘Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧










ᖺ㸰᭶࡟㸪㡢ኌ◊✲⌜࡜ᩥἲ◊✲⌜ࡢྜྠ◊✲Ⓨ⾲఍ (Prosody and Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107 ே㸪
࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪኱Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 












࣭බ㛤◊✲ᡂᯝⓎ⾲఍ࢆྜィ㸵ᅇ㛤ദࡋ㸪ࡇࢀࡲ࡛࡟ 363 ே㸦ᘏ࡭㸧ࡀཧຍࡋࡓࠋ 
࣭㸰ࡘࡢබເᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ྜྠ࡛㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲యࡢᡂᯝⓎ⾲఍ Prosody and Grammar Festaࢆ㛤ദࡋࡓ
㸦ཧຍ⪅ྜィ 107ே㸪࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪኱Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 




















࣭ࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖ࡜㢟ࡍࡿ୍⯡ྥࡅࡢㅮ₇఍ࢆ➨ 10ᅇ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛ࡜ࡋ࡚௻⏬࣭㛤ദࡋ㸪NINJAL ࣇ












ཧຍ⪅ࡣ 193ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 46ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪JK 24ࡢࢧࢸࣛ࢖ࢺ⾜஦࡜
ࡋ࡚㸪ࣉࣟࢯࢹ࢕࣮࡜ᩥἲ㸦⤫ㄒㄽ㸧࡟㛵ࡍࡿ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆࡑࢀࡒࢀ㛤ദࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 13᪥㸪17᪥㸧ࠋⓎ
⾲ࡣࡑࢀࡒࢀ 6௳࡜ 4௳㸪ཧຍ⪅ࡣ 40ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 11ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕ 15ே㸧࡜ 14ே㸦࠺ࡕᾏእ
ᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅㸲ே㸪኱Ꮫ㝔⏕࣭Ꮫ⏕㸰ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸳. NINJAL ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘(Mimetics in Japanese and Other Languages of the 
World㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ 30 ௳㸦࠺ࡕᏛ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10 ௳)㸪ཧຍ⪅ࡣ 127 ே㸦࠺
ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋ 
㸴. ୖグࡢ㸰ࡘࡢ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢᡂᯝࢆⱥᩥㄽᩥ㞟࡜ࡋ࡚ྲྀࡾࡲ࡜ࡵࡿ࡭ࡃ㸪⦅㞟సᴗ࡟╔ᡭࡋࡓࠋJK24࡟
ࡘ࠸࡚ࡣᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶ࡲ࡛࡟⦅㞟సᴗࢆ࡯ࡰ᏶஢ࡋ㸪ᖹᡂ 29ᖺᗘ๓༙࡟ධ✏ணᐃ㸦ᖹᡂ 30ᖺ๓༙࡟࢔࣓ࣜ࢝ࡢ CSLI
♫࠿ࡽฟ∧㸧ࡢぢ㏻ࡋ࡛࠶ࡿࠋ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡟ࡘ࠸࡚ࡣฟ∧ィ⏬ࢆసᡂ୰࡛࠶ࡿࠋ 
㸵. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య࡛㸪ᅜ㝿఍㆟࡟࠾࠸࡚ 45௳ࡢⓎ⾲ࢆ⾜ࡗࡓ㸦ୖグ NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࡢⓎ⾲㸰௳ࢆྵࡴ㸪
◊✲ᡂᯝ୍ぴࢆཧ↷㸧ࠋ 
㸶. ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 
Mark Irwin eds.)ࢆ John Benjamins ♫࠿ࡽฟ∧ࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸴᭶㸧ࠋ  
㸷. ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟ࡢ⦅㞟సᴗࢆ㐍ࡵ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Haruo Kubozono 
ed., Oxford University Press)࡟ࡘ࠸࡚ࡣᖹᡂ 28 ᖺ㸴᭶࡟ධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࢆ㐍ࡵࡓ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲᭶ 27 ᪥ห⾜㸧ࠋ
Tonal Change and Neutralization㸦Mouton ♫㸧࠾ࡼࡧ Mouton Handbook of Contrastive Linguistics 㸦Mouton ♫㸧
࡟ࡘ࠸࡚ࡣ⦅㞟సᴗࢆ⥅⥆ࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
㸯㸮.Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)࡟㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’࠾
ࡼࡧ ‘Mora and syllable’)ࢆ㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧
࡟ࡶ㸰⦅ࡢㄽᩥ㸦‘Accent in Japanese phonology’࠾ࡼࡧ‘Rendaku or Sequential Voicing in Japanese Phonology’㸧










ᖺ㸰᭶࡟㸪㡢ኌ◊✲⌜࡜ᩥἲ◊✲⌜ࡢྜྠ◊✲Ⓨ⾲఍ (Prosody and Grammar Festa)ࢆ㛤ദࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ྜィ 107 ே㸪
࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓ◊✲⪅ 5ே㸪኱Ꮫ㝔⏕ 16ே㸪Ꮫ⏕ 2ே㸧ࠋ 





































࣭Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢆ John Benjamins 
 ♫࠿ࡽฟ∧ࡋࡓࡇ࡜㸪Oxford University Press࠿ࡽࡢฟ∧࡟ྥࡅ࡚ The Phonetics and Phonology  
 of Geminate Consonants ࢆධ✏ࡋࡓࡇ࡜㸪Mouton ♫࠿ࡽࡢฟ∧࡟ྥࡅ࡚ Tonal Change and  




















࣭NINJAL ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚ The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24)࡜࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥ
ࢪ࣒࢘(Mimetics in Japanese and Other Languages of the World)ࢆ㛤ദࡋ㸪ࡑࢀࡒࢀண᝿ࢆୖᅇࡿཧຍ⪅㸦193ே࡜
127ே㸪࠸ࡎࢀࡶ␗࡞ࡾᩘ㸧ࢆᚓࡓࠋ 
࣭ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య࡛㸪ᅜ㝿఍㆟࡟࠾࠸࡚ 45௳ࡢⓎ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
࣭ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟 Sequential Voicing in Japanese : Papers from the NINJAL Rendaku Project (Tim Vance and 
Mark Irwin eds.) ࢆ John Benjamins ♫࠿ࡽฟ∧ࡋࡓ㸦ᖹᡂ 28ᖺ㸴᭶㸧ࠋࡲࡓ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate 
Consonants (Haruo Kubozono, ed., Oxford University Press)ࡢ⦅㞟ࢆ⤊࠼ධ✏ࡋ㸪ᰯṇసᴗࢆ⾜ࡗࡓ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ㸲
᭶ 27᪥ห㸧ࠋ 
࣭Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge University Press)࡟㸰⦅ࡢㄽᩥ(‘Pitch accent’࠾ࡼࡧ 
‘Mora and syllable’)ࢆ㸪Oxford Research Encyclopedia of Linguistics 㸦online, Oxford University Press㸧࡟
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2㸬ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࢆ௻⏬ࡋ㸪ᐇ᪋ࡍࡿࠋ◊✲
ᡂᯝࡢ⦅㞟ࢆ㛤ጞࡍࡿࠋ 
3㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)ࢥ࣮ࣃࢫࢆබ㛤ࡍࡿ㸦1୓ᩥࢆ㏣ຍࡍࡿ㸧ࠋ 
 
ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸸◊✲ᡂᯝࡢ୰㛫࡜ࡾࡲ࡜ࡵ 
1㸬ᖹᡂ 28ᖺᗘࡢ㸯㸬㹼㸳㸬ࢆᘬࡁ⥆ࡁᐇ᪋ࡍࡿࠋ  
2㸬ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦Parsed Corpora of the World’s Languages: Theory and Practice㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆᾏእࡢᐃホࡢ
࠶ࡿ◊✲㞧ㄅࡲࡓࡣฟ∧♫࠿ࡽห⾜ࡍࡿࠋ 





2㸬ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࢆ௻⏬ࡋ㸪ᐇ᪋ࡍࡿࠋ
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㸱㸬NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)࣭Keyakiࢶ࣮ࣜࣂࣥࢡ᳨⣴᳨࣭ฟ⏝ࡢ࣮ࣘࢨࣇࣞࣥࢻࣜ࢖ࣥࢱ
࣮ࣇ࢙࣮ࢫࢆ㛤Ⓨࡋ㸪1୓ᩥつᶍࡢࢥ࣮ࣃࢫ࡜ඹ࡟බ㛤ࡋࡓࠋ 
㸲㸬᪥ᮏゝㄒᏛ఍ 153ᅇ኱఍㸦⚟ᒸ኱Ꮫ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3-4᪥㸧࡛࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㛤ദࡋ㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢᡂᯝࢆⓎ
⾲ࡋࡓࠋ 
㸳㸬⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ (ࢶ࣮ࣜࣂࣥࢡ) ࡢ᪂ᒎ㛤࡟㛵ࡍࡿබ㛤◊✲Ⓨ⾲఍ࢆ 2017ᖺ㸱᭶㸲᪥㸦ᅵ㸧࡟ᮾ໭኱Ꮫ
࡛㛤ദࡋࡓࠋ 



































ࡋ㸪㸴✀㢮ࡢ᳨⣴⏝࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡜࡜ࡶ࡟ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
࣭ᅜෆእࡢᏛ఍࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 
MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ
Ꮫ఍➨ 153ᅇ኱఍㸾⚟ᒸ኱Ꮫ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇ᪋ࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࡋࡓࠋ 
࣭᮶ᖺᗘ㛤ദணᐃࡢᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ௻⏬ࢆ⟇ᐃࡋࡓࠋᾏእ࠿ࡽᣍ࡬࠸ࡍࡿ◊✲⪅ࢆ☜ᐃࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⴭྡ࡞ᅜ㝿ㄅ
ࡢ≉㞟ྕ࡜ࡋ࡚Ⓨಙࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ 
࣭ᾏእ࡟࠾ࡅࡿ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫࡢ୺せ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 




⤫࣭ㄒ࣭ ព࿡ゎᯒࢥ࣮ࣃࢫࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 
of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥࡟㛤ദࡋࡓ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪࠺ࡕᏛ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10௳)ࠋ⥲ཧຍ⪅ᩘࡣ 127
ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26ே㸪Ꮫ⏕ 52ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟㸪࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㛤ദ࡟ྜࢃ




㠀ᖖ໅◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࢆ⾜ࡗࡓࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨࡢෆ 4 ྡࡣ኱Ꮫ㝔⏕࡛࠶ࡿࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨ
௨እ࡟㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࡶ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥసᴗ࡟ཧຍࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞࡝୺せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡢ࠶ࡿ University of Pennsylvania, 
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㠀ᖖ໅◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࢆ⾜ࡗࡓࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨࡢෆ 4 ྡࡣ኱Ꮫ㝔⏕࡛࠶ࡿࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨ
௨እ࡟㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࡶ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥసᴗ࡟ཧຍࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞࡝୺せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡢ࠶ࡿ University of Pennsylvania, 





࣭ㄽᩥ㞟㸸ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦New Frontiers in Corpus Linguistics: Breaking the Semantic Barrier㸧ࡢ◊✲ᡂᯝࢆ
ᾏእࡢᐃホࡢ࠶ࡿฟ∧♫࠿ࡽห⾜ࡍࡿࠋ 

























ㅙࢆᚓ࡚㸪NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) ࣭Keyakiࢶ࣮ࣜࣂࣥࢡࢆ᳨⣴⏝࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡜ඹ



































ࡋ㸪㸴✀㢮ࡢ᳨⣴⏝࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡜࡜ࡶ࡟ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
࣭ᅜෆእࡢᏛ఍࡛Ⓨ⾲ࢆ 10௳㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㸯௳㸦Unshared Task on Theory and System analysis with FraCaS, 
MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸾ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ᖹᡂ 28 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥㸧㸪ᅜෆ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㸯௳㸦᪥ᮏゝㄒ
Ꮫ఍➨ 153ᅇ኱఍㸾⚟ᒸ኱Ꮫ㸪ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 3᪥࣭4᪥㸧ᐇ᪋ࡋ㸪◊✲ᡂᯝࢆⓎಙࡋࡓࠋ 
࣭ᾏእ࡟࠾ࡅࡿ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫࡢ୺せ࡞ᣐⅬ㸦University of Pennsylvania, University of York, University 
of Colorado Boulder, Brandeis University㸧࡛᪥ᮏㄒࡢ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥ᪉ᘧࡘ࠸࡚Ⓨ⾲ࡋ㸪ពぢ஺᥮ࢆࡋࡓࠋ 
࣭NTTࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥ⛉Ꮫᇶ♏◊✲ᡤ࡜ࡢඹྠ◊✲࣭ඹྠᐇ㦂࡟ྥࡅ࡚༠㆟ࡋ㸪༠ᐃࢆ⥾⤖ࡋࡓࠋ 
⤫࣭ㄒ࣭ ព࿡ゎᯒࢥ࣮ࣃࢫࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘㸦Mimetics in Japanese and Other Languages 
of the World㸧ࢆᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥࡟㛤ദࡋࡓ (Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪࠺ࡕᏛ⏕Ⓨ⾲௳ᩘࡀ 10௳)ࠋ⥲ཧຍ⪅ᩘࡣ 127
ே㸦࠺ࡕᾏእᶵ㛵ᡤᒓእᅜே◊✲⪅ 26 ே㸪Ꮫ⏕ 52 ே㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟㸪࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢ㛤ദ࡟ྜࢃ
ࡏ࡚ BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NLB࡟࢜ࣀ࣐ࢺ᳨⣴ᶵ⬟ࢆ㛤Ⓨࡋ㸪12᭶ 12᪥࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
࣭ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏࣭බ㛤ࢆᐇ᪋ࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣘࢽࢵࢺ㸪ᮾ໭኱Ꮫࣘࢽࢵࢺ㸪⚄ᡞ኱Ꮫࣘࢽࢵࢺࢆྜࢃࡏ㸪
㠀ᖖ໅◊✲ဨࢆ㸯㸮ྡ௨ୖ㞠⏝ࡋ㸪OJT ᪉ᘧ࡛⫱ᡂࢆ⾜ࡗࡓࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨࡢෆ 4 ྡࡣ኱Ꮫ㝔⏕࡛࠶ࡿࠋ㠀ᖖ໅◊✲ဨ
௨እ࡟㸪3ྡࡢᏛ㒊⏕ࡶ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥసᴗ࡟ཧຍࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
࣭ⱥㄒ㸪㡑ᅜㄒ㸪୰ᅜㄒ࡞࡝୺せ࡞ゝㄒࡢ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࡢᐇ⦼ࡢ࠶ࡿ University of Pennsylvania, 
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ဨࢆ㞠⏝ࡋ࡚ࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏సᴗࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋᅜእ࡜ࡣ University of Pennsylvania, University of 



































⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)㛤Ⓨࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡿࠋ 
᪥ᮏㄒࡢ⪷᭩㸪 ᪂⪺グ஦㸪 ᩍ⛉᭩㸪 wikipedia ࢆᑐ㇟࡜ࡋ࡚㸪 ணᐃࡉࢀࡓ 10,000 ᩥࡢရモཬࡧ
ᵓᩥᮌゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࡢࢥ࣮ࣃࢫࢆ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ࡜࡜ࡶ࡟㛤Ⓨࡋ㸪 web ୖ࡛බ㛤ࡋ࡚࠾ࡾ ࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏
࡟㛵ࡋ࡚ࡣィ⏬㏻ࡾࡢ◊✲ᡂᯝࡀᚓࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋᅜ㝿ⓗ࡟ࡣ⤫ㄒゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏ࡢヨࡳ
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ࡢෆヂࡣḟࡢ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋ⌰ㄒ 21ᆅⅬ㸪ඵ୔ 1ᆅⅬ㸪ᮏᅵ 18ᆅⅬ㸦ᮾ໭㸲ᆅⅬ㸪㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸲ᆅⅬ㸪
୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸱ᆅⅬ㸪஑ᕞ㸳ᆅⅬ㸧ࠋ࡞࠾㸪ᢸᙜ⪅࡟ࡣㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭ᥼ࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ 
2. ୖグࡢ㸱Ⅼࢭࢵࢺࡢసᡂ࡟㛵ࡋ࡚㸪ᢸᙜ⪅㛫ࡢඹ㏻⌮ゎࢆᙧᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪◊✲ᡴྜࡏࢆ 28ᖺ 9᭶ 19᪥࡟㛤ദࡋ㸪




᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ఍㸪᳝ ⴥẸ಑ⱁ⬟༤≀㤋◊✲஦ᴗ࡟࠾ࡅࡿ㸳ࣨᖺィ⏬ࠕ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ࡜ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 ࡢ࠘సᡂࠖ
(H26㹼H30)࡜ࡢඹྠ஦ᴗࡢ୍⎔࡜ࡋ࡚ᐇ᪋ࡍࡿࡶࡢ࡛㸪௒ᖺᗘࡣ஦ᴗࡢ㸱ᖺ┠࡟࠶ࡓࡿࠋㄪᰝ᪥᫬ࡣ 28ᖺ 9᭶ 4㹼8᪥㸪
29 ᖺ 3 ᭶ 25㹼28 ᪥ࡢ㸰ᅇ㸪ㄪᰝᆅⅬࡣࡇࢀࡲ࡛ࡢᑿᡭ⣡㸪᪥ᙜ㸪᪥ῧ㸪ᑿ๓㸪୙ᅵ㔝㸪ᑠᓮ㸪ᰢᑿࡢㄪᰝ࡟ຍ࠼㸪௒
ᖺᗘࡣ᳝ⴥᮧ௰ሪᆅ༊㸪ᰢᑿᆅ༊㸪ᯇᑿᆅ༊㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ࡢ㸲ᆅ༊㸪ㄪᰝ⪅ࡣ 9᭶ 4㹼8᪥ࡀእᅜே◊✲⪅ 1ேࢆྵࡴ 9
ே㸪3᭶ 25㹼28᪥ࡀ 5ே㸪ヰ⪅ࡣ㸪௰ሪᆅ༊ 7ே㸪ᰢᑿᆅ༊ 4ே㸪ᯇᑿᆅ༊ 14ே㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ 3ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣᇶ♏
ㄒᙡ⣙ 400 ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪⮬↛ㄯヰ࡛࠶ࡿࠋ(2)ࡣᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛ᐇ᪋ࡋࡓࡶࡢ࡛㸪27
ᖺᗘ࡟⥆ࡁ㸰ᅇ┠࡛࠶ࡿࠋㄪᰝ᪥ࡣ㸪28ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ㄪᰝᆅⅬࡣ୰ᮧᆅ༊㸪㒔୓ᆅ༊ࡢ㸰ᆅⅬ㸦᫖ᖺᗘࡣ஬⟠㸪
す㒓㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 28ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 6ே㸪Ꮫ᣺ PD㸰ே㸪Ꮫ⏕ 8ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ୰ᮧᆅ༊ 8ே㸪㒔୓ᆅ༊ 10ே㸪ㄪᰝෆᐜ
ࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 300 ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪ືモά⏝⣙ 300 ౛ᩥ㸪࢔ࢡࢭࣥࢺ࡛࠶ࡿࠋሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘ㸪ห⾜ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
(3)ࡣ▼ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ⏫ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ᐇ᪋ࡋࡓࡶࡢ࡛㸪ㄪᰝ᪥ࡣ 29ᖺ㸯᭶ 20㹼23 ᪥㸪ཧຍ⪅ࡣ 13ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕
㸰ே㸪Ꮫ᣺ PD㸯ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ 8ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 600ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪ື モά⏝⣙ 300౛ᩥ㸪࢔ࢡࢭࣥࢺ࡛࠶ࡿࠋ
ࡑࡢ௚㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᮾ໭᪉ゝࡢグ㘓࡜⥅ᢎάືࡢ‽ഛㄪᰝࢆ 29ᖺ 2᭶ 26㹼28᪥࡟㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛⾜ࡗࡓࠋ࡞࠾㸪ᐑ
ᓮ┴᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝ㸪㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡣ㸪ᶵ ᵓᗈ㡿ᇦᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࠕᆅᇦ♫఍ ࡜ࠖࡢ㐃ᦠ࡟ࡼࡿᐇ᪋࡛࠶ࡿࠋ 
4. ◊✲఍࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪(1)බ㛤◊✲Ⓨ⾲఍ࠕ᱁࡜ྲྀࡾ❧࡚ 㸪ࠖ(2)༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮㸪(3)ࢥ࣮ࣃࢫྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࢘
࣒ࠕࢥ࣮ࣃࢫ࡟ぢࡿ᪥ᮏㄒࡢࣂ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥ㸫ຓモࡢࡍࡀࡓ㸫ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ(1)ࡣ⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ




մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 





㸦௬㢟㸧㸪ࠗἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩࠘㸪ࠗᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠕ᪥ᮏㄒ
ㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ࣭ࣔࢽࢱ࣮∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡢࢹ࣮ࢱ࡟ࡼࡿ᪉ゝᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ㸧㸪ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࢹ࣮ࢱࠖ
㸦㸶ᆅⅬ㸧㸪ࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࠋ 






ղ ◊✲఍㸸ࠕ᪉ゝࡢ㡢㡩࣭㡢ኌ 㸪ࠖࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟ࡢసᡂ 㸪ࠖࠕྡモྃ 㸪ࠖࠕືモྃ 㸪ࠖࠕࢢࣟࢫࠖ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࢆ㛤ദࠋࢥ࣮ࣃ
ࢫ࡟㛵ࡍࡿྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢹ࣮ࢱࠖ➼ࢆᩚഛࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD ➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࡢసᡂࠋ 
ն ᡂᯝ㸸࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook of Japanese Dialects 㸪Handbook of the Ainu Language㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁ 㸦࠘௬㢟㸧ࡢฟ
∧ࠗࠋ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢห⾜ࠋ 
ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦㸱ᖺ┠㸧 
ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵ୔ㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪࢔࢖ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 
ղ ◊✲఍㸸ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ “Endangered languages and dialects in Japan” ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ࣭ࣔࢽࢱ࣮∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡢࢹ࣮ࢱ࡟ࡼࡿ᪉ゝᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ㸧ࡢබ㛤ࠋࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉
ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࠖࡢࢹ࣮ࢱࢆ⿵඘࣭බ㛤ࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ 㸦ࠖ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࡢヨ⏝ࠋ 




ղ ◊✲఍㸸ࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪ࠖࠕᩥἲグ㏙ࠖ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࢆ㛤ദࠋࢥ࣮ࣃࢫྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢹ࣮ࢱࠖ➼ࢆᩚഛࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋ 
ն ᡂᯝ㸸ⱥᩥㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan 㸪ㄽᩥ㞟ࠗ᪉ゝࡢྡモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝࡢືモྃ࠘

















ࡢෆヂࡣḟࡢ࡜࠾ࡾ࡛࠶ࡿࠋ⌰ㄒ 21ᆅⅬ㸪ඵ୔ 1ᆅⅬ㸪ᮏᅵ 18ᆅⅬ㸦ᮾ໭㸲ᆅⅬ㸪㛵ᮾ㸰ᆅⅬ㸪୰㒊࣭㛵す㸲ᆅⅬ㸪
୰ᅜ࣭ᅄᅜ㸱ᆅⅬ㸪஑ᕞ㸳ᆅⅬ㸧ࠋ࡞࠾㸪ᢸᙜ⪅࡟ࡣㄪᰝ⤒㈝ࢆᨭ᥼ࡋ㸪ㄪᰝࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ 
2. ୖグࡢ㸱Ⅼࢭࢵࢺࡢసᡂ࡟㛵ࡋ࡚㸪ᢸᙜ⪅㛫ࡢඹ㏻⌮ゎࢆᙧᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪◊✲ᡴྜࡏࢆ 28ᖺ 9᭶ 19᪥࡟㛤ദࡋ㸪




᳝ⴥᮧᩍ⫱ጤဨ఍㸪᳝ ⴥẸ಑ⱁ⬟༤≀㤋◊✲஦ᴗ࡟࠾ࡅࡿ㸳ࣨᖺィ⏬ࠕ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ࡜ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 ࡢ࠘సᡂࠖ
(H26㹼H30)࡜ࡢඹྠ஦ᴗࡢ୍⎔࡜ࡋ࡚ᐇ᪋ࡍࡿࡶࡢ࡛㸪௒ᖺᗘࡣ஦ᴗࡢ㸱ᖺ┠࡟࠶ࡓࡿࠋㄪᰝ᪥᫬ࡣ 28ᖺ 9᭶ 4㹼8᪥㸪
29 ᖺ 3 ᭶ 25㹼28 ᪥ࡢ㸰ᅇ㸪ㄪᰝᆅⅬࡣࡇࢀࡲ࡛ࡢᑿᡭ⣡㸪᪥ᙜ㸪᪥ῧ㸪ᑿ๓㸪୙ᅵ㔝㸪ᑠᓮ㸪ᰢᑿࡢㄪᰝ࡟ຍ࠼㸪௒
ᖺᗘࡣ᳝ⴥᮧ௰ሪᆅ༊㸪ᰢᑿᆅ༊㸪ᯇᑿᆅ༊㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ࡢ㸲ᆅ༊㸪ㄪᰝ⪅ࡣ 9᭶ 4㹼8᪥ࡀእᅜே◊✲⪅ 1ேࢆྵࡴ 9
ே㸪3᭶ 25㹼28᪥ࡀ 5ே㸪ヰ⪅ࡣ㸪௰ሪᆅ༊ 7ே㸪ᰢᑿᆅ༊ 4ே㸪ᯇᑿᆅ༊ 14ே㸪ୖ᳝ⴥᆅ༊ 3ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣᇶ♏
ㄒᙡ⣙ 400 ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪⮬↛ㄯヰ࡛࠶ࡿࠋ(2)ࡣᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛ᐇ᪋ࡋࡓࡶࡢ࡛㸪27
ᖺᗘ࡟⥆ࡁ㸰ᅇ┠࡛࠶ࡿࠋㄪᰝ᪥ࡣ㸪28ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ㄪᰝᆅⅬࡣ୰ᮧᆅ༊㸪㒔୓ᆅ༊ࡢ㸰ᆅⅬ㸦᫖ᖺᗘࡣ஬⟠㸪
す㒓㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 28ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 6ே㸪Ꮫ᣺ PD㸰ே㸪Ꮫ⏕ 8ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ୰ᮧᆅ༊ 8ே㸪㒔୓ᆅ༊ 10ே㸪ㄪᰝෆᐜ
ࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 300 ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪ືモά⏝⣙ 300 ౛ᩥ㸪࢔ࢡࢭࣥࢺ࡛࠶ࡿࠋሗ࿌᭩ࡣ᮶ᖺᗘ㸪ห⾜ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ
(3)ࡣ▼ᕝ┴ⓑᒣᕷⓑᓠ⏫ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ᐇ᪋ࡋࡓࡶࡢ࡛㸪ㄪᰝ᪥ࡣ 29ᖺ㸯᭶ 20㹼23᪥㸪ཧຍ⪅ࡣ 13ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕
㸰ே㸪Ꮫ᣺ PD㸯ே㸧㸪ヰ⪅ࡣ 8ே㸪ㄪᰝෆᐜࡣ᪉ゝㄒᙡ⣙ 600ㄒ㸦౛ᩥ௜ࡁ㸧㸪ື モά⏝⣙ 300౛ᩥ㸪࢔ࢡࢭࣥࢺ࡛࠶ࡿࠋ
ࡑࡢ௚㸪ḟᖺᗘ௨㝆ࡢᮾ໭᪉ゝࡢグ㘓࡜⥅ᢎάືࡢ‽ഛㄪᰝࢆ 29ᖺ 2᭶ 26㹼28᪥࡟㟷᳃┴ඵᡞᕷ࡛⾜ࡗࡓࠋ࡞࠾㸪ᐑ
ᓮ┴᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝ㸪㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࡣ㸪ᶵ ᵓᗈ㡿ᇦᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࠕᆅᇦ♫఍ ࡜ࠖࡢ㐃ᦠ࡟ࡼࡿᐇ᪋࡛࠶ࡿࠋ 
4. ◊✲఍࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪(1)බ㛤◊✲Ⓨ⾲఍ࠕ᱁࡜ྲྀࡾ❧࡚ 㸪ࠖ(2)༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮㸪(3)ࢥ࣮ࣃࢫྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࢘
࣒ࠕࢥ࣮ࣃࢫ࡟ぢࡿ᪥ᮏㄒࡢࣂ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥ㸫ຓモࡢࡍࡀࡓ㸫ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ(1)ࡣ⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ




մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 





㸦௬㢟㸧㸪ࠗἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩࠘㸪ࠗᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪࠘ࠕ᪥ᮏㄒ
ㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ࣭ࣔࢽࢱ࣮∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡢࢹ࣮ࢱ࡟ࡼࡿ᪉ゝᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ㸧㸪ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢ㡢ኌࢹ࣮ࢱࠖ
㸦㸶ᆅⅬ㸧㸪ࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࠋ 






ղ ◊✲఍㸸ࠕ᪉ゝࡢ㡢㡩࣭㡢ኌ 㸪ࠖࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟ࡢసᡂ 㸪ࠖࠕྡモྃ 㸪ࠖࠕືモྃ 㸪ࠖࠕࢢࣟࢫࠖ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࢆ㛤ദࠋࢥ࣮ࣃ
ࢫ࡟㛵ࡍࡿྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢹ࣮ࢱࠖ➼ࢆᩚഛࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD ➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࡢసᡂࠋ 
ն ᡂᯝ㸸࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook of Japanese Dialects 㸪Handbook of the Ainu Language㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁ 㸦࠘௬㢟㸧ࡢฟ
∧ࠗࠋ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄒᙡ㞟࠘ࡢห⾜ࠋ 
ᖹᡂ 30ᖺᗘ㸦㸱ᖺ┠㸧 
ձ ㄪᰝ㸸⌰⌫ㄒ㸪ඵ୔ㄒ㸪ᮏᅵ᪉ゝ㸪࢔࢖ࢾㄒࡢㄪᰝࠋ 
ղ ◊✲఍㸸ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ “Endangered languages and dialects in Japan” ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ࣭ࣔࢽࢱ࣮∧ 㸦ࠖ47ᆅⅬࡢࢹ࣮ࢱ࡟ࡼࡿ᪉ゝᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ㸧ࡢබ㛤ࠋࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉
ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࠖࡢࢹ࣮ࢱࢆ⿵඘࣭බ㛤ࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ 㸦ࠖ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD ➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝࡢᡭᘬࡁ᭩ࡢヨ⏝ࠋ 




ղ ◊✲఍㸸ࠕ᪉ゝㄒᙡ㞟 㸪ࠖࠕᩥἲグ㏙ࠖ࡟㛵ࡍࡿ◊✲఍ࢆ㛤ദࠋࢥ࣮ࣃࢫྜྠࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࠋ 
ճ ゝㄒ㈨※㸸ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢹ࣮ࢱࠖ➼ࢆᩚഛࠋ 
մ ᆅᇦ࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ࠕ᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ 㸦ࠖᖺ㸯ᅇ㸧㸪ࠕ᪉ゝࢭ࣑ࢼ࣮ࠖ(ᖺ㸯ᅇ㸧ࢆ㛤ദࠋ 
յ ⱝᡭ⫱ᡂ㸸኱Ꮫ㝔⏕㸪PD ➼ࡢㄪᰝ࡬ࡢཧຍࠋ 
ն ᡂᯝ㸸ⱥᩥㄽᩥ㞟 Endangered languages and dialects in Japan 㸪ㄽᩥ㞟ࠗ᪉ゝࡢྡモྃ 㸦࠘௬㢟㸧㸪ࠗ ᪉ゝࡢືモྃ࠘













᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖ(2)ࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖ(3) ࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫ 㸪ࠖ(4)㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែ
࡜ືྥ࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆ⿵඘࣭ᩚഛࡋࡓࠋ(1) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࠕἈ⦖┴୚㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰࠖ
㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸯㸧┿ᰤᖹᡣᩗ㸪᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸰㸧Ώྡ႐᜝㸪஬᭶ࡢ⾜஦࡟ࡘ࠸࡚ ┿ᰤᖹᡣᩗ㸧ࢆቑ⿵ࡋ㸪බ㛤ࡋࡓࠋ
(2) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࡇࢀࡲ࡛࡟බ㛤ࡋࡓ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ࡟ࢪࣕࣥࣉᶵ⬟ࢆ௜ຍࡋࡓࠋ(3) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࠗ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘㸳
㡯┠ࡢࢹ࣮ࢱࢆ㏣ຍᩚഛࡋ㸪29ᖺ 3᭶࡟බ㛤ࡋࡓࠋ(4) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ୖグࠗ㤳㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ




47ᆅⅬ㸪23᫬㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰ࡟ࡼࡿ CJDࣔࢽࢱ࣮∧ࢆබ㛤㸪ᖹᡂ 33ᖺᗘ࡟ 50ᆅⅬ 75᫬㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰ࡟ࡼࡿ CJDࢆ
୍⯡බ㛤ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 

















1. ᮾிእ኱ AA ◊࡜ࡢ㐃ᦠ༠ᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪AA ◊ LingDy3 ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛ࢡࣟࢫ࢔࣏࢖ࣥࢺ࣓ࣥࢺ࡟ࡼࡿ≉ู◊✲
ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࢆ⾜ࡗࡓ㸦29ᖺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 
2. ࡲࡓ㸪ᮾிእ኱ AA◊ LingDy3ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛㸪ࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝ࡟㛵ࡍࡿ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ஦





ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧࡟ࡼࡿㅮ₇఍࡛㸪28ᖺ 9᭶ 15᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰㝵ከ┠ⓗᐊ࡛㛤ദࡋࡓࠋࢱ࢖ࢺࣝࡣ ࠕヰ
⪅ࡢゝㄒ⤒㦂ㄯ࠿ࡽࡳࡓ༴ᶵゝㄒࡢ㐣ཤ࡜⌧≧㸸ᐑྂᓥ㸦ụ㛫㸪すཎ㸧ࠖ ࡛㸪ཧຍ⪅ࡣ◊✲⪅ 12 ே࡛࠶ࡿࠋ(3)ࡣࢥ࣮
ࣃࢫࡢᵓ⠏࡟㛵ࢃࡿࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡀඹྠ࡛㛤ദࡋࡓࡶࡢ࡛㸪◊✲ᡤࡢ 28 ᖺᗘィ⏬ࡢࠕ◊✲㞟఍ࠖ࡜఩⨨࡙ࡅࡽࢀࡿࡶ
ࡢ࡛࠶ࡿࠋ୺ദࡣ㸪ࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࠖࠕṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢྛࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㸪࠾ࡼࡧ
⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏ ࠖࠕ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᾏእ㐃ᦠ࡟ࡼࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏ࠖ㸪
ᇶ┙(B)ࠕ఍ヰ㡢ኌࡢ㡩ᚊ≉ᚩࡢయ⣔໬࡛ࠖ㸪29 ᖺ 3 ᭶ 9 ᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋࡓࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ㸳௳㸦ᮌ㒊㸪㏕
⏣㸪ᑠᮌ᭮㸪ὸཎ࣭ᒸ㸪ᑠ☾㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦ୗᆅ㸧㸪ࢹࣔࣥࢫࢺ࣮ࣞࢩࣙࣥ㸲௳㸦఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ㸪Ṕྐࢥ࣮ࣃࢫ㸪᪉
ゝࢥ࣮ࣃࢫ㸪Ꮫ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 112ே㸪࠺ࡕᏛ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 13ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
5. ᡂᯝࡢබ㛤࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ᖹᡂ 25ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡋࡓἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝࡢㄪᰝሗ࿌᭩ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ 㤳
㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ࡟㛵ࡍࡿㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29 ᖺ 3 ᭶࡟ห⾜ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ḟᖺᗘ௨
㝆ࡢฟ∧ィ⏬࡜ࡋ࡚㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡢሗ࿌᭩᳝ࠗⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦୙ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦29ᖺ 5᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࠗ ࠿ࡓࡾࡢ
୰ࡢ᪉ゝ㸦࠘ຮㄔฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ฟ∧ணᐃ㸧㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁⾲⌧㸦࠘ࡃࢁࡋ࠾ฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook 
of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧
ࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 




















10.ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ᥎㐍ࡢࡓࡵ࡟㸪ඹྠ◊✲ဨ 65ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ே㸪Ꮫ᣺ PD6ே㸧ࢆ⤌⧊ࡋࡓࠋඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓ኱
Ꮫࡣ 37኱Ꮫ㸦 ࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫ 3኱Ꮫ㸧࡛࠶ࡿࠋ 









᪉ゝ㡢ኌࢹ࣮ࢱ 㸪ࠖ(2)ࠕ࢔࢖ࢾㄒཱྀᢎᩥⱁࢥ࣮ࣃࢫ 㸪ࠖ(3) ࠗࠕ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘ࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫ 㸪ࠖ(4)㤳㒔ᅪࡢゝㄒࡢᐇែ
࡜ືྥ࡟㛵ࡍࡿࢹ࣮ࢱࢆ⿵඘࣭ᩚഛࡋࡓࠋ(1) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࠕἈ⦖┴୚㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰࠖ
㸦᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸯㸧┿ᰤᖹᡣᩗ㸪᱈ኴ㑻ࡢヰ㸦㸰㸧Ώྡ႐᜝㸪஬᭶ࡢ⾜஦࡟ࡘ࠸࡚ ┿ᰤᖹᡣᩗ㸧ࢆቑ⿵ࡋ㸪බ㛤ࡋࡓࠋ
(2) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࡇࢀࡲ࡛࡟බ㛤ࡋࡓ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪ࡟ࢪࣕࣥࣉᶵ⬟ࢆ௜ຍࡋࡓࠋ(3) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ࠗ ᪥ᮏゝㄒᆅᅗ࠘㸳
㡯┠ࡢࢹ࣮ࢱࢆ㏣ຍᩚഛࡋ㸪29ᖺ 3᭶࡟බ㛤ࡋࡓࠋ(4) ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪ୖグࠗ㤳㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ




47ᆅⅬ㸪23᫬㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰ࡟ࡼࡿ CJDࣔࢽࢱ࣮∧ࢆබ㛤㸪ᖹᡂ 33ᖺᗘ࡟ 50ᆅⅬ 75᫬㛫ศࡢ⮬↛ㄯヰ࡟ࡼࡿ CJDࢆ
୍⯡බ㛤ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 

















1. ᮾிእ኱ AA ◊࡜ࡢ㐃ᦠ༠ᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪AA ◊ LingDy3 ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛ࢡࣟࢫ࢔࣏࢖ࣥࢺ࣓ࣥࢺ࡟ࡼࡿ≉ู◊✲
ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࢆ⾜ࡗࡓ㸦29ᖺ 4᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 
2. ࡲࡓ㸪ᮾிእ኱ AA◊ LingDy3ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛㸪ࣇ࢕࣮ࣝࢻㄪᰝ࡟㛵ࡍࡿ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ஦





ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤᐈဨᩍᤵ㸧࡟ࡼࡿㅮ₇఍࡛㸪28ᖺ 9᭶ 15᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰㝵ከ┠ⓗᐊ࡛㛤ദࡋࡓࠋࢱ࢖ࢺࣝࡣ ࠕヰ
⪅ࡢゝㄒ⤒㦂ㄯ࠿ࡽࡳࡓ༴ᶵゝㄒࡢ㐣ཤ࡜⌧≧㸸ᐑྂᓥ㸦ụ㛫㸪すཎ㸧ࠖ ࡛㸪ཧຍ⪅ࡣ◊✲⪅ 12 ே࡛࠶ࡿࠋ(3)ࡣࢥ࣮
ࣃࢫࡢᵓ⠏࡟㛵ࢃࡿࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡀඹྠ࡛㛤ദࡋࡓࡶࡢ࡛㸪◊✲ᡤࡢ 28 ᖺᗘィ⏬ࡢࠕ◊✲㞟఍ࠖ࡜఩⨨࡙ࡅࡽࢀࡿࡶ
ࡢ࡛࠶ࡿࠋ୺ദࡣ㸪ࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࠖࠕṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢྛࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㸪࠾ࡼࡧ
⛉◊㈝(A)ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏ ࠖࠕ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᾏእ㐃ᦠ࡟ࡼࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏ࠖ㸪
ᇶ┙(B)ࠕ఍ヰ㡢ኌࡢ㡩ᚊ≉ᚩࡢయ⣔໬࡛ࠖ㸪29 ᖺ 3 ᭶ 9 ᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋࡓࠋⓎ⾲௳ᩘࡣ㸳௳㸦ᮌ㒊㸪㏕
⏣㸪ᑠᮌ᭮㸪ὸཎ࣭ᒸ㸪ᑠ☾㸧㸪ᣍᚅㅮ₇㸯௳㸦ୗᆅ㸧㸪ࢹࣔࣥࢫࢺ࣮ࣞࢩࣙࣥ㸲௳㸦఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ㸪Ṕྐࢥ࣮ࣃࢫ㸪᪉
ゝࢥ࣮ࣃࢫ㸪Ꮫ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ㸧㸪ཧຍ⪅ࡣ 112ே㸪࠺ࡕᏛ⏕ࡢཧຍ⪅ࡣ 13ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
5. ᡂᯝࡢබ㛤࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ᖹᡂ 25ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡋࡓἈ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝࡢㄪᰝሗ࿌᭩ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸪࠘ࠗ 㤳
㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦᕪ࡟㛵ࡍࡿㄪᰝ 2010-2016 ሗ࿌᭩࠘ࢆ 29 ᖺ 3 ᭶࡟ห⾜ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ḟᖺᗘ௨
㝆ࡢฟ∧ィ⏬࡜ࡋ࡚㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࡢሗ࿌᭩᳝ࠗⴥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩㸦୙ᅵ㔝࣭ᰢᑿ㸧࠘㸦29ᖺ 5᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪ࠗ ࠿ࡓࡾࡢ
୰ࡢ᪉ゝ㸦࠘ຮㄔฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ฟ∧ணᐃ㸧㸪ࠗ᪥ᮏㄒࡢ᱁⾲⌧㸦࠘ࡃࢁࡋ࠾ฟ∧㸪29ᖺ 10᭶ห⾜ணᐃ㸧㸪࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook 
of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧
ࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 




















10.ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ᥎㐍ࡢࡓࡵ࡟㸪ඹྠ◊✲ဨ 65ே㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ே㸪Ꮫ᣺ PD6ே㸧ࢆ⤌⧊ࡋࡓࠋඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓ኱
Ꮫࡣ 37኱Ꮫ㸦 ࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫ 3኱Ꮫ㸧࡛࠶ࡿࠋ 







ㅮ₇ࠕᏛࢇ࡛ࡳࡼ࠺㸟ከᦶࡢࡇ࡜ࡤ㟷ᱵࡢࡇ࡜ࡤ 㸦ࠖ㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸧ࢆ⾜ࡗࡓࠋ㛤ദ᪥ࡣ 28 ᖺ 12 ᭶ 1 ᪥㸪⫈ㅮ













3. ࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 
㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧ࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
4. 30ᖺᗘ࡟༴ᶵゝㄒ࡟㛵ࡍࡿᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡍࡿࠋࡲࡓ㸪ࡑࡢࣉࣞࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚㸪29
ᖺ 5 ᭶ 16㹼18 ᪥࡟ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࡛༴ᶵゝㄒ࡟㛵ࡍࡿࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࡍࡿࠋࡑࡢࡓࡵࡢᡴྜࡏ㸪ཬࡧ‽ഛࢆᒾᓮ຾୍







































8. ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣ࡟࠶ࡿゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ㸦዆⨾኱఍㸧in୚ㄽ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉










ᢎ࡟㛵ࡍࡿၥ㢟࡟ࡘ࠸࡚ពぢ஺᥮ࢆ⾜࠺఍㆟࡛㸪௒ᖺᗘࡣ㸱ᅇ┠࡛࠶ࡿࠋ᪥᫬ࡣ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸦᪥㸧㸪ሙᡤࡣ㮵ඣᓥ
┴኱ᓥ㒆୚ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ࡣ 289ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
3. ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹദ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡢࡘ࡝࠸ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ
᪉ゝ⥅ᢎάືࡢ୍⎔࡜ࡋ࡚㛤ദࡋࡓࡶࡢ࡛㸪᪥᫬ࡣ 28ᖺ 12᭶ 10᪥㸦ᅵ㸧㸪ሙᡤࡣ㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ໬఍㤋㸪ᑐ㇟ࡣ୍⯡ᕷ
Ẹ㸪ࣉࣟࢢ࣒ࣛࡣࠕ౑࠼ࡿ࠿ࡶࡋࢀ࡞࠸㞃ᒱᘚㅮᗙࠖྜྷ஭㔜ఙ㸪ᆏᮏᛅྖ㸦㞃ᒱࡢᓥᅾఫ㸪᪉ゝ⥅ᢎάືᐙ㸧㸪ࠕ㞃ᒱ᪉








ㅮ₇ࠕᏛࢇ࡛ࡳࡼ࠺㸟ከᦶࡢࡇ࡜ࡤ㟷ᱵࡢࡇ࡜ࡤ 㸦ࠖ㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸧ࢆ⾜ࡗࡓࠋ㛤ദ᪥ࡣ 28 ᖺ 12 ᭶ 1 ᪥㸪⫈ㅮ













3. ࣒࣮ࢺࣥ♫ Handbook of Japanese Dialects㸪Handbook of the Ainu Language㸪Handbook of Japanese Sociolinguistics 
㸦30ᖺห⾜ணᐃ㸧ࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
4. 30ᖺᗘ࡟༴ᶵゝㄒ࡟㛵ࡍࡿᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡍࡿࠋࡲࡓ㸪ࡑࡢࣉࣞࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘࡜ࡋ࡚㸪29
ᖺ 5 ᭶ 16㹼18 ᪥࡟ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࡛༴ᶵゝㄒ࡟㛵ࡍࡿࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ㛤ദࡍࡿࠋࡑࡢࡓࡵࡢᡴྜࡏ㸪ཬࡧ‽ഛࢆᒾᓮ຾୍







































8. ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣ࡟࠶ࡿゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ㸦዆⨾኱఍㸧in୚ㄽ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉










ᢎ࡟㛵ࡍࡿၥ㢟࡟ࡘ࠸࡚ពぢ஺᥮ࢆ⾜࠺఍㆟࡛㸪௒ᖺᗘࡣ㸱ᅇ┠࡛࠶ࡿࠋ᪥᫬ࡣ 28ᖺ 11᭶ 13᪥㸦᪥㸧㸪ሙᡤࡣ㮵ඣᓥ
┴኱ᓥ㒆୚ㄽ⏫ࡢ◁⨾ᆅ᮶㤋㸪᮶ሙ⪅ࡣ 289ே࡛࠶ࡗࡓࠋ 
3. ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹദ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡢࡘ࡝࠸ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ
᪉ゝ⥅ᢎάືࡢ୍⎔࡜ࡋ࡚㛤ദࡋࡓࡶࡢ࡛㸪᪥᫬ࡣ 28ᖺ 12᭶ 10᪥㸦ᅵ㸧㸪ሙᡤࡣ㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ໬఍㤋㸪ᑐ㇟ࡣ୍⯡ᕷ
Ẹ㸪ࣉࣟࢢ࣒ࣛࡣࠕ౑࠼ࡿ࠿ࡶࡋࢀ࡞࠸㞃ᒱᘚㅮᗙࠖྜྷ஭㔜ఙ㸪ᆏᮏᛅྖ㸦㞃ᒱࡢᓥᅾఫ㸪᪉ゝ⥅ᢎάືᐙ㸧㸪ࠕ㞃ᒱ᪉















࣭ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣ࡟࠶ࡿゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ㸦዆⨾኱఍㸧in୚ㄽ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭
















ࣉࢆ 29ᖺ 5᭶࡟ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࡛㛤ദࡍࡿࠋ௒ᖺᗘࡣࡑࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
 
㸴㸬ࡑࡢ௚ 











࣭ㄪᰝሗ࿌᭩࡜ࡋ࡚㸪ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸦࠘ㄪᰝࡣ 25 ᗘᐇ᪋㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ
































࣭AA ◊ LingDy3 ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛ࢡࣟࢫ࢔࣏࢖ࣥࢺ࣓ࣥࢺ࡟ࡼࡿ≉ู◊✲ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࢆ⾜ࡗࡓ㸦29 ᖺ 4
᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 















࣭ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣ࡟࠶ࡿゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ㸦዆⨾኱఍㸧in୚ㄽ 㸦ࠖ28ᖺ 11᭶ 13᪥㸧ࡸᅜㄒ◊ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭
















ࣉࢆ 29ᖺ 5᭶࡟ࣁ࣡࢖኱Ꮫ࡛㛤ദࡍࡿࠋ௒ᖺᗘࡣࡑࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
 
㸴㸬ࡑࡢ௚ 











࣭ㄪᰝሗ࿌᭩࡜ࡋ࡚㸪ࠗ Ἀ⦖┴ஂ⡿ᓥ᪉ゝㄪᰝሗ࿌᭩ 㸦࠘ㄪᰝࡣ 25 ᗘᐇ᪋㸧㸪ࠗ 㤳㒔ᅪ኱Ꮫ⏕ࡢゝㄒ౑⏝࡜ゝㄒព㆑ࡢᆅᇦ
































࣭AA ◊ LingDy3 ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ࡜ඹྠ࡛ࢡࣟࢫ࢔࣏࢖ࣥࢺ࣓ࣥࢺ࡟ࡼࡿ≉ู◊✲ဨ㸯ྡࢆබເࡋ㸪㑅⪃ࢆ⾜ࡗࡓ㸦29 ᖺ 4
᭶ 1᪥㉱௵㸧ࠋ 































◊✲యไ࡜ࡋ࡚ࡣ㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ᥎㐍ࡢࡓࡵ࡟㸪ඹྠ◊✲ဨ 65ྡࢆ㸪37 ኱Ꮫ㸦ᅜእࡢ 3኱Ꮫࢆྵ














































ᖺ࠾ࡼࡧ 30 ᖺ㛤ദணᐃ࡛࠶ࡾ㸪ࡑࢀ࡟ྥࡅࡓ‽ഛ࡟ධࡗࡓࠋᮏᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ࡜ࡋ࡚ࡣ㸪ࠗ Ἀ⦖┴
















































































ᖺ࠾ࡼࡧ 30 ᖺ㛤ദணᐃ࡛࠶ࡾ㸪ࡑࢀ࡟ྥࡅࡓ‽ഛ࡟ධࡗࡓࠋᮏᖺᗘࡢ◊✲ᡂᯝ࡜ࡋ࡚ࡣ㸪ࠗ Ἀ⦖┴

















































໅◊✲ဨ㸦PDࣇ࢙࣮ࣟ㸧2 ྡ㸪㠀ᖖ໅◊✲ဨ 3ྡ㸪࠾ࡼࡧ≉௵ຓᩍ 1ྡࢆ㞠⏝㸪(2)ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺඹ
ྠ◊✲ဨ࡜ࡋ࡚㸪኱Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸪Ꮫ᣺ PD6 ྡࢆຍ࠼㸪ࣇ࢕࣮ࣝࢻゝㄒᏛࡢᣦᑟࢆ⾜࠸ࡘࡘ㸪ඹྠㄪ
ᰝࢆᐇ᪋㸪(3)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝ࡬ࡢཧຍࢆ࿧ࡧ࠿ࡅ㸪඲ᅜබເ࡟࠾ࡅࡿ᭩㢮ᑂᰝ࡛ 3ྡࡢ኱Ꮫ㝔
⏕㸦ྡྂᒇ኱㸪ᚨᓥ኱㸪஑ᕞ኱㸧ࢆຍ࠼࡚ᐇ᪋㸪(4)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢᐇ᪋࡟࠶ࡓࡾ㸪ᆅඖࡢᓥ































































ྠ◊✲ဨ࡜ࡋ࡚㸪኱Ꮫ㝔⏕ 5 ྡ㸪Ꮫ᣺ PD6 ྡࢆຍ࠼㸪ࣇ࢕࣮ࣝࢻゝㄒᏛࡢᣦᑟࢆ⾜࠸ࡘࡘ㸪ඹྠㄪ
ᰝࢆᐇ᪋㸪(3)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝ࡬ࡢཧຍࢆ࿧ࡧ࠿ࡅ㸪඲ᅜබເ࡟࠾ࡅࡿ᭩㢮ᑂᰝ࡛ 3ྡࡢ኱Ꮫ㝔
⏕㸦ྡྂᒇ኱㸪ᚨᓥ኱㸪஑ᕞ኱㸧ࢆຍ࠼࡚ᐇ᪋㸪(4)ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥㄪᰝࡢᐇ᪋࡟࠶ࡓࡾ㸪ᆅඖࡢᓥ






































 ᖹᡂ 28ᖺᗘ䠄䠍ᖺ┠䠅 
࣭ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖ㸦ኴ㝧࣭ዪᛶ㞧ㄅ㠀ࢥ࢔ࢹ࣮ࢱ㸧ࢆබ㛤ࠋ 
࣭᪥ᮏㄒᏛ఍࡛࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㛤ദࠋ 
 ᖹᡂ 29ᖺᗘ䠄䠎ᖺ┠䠅 
࣭ࠕዉⰋ᫬௦⦅Ϩ୓ⴥ㞟ࠖࠊࠕᐊ⏫᫬௦⦅ϩ࢟ࣜࢩࢱࣥ㈨ᩱࠖࠊࠕỤᡞ᫬௦⦅Ϩὗⴠᮏࠖࢆබ㛤ࠋ 
࣭᭩ࡁゝⴥࢥ࣮ࣃࢫධ㛛᭩ࢆᇳ➹ࠋ 









































































 ᖹᡂ 28ᖺᗘ䠄䠍ᖺ┠䠅 
࣭ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖ㸦ኴ㝧࣭ዪᛶ㞧ㄅ㠀ࢥ࢔ࢹ࣮ࢱ㸧ࢆබ㛤ࠋ 
࣭᪥ᮏㄒᏛ఍࡛࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࢆ㛤ദࠋ 
 ᖹᡂ 29ᖺᗘ䠄䠎ᖺ┠䠅 
࣭ࠕዉⰋ᫬௦⦅Ϩ୓ⴥ㞟ࠖࠊࠕᐊ⏫᫬௦⦅ϩ࢟ࣜࢩࢱࣥ㈨ᩱࠖࠊࠕỤᡞ᫬௦⦅Ϩὗⴠᮏࠖࢆබ㛤ࠋ 
࣭᭩ࡁゝⴥࢥ࣮ࣃࢫධ㛛᭩ࢆᇳ➹ࠋ 
























































7. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘࡜ࡑࡢ㛵㐃◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࠗࠊ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡟࠾࠸࡚ⓑⓒྜዪ
Ꮚ኱Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ࡟ࡼࡾࠕ2014ᖺ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡟ࡼࡾ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫࠕᖹᏳ᫬௦⦅᏶ᡂ∧ ࠖࡀබ㛤ࡉࢀࠊ








Studies I ࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
9.ࢥ࣮ࣃࢫ◊✲ࡢᬑཬࡢࡓࡵ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝࠖ࡟ࡼࡿ᳨⣴࡜㞟ィ
̿ࠖࢆ 9᭶㸦኱㜰㸧ࠊ2᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋ 
㸦㸰㸧◊✲ᐇ᪋యไ➼࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
10.ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࠶ࡿࠋ 







1.ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
2.ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ5సရࠊ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 2017ᖺ 3᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
3.ࠕዉⰋ᫬௦⦅Ϩ୓ⴥ㞟ࠖ࠾ࡼࡧࠕᐊ⏫᫬௦⦅ϩ࢟ࣜࢩࢱࣥ㈨ᩱࠖࢆᩚഛࡋࠊᖹᡂ 29ᖺᗘ࡟බ㛤ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆணᐃ
㏻ࡾ⾜ࡗࡓࠋ 
4.᪥ᮏㄒᏛ఍᫓Ꮨ኱఍㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔኱Ꮫ㸧࡟࠾࠸࡚ࠊ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ
㢟̿ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢆࡵࡊࡋ࡚̿ࠖࢆ㛤ദࡋ⣙ 80ྡࡀཧຍࡋࡓࠋ 
5. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘฼⏝ࡢㅮ⩦఍࡜ࡋ࡚ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛ࠖࢆ 9
᭶࡟኱㜰࡛⾜࠸ 18ྡࡀཧຍࠊ2017ᖺ 2᭶࡟ᮾி࡛㛤ദࡋ 32ྡࡀཧຍࡋࡓࠋ 
6.௒ᚋ 3᭶ 11᪥࡟ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2017 ࢆබ㛤࡛㛤ദࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ 78ྡ㸧ࠋ 
7.ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᬑཬάືࢆ⾜࠺࡜࡜ࡶ࡟ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚୰⣡ゝࡢ࣮ࣘࢨⓏ㘓ࢆ࢙࢘ࣈ࡛
ཷࡅ௜ࡅࡿࢩࢫࢸ࣒ࢆᑟධࡋࠊ฼⏝ࡋࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛࡋࡓࡇ࡜࡛ࠊ2016 ᖺ 4᭶㹼12᭶ࡔࡅ࡛ 2,050 ྡ௨ୖ
ࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࢨ࣮ࡀ࠶ࡾࠊィ⣙ 2,700ྡ࡜࡞ࡗࡓ㸦2016ᖺ 12᭶⌧ᅾ㸧ࠋ 
8.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡣ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡟࠾࠸࡚ᗈࡃཧ↷ࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊࡇࢀࢆ┤᥋฼⏝ࡋࡓ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫ఍ண✏












1. ࢥ࣮ࣃࢫࢆά⏝ࡋࡓ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢᑐ㇟ࢆᣑ኱ࡍࡿࡓࡵ࡟ࠗࠊ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࡢ࠘ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ vࠖer. 1.0
㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࠊ࠾ࡼࡧࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ ࠖࠕᾏ㐨グ ࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑி኱ኵ㞟 ࠖࠕ࡜





4㸬ࢥ࣮ࣃࢫά⏝⌜ࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿ඲యࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲఍࡜ࡋ࡚ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2017ࢆ 3᭶ 11᪥࡟㛤ദ
ࡋࠊ18௳ࡢ◊✲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 8௳ࠊ࣏ࢫࢱ࣮Ⓨ⾲ 10௳㸧ࢆ⾜ࡗࡓ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78ྡ㸧ࠋ 
5.ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏࡜ά⏝࡟ࡘ࠸࡚ᗈ࠸ど㔝࠿ࡽࡢ᳨ウࢆ⾜࠺ࡓࡵ࡟ࠊ᪉ゝ࣭᪥ᖖ఍ヰ࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏ࢆ⾜࠺






࣮ࢡࢩࣙࢵࣉ࣭බ㛤◊✲఍ࢆ 2 ᅇ௨ୖࠊᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ 1 ᅇ㛤ദࡋࠊ᭩⡠ 1 ෉ࢆห⾜ࡍࡿࠋࡲࡓࠊࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య
࡜ࡋ୍࡚⯡ྥࡅࡢ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛࢆ 1ᅇ㛤ദࡍࡿࠋ 
 ᖹᡂ 31ᖺᗘ䠄䠐ᖺ┠䠅 
࣭ࠕ࿴ḷ㞟⦅㸦ඵ௦㞟㸧ࠖࠊࠕዉⰋ᫬௦⦅ϩᐉ࿨ࠖࢆබ㛤ࠋ 







ࣃࢫά⏝⌜ࡣࠊᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ 1ᅇ㛤ദࡋࠊ◊✲ㄽᩥ㞟ࢆ 1෉௨ୖฟ∧ࡍࡿࠋ 
 ᖹᡂ 33ᖺᗘ䠄䠒ᖺ┠䠅 





7. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘࡜ࡑࡢ㛵㐃◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࠗࠊ ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡟࠾࠸࡚ⓑⓒྜዪ
Ꮚ኱Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ࡟ࡼࡾࠕ2014ᖺ 3᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡟ࡼࡾ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫࠕᖹᏳ᫬௦⦅᏶ᡂ∧ ࠖࡀබ㛤ࡉࢀࠊ








Studies Iࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
9.ࢥ࣮ࣃࢫ◊✲ࡢᬑཬࡢࡓࡵ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝࠖ࡟ࡼࡿ᳨⣴࡜㞟ィ
̿ࠖࢆ 9᭶㸦኱㜰㸧ࠊ2᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋ 
㸦㸰㸧◊✲ᐇ᪋యไ➼࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
10.ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࠶ࡿࠋ 







1.ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
2.ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ5సရࠊ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 2017ᖺ 3᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
3.ࠕዉⰋ᫬௦⦅Ϩ୓ⴥ㞟ࠖ࠾ࡼࡧࠕᐊ⏫᫬௦⦅ϩ࢟ࣜࢩࢱࣥ㈨ᩱࠖࢆᩚഛࡋࠊᖹᡂ 29ᖺᗘ࡟බ㛤ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆணᐃ
㏻ࡾ⾜ࡗࡓࠋ 
4.᪥ᮏㄒᏛ఍᫓Ꮨ኱఍㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔኱Ꮫ㸧࡟࠾࠸࡚ࠊ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ
㢟̿ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢆࡵࡊࡋ࡚̿ࠖࢆ㛤ദࡋ⣙ 80ྡࡀཧຍࡋࡓࠋ 
5. ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘฼⏝ࡢㅮ⩦఍࡜ࡋ࡚ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛ࠖࢆ 9
᭶࡟኱㜰࡛⾜࠸ 18ྡࡀཧຍࠊ2017ᖺ 2᭶࡟ᮾி࡛㛤ദࡋ 32ྡࡀཧຍࡋࡓࠋ 
6.௒ᚋ 3᭶ 11᪥࡟ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2017 ࢆබ㛤࡛㛤ദࡋࡓ㸦ཧຍ⪅ 78ྡ㸧ࠋ 
7.ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᬑཬάືࢆ⾜࠺࡜࡜ࡶ࡟ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚୰⣡ゝࡢ࣮ࣘࢨⓏ㘓ࢆ࢙࢘ࣈ࡛
ཷࡅ௜ࡅࡿࢩࢫࢸ࣒ࢆᑟධࡋࠊ฼⏝ࡋࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛࡋࡓࡇ࡜࡛ࠊ2016 ᖺ 4᭶㹼12᭶ࡔࡅ࡛ 2,050 ྡ௨ୖ
ࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࢨ࣮ࡀ࠶ࡾࠊィ⣙ 2,700ྡ࡜࡞ࡗࡓ㸦2016ᖺ 12᭶⌧ᅾ㸧ࠋ 
8.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡣ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡟࠾࠸࡚ᗈࡃཧ↷ࡉࢀ࡚࠾ࡾࠊࡇࢀࢆ┤᥋฼⏝ࡋࡓ◊✲ㄽᩥ㸦Ꮫ఍ண✏












1. ࢥ࣮ࣃࢫࢆά⏝ࡋࡓ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢᑐ㇟ࢆᣑ኱ࡍࡿࡓࡵ࡟ࠗࠊ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ ࡢ࠘ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ vࠖer. 1.0
㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࠊ࠾ࡼࡧࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ࠖࠕᮾ㛵⣖⾜ ࠖࠕᾏ㐨グ ࠖࠕᘓ♩㛛㝔ྑி኱ኵ㞟 ࠖࠕ࡜





4㸬ࢥ࣮ࣃࢫά⏝⌜ࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿ඲యࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲఍࡜ࡋ࡚ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ 2017ࢆ 3᭶ 11᪥࡟㛤ദ
ࡋࠊ18௳ࡢ◊✲Ⓨ⾲㸦ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 8௳ࠊ࣏ࢫࢱ࣮Ⓨ⾲ 10௳㸧ࢆ⾜ࡗࡓ㸦ཧຍ⪅ᩘ 78ྡ㸧ࠋ 
5.ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏࡜ά⏝࡟ࡘ࠸࡚ᗈ࠸ど㔝࠿ࡽࡢ᳨ウࢆ⾜࠺ࡓࡵ࡟ࠊ᪉ゝ࣭᪥ᖖ఍ヰ࣭᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏ࢆ⾜࠺






࣮ࢡࢩࣙࢵࣉ࣭බ㛤◊✲఍ࢆ 2 ᅇ௨ୖࠊᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ 1 ᅇ㛤ദࡋࠊ᭩⡠ 1 ෉ࢆห⾜ࡍࡿࠋࡲࡓࠊࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲య
࡜ࡋ୍࡚⯡ྥࡅࡢ NINJALࣇ࢛࣮࣒ࣛࢆ 1ᅇ㛤ദࡍࡿࠋ 
 ᖹᡂ 31ᖺᗘ䠄䠐ᖺ┠䠅 
࣭ࠕ࿴ḷ㞟⦅㸦ඵ௦㞟㸧ࠖࠊࠕዉⰋ᫬௦⦅ϩᐉ࿨ࠖࢆබ㛤ࠋ 







ࣃࢫά⏝⌜ࡣࠊᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࢆ 1ᅇ㛤ദࡋࠊ◊✲ㄽᩥ㞟ࢆ 1෉௨ୖฟ∧ࡍࡿࠋ 
 ᖹᡂ 33ᖺᗘ䠄䠒ᖺ┠䠅 






























ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘࡜ࡑࡢ㛵㐃◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࠊࠗ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12 ᕳ 3ྕ p.32㸧࡟࠾࠸࡚ⓑⓒྜዪᏊ
኱Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ࡟ࡼࡾࠕ2014 ᖺ 3 ᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡟ࡼࡾ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫࠕᖹᏳ᫬௦⦅᏶ᡂ∧ࠖࡀබ㛤ࡉࢀࠊ





ࡢ◊✲࠘➨ 12ᕳ 4ྕ 2016 ᖺ 10᭶㸧࡛ࡶࠊࠕᮏ᭩࡛ᴫ␎ࡀ㏙࡭ࡽࢀࠊᛂ⏝஦౛ࡢ♧ࡉࢀࡓࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢ᏶
ᡂࡣ᪥ᮏㄒ◊✲ྐࡢ᫬௦ࢆ⏬ࡍࡿฟ᮶஦࡜࡞ࡿ࡛࠶ࢁ࠺ࠖࠋ㸦p.158㸧࡜ホ౯ࡉࢀࡓࠋ 
ࢥ࣮ࣃࢫࢆά⏝ࡍࡿᩍ⫱ࣉࣟࢢ࣒ࣛ࡜ࡋ࡚ࠊ㐃ᦠ኱Ꮫ㝔࡛࠶ࡿᮾிእᅜㄒ኱Ꮫᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉࡟࠾࠸ ࡚ࠕJapan Studies 
Iࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 


























ࣥࢼࣞࢵࢪࠕ᪂⦅᪥ᮏྂ඾ᩥᏛ඲㞟 ࡜ࠖࡢࢲ࢖ࣞࢡࢺࣜࣥࢡࢆᐇ⌧ࡋࡓ㸦11᭶㸧ࠋࡲࡓࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ ࡜ࠖ JKBooks
ࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീ࡜ࡢࣜࣥࢡࢆ⾜ࡗࡓ㸦10᭶㸧ࠋ 
2.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࢆᣑ඘ࡋ࢖ࣥࢱ࣮ࢿࢵࢺୖ࡛↓ൾ࡟୍࡚⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 










3. ࢜ࢵࢡࢫࣇ࢛࣮ࢻ኱Ꮫࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࢆ 1ྡ≉ูඹྠ฼⏝◊✲ဨ࡜ࡋ࡚ཷࡅධࢀᣦᑟࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
4.ྎ‴ࡢᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ࡟࠾࠸࡚ NINJAL ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ࠖ࡜ࡋ࡚ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢㅮ⩦





























ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘࡜ࡑࡢ㛵㐃◊✲࡟ࡘ࠸࡚ࠊࠗ᪥ᮏㄒࡢ◊✲࠘Ꮫ⏺ᒎᮃ㸦➨ 12ᕳ 3ྕ p.32㸧࡟࠾࠸࡚ⓑⓒྜዪᏊ
኱Ꮫ୰㔛⌮Ꮚᩍᤵ࡟ࡼࡾࠕ2014 ᖺ 3 ᭶ࠊᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡟ࡼࡾ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫࠕᖹᏳ᫬௦⦅᏶ᡂ∧ࠖࡀබ㛤ࡉࢀࠊ





ࡢ◊✲࠘➨ 12ᕳ 4ྕ 2016 ᖺ 10᭶㸧࡛ࡶࠊࠕᮏ᭩࡛ᴫ␎ࡀ㏙࡭ࡽࢀࠊᛂ⏝஦౛ࡢ♧ࡉࢀࡓࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢ᏶
ᡂࡣ᪥ᮏㄒ◊✲ྐࡢ᫬௦ࢆ⏬ࡍࡿฟ᮶஦࡜࡞ࡿ࡛࠶ࢁ࠺ࠖࠋ㸦p.158㸧࡜ホ౯ࡉࢀࡓࠋ 
ࢥ࣮ࣃࢫࢆά⏝ࡍࡿᩍ⫱ࣉࣟࢢ࣒ࣛ࡜ࡋ࡚ࠊ㐃ᦠ኱Ꮫ㝔࡛࠶ࡿᮾிእᅜㄒ኱Ꮫᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉࡟࠾࠸ ࡚ࠕJapan Studies 
Iࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 


























ࣥࢼࣞࢵࢪࠕ᪂⦅᪥ᮏྂ඾ᩥᏛ඲㞟 ࡜ࠖࡢࢲ࢖ࣞࢡࢺࣜࣥࢡࢆᐇ⌧ࡋࡓ㸦11᭶㸧ࠋࡲࡓࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ ࡜ࠖ JKBooks
ࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീ࡜ࡢࣜࣥࢡࢆ⾜ࡗࡓ㸦10᭶㸧ࠋ 
2.ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࢆᣑ඘ࡋ࢖ࣥࢱ࣮ࢿࢵࢺୖ࡛↓ൾ࡟୍࡚⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 










3. ࢜ࢵࢡࢫࣇ࢛࣮ࢻ኱Ꮫࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࢆ 1ྡ≉ูඹྠ฼⏝◊✲ဨ࡜ࡋ࡚ཷࡅධࢀᣦᑟࢆ⾜ࡗࡓࠋ 
4.ྎ‴ࡢᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ࡟࠾࠸࡚ NINJAL ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ࠖ࡜ࡋ࡚ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢㅮ⩦
















ࣥࢼࣞࢵࢪࠕ᪂⦅᪥ᮏྂ඾ᩥᏛ඲㞟 ࡜ࠖࡢࢲ࢖ࣞࢡࢺࣜࣥࢡࢆᐇ⌧ࡋࡓ㸦11᭶㸧ࠋࡲࡓࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ ࡜ࠖ JKBooks
ࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീ࡜ࡢࣜࣥࢡࢆ⾜ࡗࡓ㸦10᭶㸧ࠋ 
ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࢆᣑ඘ࡋ࢖ࣥࢱ࣮ࢿࢵࢺୖ࡛↓ൾ࡟୍࡚⯡බ㛤ࡋࡓ࡯࠿ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚ᙧែ

























ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࠊࢥ࣮







ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࢆ 2016ᖺ 10᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ
㸦5సရࠊ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 2017 ᖺ 3᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
᪥ᮏㄒᏛ఍᫓Ꮨ኱఍㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔኱Ꮫ㸧࡟࠾࠸࡚ࠊ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ㢟
̿ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢆࡵࡊࡋ࡚̿ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ 
ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᬑཬάືࢆ⾜࠺࡜࡜ࡶ࡟ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚฼⏝ࡋࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛ












Studies Iࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
ࡲࡓࠊࢥ࣮ࣃࢫ◊✲ࡢᬑཬࡢࡓࡵ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝࠖ࡟ࡼࡿ᳨⣴࡜
㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦኱㜰㸧ࠊ2᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋ 

























ࣥࢼࣞࢵࢪࠕ᪂⦅᪥ᮏྂ඾ᩥᏛ඲㞟 ࡜ࠖࡢࢲ࢖ࣞࢡࢺࣜࣥࢡࢆᐇ⌧ࡋࡓ㸦11᭶㸧ࠋࡲࡓࠊࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅ ࡜ࠖ JKBooks
ࠕኴ㝧ࠖᮏᩥ⏬ീ࡜ࡢࣜࣥࢡࢆ⾜ࡗࡓ㸦10᭶㸧ࠋ 
ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࢆᣑ඘ࡋ࢖ࣥࢱ࣮ࢿࢵࢺୖ࡛↓ൾ࡟୍࡚⯡බ㛤ࡋࡓ࡯࠿ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚ᙧែ

























ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ㛵㸧࡛࠶ࡿࠋࡲࡓࠊࢥ࣮







ࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400୓ㄒ 㸧ࢆ 2016 ᖺ 10᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋࡉࡽ࡟ࠊࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ࠖ
㸦5సရࠊ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 2017 ᖺ 3᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
᪥ᮏㄒᏛ఍᫓Ꮨ኱఍㸦2016 ᖺ 5᭶ࠊᏛ⩦㝔኱Ꮫ㸧࡟࠾࠸࡚ࠊ࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ㢟
̿ࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫࠖࢆࡵࡊࡋ࡚̿ࠖࢆ㛤ദࡋࡓࠋ 
ࠗ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᬑཬάືࢆ⾜࠺࡜࡜ࡶ࡟ࠊࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡜༠ຊࡋ࡚฼⏝ࡋࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛ












Studies I ࢥ࣮ࣃࢫ᪥ᮏㄒᏛධ㛛 ࠖࠕJapan Studies II ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ࠖࡢᤵᴗࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
ࡲࡓࠊࢥ࣮ࣃࢫ◊✲ࡢᬑཬࡢࡓࡵ NINJALࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ㛛 ̿ࠕ୰⣡ゝࠖ࡟ࡼࡿ᳨⣴࡜
㞟ィ̿ࠖࢆ 9᭶㸦኱㜰㸧ࠊ2᭶㸦ᮾி㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋ 





























ྠࢥ࣮ࣃࢫࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࢨࡀ 28 ᖺ㸲᭶࠿ࡽ 12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ྡࢆ㉺࠼ࡓࡇ࡜ࠊࡲࡓࠊᮏࢥ࣮ࣃ








ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ





























ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ୓ㄒ 㸧ࠊ࡞ࡽࡧ࡟ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ࠖࠕᮾ






ࡓඹྠ◊✲ဨࡀ 56ྡ࡟㐩ࡋࠊᡂᯝࡀㄽᩥ࡛ 56௳ࠊ◊✲Ⓨ⾲࡛ 79௳࡟ཬࢇ࡛࠸ࡿࡇ࡜ࡣࠊᴟࡵ࡚᪲
┒࡞◊✲άື࡜ࡑࡢᡂᯝ࡛࠶ࡗࡓ࡜ホ౯࡛ࡁࡿࠋ 




ࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛࡋࡓࡇ࡜࡛ࠊ4 ᭶㹼12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ྡ࡟࠸ࡓࡿ࣮ࣘࢨࢆᚓࡓࡇ࡜ࡣࠊ
ඹྠ฼⏝ࡢᐇ⦼࡜ࡋ࡚ホ౯࡛ࡁࡿࠋࡉࡽ࡟ࠊᮏࢥ࣮ࣃࢫࡣ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡟࠾࠸࡚ᗈࡃཧ↷ࡉ



























ྠࢥ࣮ࣃࢫࡢ᪂つⓏ㘓࣮ࣘࢨࡀ 28 ᖺ㸲᭶࠿ࡽ 12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ྡࢆ㉺࠼ࡓࡇ࡜ࠊࡲࡓࠊᮏࢥ࣮ࣃ








ඹྠ◊✲ဨࡣ 56ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 5ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 33㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫࡣ 4ᶵ





























ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙ 1,400 ୓ㄒ 㸧ࠊ࡞ࡽࡧ࡟ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖࠕ༑භኪ᪥グ ࠖࠕᮾ






ࡓඹྠ◊✲ဨࡀ 56ྡ࡟㐩ࡋࠊᡂᯝࡀㄽᩥ࡛ 56௳ࠊ◊✲Ⓨ⾲࡛ 79௳࡟ཬࢇ࡛࠸ࡿࡇ࡜ࡣࠊᴟࡵ࡚᪲
┒࡞◊✲άື࡜ࡑࡢᡂᯝ࡛࠶ࡗࡓ࡜ホ౯࡛ࡁࡿࠋ 




ࡸࡍ࠸Ⓩ㘓ࢩࢫࢸ࣒ࢆᩚഛࡋࡓࡇ࡜࡛ࠊ4 ᭶㹼12 ᭶ࡢ㛫࡛ 2,700 ྡ࡟࠸ࡓࡿ࣮ࣘࢨࢆᚓࡓࡇ࡜ࡣࠊ
ඹྠ฼⏝ࡢᐇ⦼࡜ࡋ࡚ホ౯࡛ࡁࡿࠋࡉࡽ࡟ࠊᮏࢥ࣮ࣃࢫࡣ᪥ᮏㄒྐ◊✲ࡢศ㔝࡟࠾࠸࡚ᗈࡃཧ↷ࡉ












































































































































































































































































































సᴗ䜢⾜䛔䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200᫬㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍䞊බ㛤 50᫬㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹䜎䛯䚸䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮
ⓗ䛺ၥ㢟➼䛻䛴䛔䛶䚸⚟஭೺⟇ᘚㆤኈ䠄ⴭసᶒἲᚊ䚸ⱁ⾡䞉ᩥ໬ἲ䜢ᑓ㛛䠅䛻㠃఍䛧䛶┦ㄯ䛧䚸බ㛤䛾䛯䜑䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 









x䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻
୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 
2.᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䜢ྵ䜐ྛ✀䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ᪉㔪䛺䛹䛻䛴䛔䛶◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞊䛾ពぢ䜢཰㞟䛧䛶᪉㔪䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑
䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 133ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸኱Ꮫ㝔⏕ 15
ே䚸Ꮫ⏕ 4ே䠅䚹䜎䛯䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䜢 2017
ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 111ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸኱Ꮫ㝔⏕ 10ே䚸Ꮫ⏕ 2ே䠅䚹᭦䛻䚸᪉ゝ䞉Ṕྐ䞉Ꮫ⩦⪅䝁䞊
䝟䝇䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸㐃ᦠ䛧䛶䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3
᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ⏕ 13ே䠅䚹 
3.䝁䞊䝟䝇ゝㄒᏛศ㔝䛾ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻䚸➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦఍䞉୰⣡ゝㅮ⩦఍䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶





6.ඹྠ◊✲ဨ䛿 32ே䠄䛖䛱኱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ᣺PD1ே䠅䚸ඹྠ◊✲ဨ䛾ᡤᒓᶵ㛵ᩘ䛿 16䠄䛖䛱እᅜ䛾኱Ꮫ䞉◊✲ᡤ䛿 11䠅䛷䛒䜛䚹 





















[BCCWJⓎヰ⪅᝟ሗ]  ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥ⥅⥆ 
᪤Ꮡࢹ࣮ࢱࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿணഛ◊✲ࢆ᥎㐍 















[BCCWJⓎヰ⪅᝟ሗ]  ᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒ᩚഛ㛤ጞ 
᪤Ꮡࢹ࣮ࢱ࡟ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᩚഛࢹ࣮ࢱࢆຍ࠼࡚◊✲ࢆᒎ㛤 


















































సᴗ䜢⾜䛔䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200᫬㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍䞊බ㛤 50᫬㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹䜎䛯䚸䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮
ⓗ䛺ၥ㢟➼䛻䛴䛔䛶䚸⚟஭೺⟇ᘚㆤኈ䠄ⴭసᶒἲᚊ䚸ⱁ⾡䞉ᩥ໬ἲ䜢ᑓ㛛䠅䛻㠃఍䛧䛶┦ㄯ䛧䚸බ㛤䛾䛯䜑䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 









x䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻
୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 
2.᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䜢ྵ䜐ྛ✀䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾タィ᪉㔪䛺䛹䛻䛴䛔䛶◊✲⪅䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞊䛾ពぢ䜢཰㞟䛧䛶᪉㔪䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑
䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 133ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸኱Ꮫ㝔⏕ 15
ே䚸Ꮫ⏕ 4ே䠅䚹䜎䛯䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑䛻䚸䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䜢 2017
ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄ཧຍ⪅ 111ே䚸䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸኱Ꮫ㝔⏕ 10ே䚸Ꮫ⏕ 2ே䠅䚹᭦䛻䚸᪉ゝ䞉Ṕྐ䞉Ꮫ⩦⪅䝁䞊
䝟䝇䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸㐃ᦠ䛧䛶䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3
᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䠄䛖䛱ᅜእᶵ㛵ᡤᒓ⪅ 1ே䚸Ꮫ⏕ 13ே䠅䚹 
3.䝁䞊䝟䝇ゝㄒᏛศ㔝䛾ேᮦ䜢⫱ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻䚸➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦఍䞉୰⣡ゝㅮ⩦఍䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶





6.ඹྠ◊✲ဨ䛿 32ே䠄䛖䛱኱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ᣺PD1ே䠅䚸ඹྠ◊✲ဨ䛾ᡤᒓᶵ㛵ᩘ䛿 16䠄䛖䛱እᅜ䛾኱Ꮫ䞉◊✲ᡤ䛿 11䠅䛷䛒䜛䚹 





















[BCCWJⓎヰ⪅᝟ሗ]  ࢔ࣀࢸ࣮ࢩࣙࣥ⥅⥆ 
᪤Ꮡࢹ࣮ࢱࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿணഛ◊✲ࢆ᥎㐍 















[BCCWJⓎヰ⪅᝟ሗ]  ᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒ᩚഛ㛤ጞ 
᪤Ꮡࢹ࣮ࢱ࡟ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᩚഛࢹ࣮ࢱࢆຍ࠼࡚◊✲ࢆᒎ㛤 





















































xඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖(᪥ᮏᏛ⾡᣺⯆఍䛸 Academy of Finland: ஧ᅜ㛫ඹྠ஦ᴗ)䛂఍ヰ䛻
䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦஫⾜Ⅽ䛾䛂༢఩䛃䠖」ᩘゝㄒ䛛䜙䛾๰Ⓨⓗ䜰䝥䝻䞊䝏䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢఩䛺䛹䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾௙ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟
䛧䛯䚹 






























1. 䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190᫬㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢཰㘓䛧䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200᫬㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍
䞊බ㛤 50᫬㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 
2. 䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅14୓ㄒ䛻ᙧែㄽ᝟ሗ䜢௜୚䛧䚸2016ᖺ 12᭶ 14᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃඲ᩥ᳨⣴䝅
䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ⿦䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 
3. 䛄᫛࿴ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50᫬㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25᫬㛫䠅䛾ᩥᏐ໬䜢᏶஢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 
4. 䛄ᅜ఍఍㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸䠄11106఍㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶ 24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺ
᝟ሗ䜢௜୚䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 
5. 䛄BCCWJ䛅఍ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅᝟ሗ௜୚సᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊஢䛧䛯䚹 
6. 䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸඲ᩥ᳨⣴
䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲฼⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 
7. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻
୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 
8.䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑
䛻䚸බ㛤◊✲Ⓨ⾲఍䛻ኚ䛘䛶䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II 䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䜎䛯䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴
䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 
9.➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦఍䞉୰⣡ゝㅮ⩦఍䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䜢 2017ᖺ 3᭶
1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 
10. ୖグ䛻ᇶ䛵䛝䚸ㄽᩥ 17௳䚸ሗ࿌᭩ 1෉䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3✀ 4௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 100௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 
䛄ᅜ఍఍㆟㘓䛅䛿⤒ᖺኚ໬䞉䝺䝆䝇䝍䞊◊✲䛻䛚䛔䛶䚸䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛿఍ヰ◊✲䞉᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲䛻䛚䛔䛶ᗈ䛟฼⏝䛥䜜䛶








x኱Ꮫ⏕ 4ྡ䚸኱Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䜔䛭䜜䛻ᇶ䛵䛟ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 
㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
x኱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ᣺ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 
xⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ໅◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 
xⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢᥼ຓ䛧䛯䚹 
















xඹྠ◊✲ဨ䛾㕥ᮌுᏊẶ䛜௦⾲䜢䛴䛸䜑䜛ᅜ㝿䝥䝻䝆䜵䜽䝖(᪥ᮏᏛ⾡᣺⯆఍䛸 Academy of Finland: ஧ᅜ㛫ඹྠ஦ᴗ)䛂఍ヰ䛻
䛚䛡䜛ゝㄒ䛸┦஫⾜Ⅽ䛾䛂༢఩䛃䠖」ᩘゝㄒ䛛䜙䛾๰Ⓨⓗ䜰䝥䝻䞊䝏䛃䛸㐃ᦠ䛧䚸Ⓨヰ༢఩䛺䛹䜰䝜䝔䞊䝅䝵䞁䛾௙ᵝ䛻䛴䛔䛶༠㆟
䛧䛯䚹 






























1. 䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛾䝕䞊䝍䛸䛧䛶 190᫬㛫䠄ᘏ䜉ヰ⪅ᩘ 793ྡ䠅䜢཰㘓䛧䚸ᖹᡂ 33ᖺᗘ䛾ᮏබ㛤 200᫬㛫䠄30ᖺᗘ䛾䝰䝙䝍
䞊බ㛤 50᫬㛫䠅䛾‽ഛ䜢㐍䜑䛯䚹 
2. 䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅14୓ㄒ䛻ᙧែㄽ᝟ሗ䜢௜୚䛧䚸2016ᖺ 12᭶ 14᪥䛻䜸䞁䝷䜲䞁᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛄୰⣡ゝ䛅䛚䜘䜃඲ᩥ᳨⣴䝅
䝇䝔䝮䛄䜂䜎䜟䜚䛅䛻䛶බ㛤䛧䛯䚹䛄୰⣡ゝ䛅䛾ᐇ⿦䛿䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷㐍䜑䛯䚹 
3. 䛄᫛࿴ヰ䛧ゝⴥ䝕䞊䝍䛅50᫬㛫䠄⊂ヰ䞉ᑐヰྛ 25᫬㛫䠅䛾ᩥᏐ໬䜢᏶஢䛥䛫䛯ୖ䛷䚸㡢ኌ䜈䛾䜰䝷䜲䝯䞁䝖సᴗ䛻╔ᡭ䛧䛯䚹 
4. 䛄ᅜ఍఍㆟㘓᳨⣴䝅䝇䝔䝮䛅䜂䜎䜟䜚∧䛸䛧䛶䚸䠄11106఍㆟䚸4.5൨Ꮠ䠅䜢ᩚഛ䛧䚸㛤Ⓨ∧䜢 2016ᖺ 5᭶ 24᪥䛻䚸Ⓨゝ⪅䛾⏕ᖺ
᝟ሗ䜢௜୚䛧䛯ᣑᙇ∧䜢 2016ᖺ 12᭶ 8᪥䛻බ㛤䛧䛯䚹 
5. 䛄BCCWJ䛅఍ヰᩥ䜈䛾ヰ⪅᝟ሗ௜୚సᴗ䜢㐍䜑䚸1930䝃䞁䝥䝹䠄ᑠㄝ䛾 39%䠅䛜⤊஢䛧䛯䚹 
6. 䛄ዪᛶ䛾䛣䛸䜀䞉⏨ᛶ䛾䛣䛸䜀䌦⫋ሙ⦅䌦䛅䠄䜂䛴䛨᭩ᡣ䠅䛾㌿グ䝔䜻䝇䝖䜢䚸ฟ∧♫䛾チㅙ䜢ᚓ䛶ᙧែ⣲ゎᯒ䛧䛯ୖ䛷䚸඲ᩥ᳨⣴
䝅䝇䝔䝮䛂䜂䜎䜟䜚䛃䛷◊✲฼⏝䛷䛝䜛䜘䛖ᩚഛ䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝯䞁䝞䞊䛻㝈ᐃ䛧䛶ෆ㒊බ㛤䛧䛯䚹 
7. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅୰⣡ゝ∧䜢䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊䛸ඹྠ䛷ᵓ⠏䛧䚸2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻ヨ㦂බ㛤䜢䚸2017ᖺ 3᭶䛻
୍⯡බ㛤䜢⾜䛳䛯䚹 
8.䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I䜢 2016ᖺ 9᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䝕䞊䝍බ㛤䛻క䛖೔⌮ⓗၥ㢟䛻㛵䛩䜛ពぢ䜢㞟⣙䛩䜛䛯䜑
䛻䚸බ㛤◊✲Ⓨ⾲఍䛻ኚ䛘䛶䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II 䜢 2017ᖺ 3᭶ 1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹䜎䛯䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴
䝮䛂䝁䞊䝟䝇䛻ぢ䜛᪥ᮏㄒ䛾䝞䝸䜶䞊䝅䝵䞁-ຓモ䛾䛩䛜䛯-䛃䜢 2017ᖺ 3᭶ 9᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 
9.➨ 1ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䠄䜂䜎䜟䜚ㅮ⩦఍䞉୰⣡ゝㅮ⩦఍䛾䠎䝁䞊䝇䠅䜢 2016ᖺ 9᭶䠍᪥䛻䚸➨ 2ᅇ䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍䜢 2017ᖺ 3᭶
1᪥䛻㛤ദ䛧䛯䚹 
10. ୖグ䛻ᇶ䛵䛝䚸ㄽᩥ 17௳䚸ሗ࿌᭩ 1෉䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3✀ 4௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 100௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 
䛄ᅜ఍఍㆟㘓䛅䛿⤒ᖺኚ໬䞉䝺䝆䝇䝍䞊◊✲䛻䛚䛔䛶䚸䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䛿఍ヰ◊✲䞉᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲䛻䛚䛔䛶ᗈ䛟฼⏝䛥䜜䛶








x኱Ꮫ⏕ 4ྡ䚸኱Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䜔䛭䜜䛻ᇶ䛵䛟ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 
㸦㸰㸧ேᮦ⫱ᡂ࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
x኱Ꮫ㝔⏕ 1ே䚸Ꮫ᣺ PD 1ே䜢ඹྠ◊✲ဨ䛸䛧䛶䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 
xⱝᡭ◊✲⪅䜢㠀ᖖ໅◊✲ဨ䛸䛧䛶 6ே㞠⏝䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧ⏬䛥䛫䛯䚹 
xⱝᡭ◊✲⪅ 2ྡ䛻ᑐ䛧◊✲Ⓨ⾲䛾⤒㈝䜢᥼ຓ䛧䛯䚹 














































䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㅮ⩦఍䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 











䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 
䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㅮ⩦఍䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㄽᩥ 14௳䚸ሗ࿌᭩ 1෉䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 44௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 
䛄ᅜ఍఍㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 209௳䚸䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 64௳䛾฼⏝䛜䛒䛳䛯䚹 
㸱㸬ᩍ⫱࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
x኱Ꮫ⏕ 4ྡ䚸኱Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䞉ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 
























































䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㅮ⩦఍䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 











䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅I 䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸133ྡཧຍ䠅 
䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛄᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅II䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䠄2017ᖺ 3᭶ 9᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㅮ⩦఍䜢ḟ䛾㏻䜚㛤ദ䛧䛯䚹 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ I䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2016ᖺ 9᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䚸27ྡཧຍ䠅 
䞉䝁䞊䝟䝇ㅮ⩦఍ II䠄2 䝁䞊䝇䠅䠄2017ᖺ 3᭶ 1᪥䚸ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䠅 
ㄽᩥ 14௳䚸ሗ࿌᭩ 1෉䚸䝕䞊䝍䝧䞊䝇 3௳䜢බ㛤䛧䛯䚹䜎䛯 44௳䛾◊✲Ⓨ⾲䞉ㅮ₇䜢⾜䛳䛯䚹 
䛄ᅜ఍఍㆟㘓䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 209௳䚸䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䜂䜎䜟䜚∧䛿 64௳䛾฼⏝䛜䛒䛳䛯䚹 
㸱㸬ᩍ⫱࡟㛵ࡍࡿィ⏬ 
x኱Ꮫ⏕ 4ྡ䚸኱Ꮫ㝔⏕ 2ྡ䜢䝁䞊䝟䝇ᵓ⠏䞉ヰ䛧ゝⴥ◊✲䛻ཧຍ䛥䛫䛯䚹 


























ඹྠ◊✲ဨ 32 ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ࠊᏛ᣺ PD ࣇ࢙࣮ࣟྛ 1 ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 16 ᶵ㛵










ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ(1)ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺඹྠ◊✲ဨ㸦኱Ꮫ㝔⏕࣭ Ꮫ᣺ PDࣇ࢙࣮ࣟྛ 1ྡ㸧ࠊ







































◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊㄽᩥ 14 ௳ࠊሗ࿌᭩㸯෉ࠊⓎ⾲࣭ㅮ₇ 44 ௳ࠊࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ


























ඹྠ◊✲ဨ 32 ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ࠊᏛ᣺ PD ࣇ࢙࣮ࣟྛ 1 ྡ㸧ࠊඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 16 ᶵ㛵










ⱝᡭ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ(1)ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺඹྠ◊✲ဨ㸦኱Ꮫ㝔⏕࣭ Ꮫ᣺ PDࣇ࢙࣮ࣟྛ 1ྡ㸧ࠊ







































◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊㄽᩥ 14 ௳ࠊሗ࿌᭩㸯෉ࠊⓎ⾲࣭ㅮ₇ 44 ௳ࠊࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡢ




























































































































































࡛࠶ࡿࠕBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ 
2. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂ࡍࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥
ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࡛࠶ࡿࠕI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ
Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ2016ᖺ 5᭶ 9᪥࡟㸪᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒࡛࠶ࡿ I-JAS୰⣡ゝ࡜࡜ࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡜
ࡋ࡚ 225ྡศࡢⓎヰࢹ࣮ࢱ㸪࠾ࡼࡧ 145ྡศࡢసᩥࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋࡓࠋ 
3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢᐇែࢆゎ᫂ࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ᩥ⬦᝟ሗࢆ⏝࠸ࡓᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ㄪᰝࢆ୰ᅜ࡜࣋ࢺࢼ࣒࡛ィ 3
ᅇᐇ᪋ࡋࡓࠋㄪᰝᑐ㇟⪅ࡣ㸪୰ᅜအ∞὾ㄪᰝ㸦2016ᖺ 6᭶ 1᪥㹼5᪥㸧࡛ࡣ㯮❳Ụ኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 37ྡ㸪࣋
ࢺࢼ࣒ࣁࣀ࢖ㄪᰝ㸦2016 ᖺ 8᭶ 23㹼25᪥࠾ࡼࡧ 2016 ᖺ 8᭶ 29᪥㹼9᭶ 14᪥㸧࡛ࡣࣁࣀ࢖ᅜᐙ኱Ꮫ᪥ᮏㄒゝㄒᩥ໬Ꮫ
㒊ࡢᏛ㒊⏕ 60ྡ㸪୰ᅜ㟷ᓥㄪᰝ㸦2016ᖺ 11᭶ 13᪥㹼16᪥㸪୰ᅜ㟷ᓥ኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 26ྡ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓ㸪
ᅜෆ࣭ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢㄪᰝ༠ຊ⪅࡟౫㢗ࡋ㸪ࡑࢀࡒࢀࡢᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟࡟ࡋࡓㄪᰝ࡟ࡶ╔ᡭࡋ
ࡓࠋ 
4. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾㸦ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ 㸧࠘ࢆᣑ඘ࡋ㸪ࡑࡇ࡟ 15 ぢฟࡋࢆ᪂ࡓ࡟㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 80
ぢฟࡋ㸧ࠋࡲࡓ㸪౛ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ࢆ 31Ⅼ㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 
5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ‽ഛࢆᩚ࠼ࡓࠋ 







ㄒ◊࡛ᐇ᪋ࡋࡓࠋㅮ⩦఍ࡢཧຍ⪅ࡣ㸪➨ 1ᅇ㸦2016ᖺ 5᭶ 28᪥㸧ࡀ 47ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ࡀ 4ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ࡀ 26
ྡ㸧㸪➨ 2ᅇ㸦2016ᖺ 11 ᭶ 19᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 14ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪➨ 3ᅇ㸦2016 ᖺ 12
᭶ 12᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 20ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪2017ᖺ 1᭶ 28᪥㛤ദࡋࡓ᪥
ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᅜෆ࣭ᅜㄒ◊㸧࡟࠾࠸࡚㸪BTSJ᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࡢከᵝ࡞ά⏝᪉ἲࢆ⤂௓ࡋ㸪ࡉࡽ࡟㸪2017ᖺ 3
᭶ 4᪥㸦ᅜㄒ◊㸧ࡢࠕ➨ 1ᅇ BTSJ᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫά⏝ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪ࡼࡾᑓ㛛ⓗ࡞ほⅬ࠿ࡽ BTSJ ᪥ᮏ
ㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝᪉ἲࢆㄽࡌࡓࠋ 
10. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᾏ
እ㸧ࢆ 1ᅇ㸪Ꮫ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࣭࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ㸦ᅜㄒ◊㸧ࢆ 2ᅇ㛤ദࡋࡓࠋ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᾏእ㸧ࡣ 2016 ᖺ 10




















































࡛࠶ࡿࠕBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ 
2. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂ࡍࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥
ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࡛࠶ࡿࠕI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ
Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ2016ᖺ 5᭶ 9᪥࡟㸪᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒࡛࠶ࡿ I-JAS୰⣡ゝ࡜࡜ࡶ㸪➨୍ḟබ㛤࡜
ࡋ࡚ 225ྡศࡢⓎヰࢹ࣮ࢱ㸪࠾ࡼࡧ 145ྡศࡢసᩥࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋࡓࠋ 
3. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢᐇែࢆゎ᫂ࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ᩥ⬦᝟ሗࢆ⏝࠸ࡓᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ㄪᰝࢆ୰ᅜ࡜࣋ࢺࢼ࣒࡛ィ 3
ᅇᐇ᪋ࡋࡓࠋㄪᰝᑐ㇟⪅ࡣ㸪୰ᅜအ∞὾ㄪᰝ㸦2016ᖺ 6᭶ 1᪥㹼5᪥㸧࡛ࡣ㯮❳Ụ኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 37ྡ㸪࣋
ࢺࢼ࣒ࣁࣀ࢖ㄪᰝ㸦2016 ᖺ 8᭶ 23㹼25᪥࠾ࡼࡧ 2016ᖺ 8᭶ 29᪥㹼9᭶ 14᪥㸧࡛ࡣࣁࣀ࢖ᅜᐙ኱Ꮫ᪥ᮏㄒゝㄒᩥ໬Ꮫ
㒊ࡢᏛ㒊⏕ 60ྡ㸪୰ᅜ㟷ᓥㄪᰝ㸦2016ᖺ 11᭶ 13᪥㹼16᪥㸪୰ᅜ㟷ᓥ኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 26ྡ࡛࠶ࡿࠋࡲࡓ㸪
ᅜෆ࣭ᾏእ㸦୰ᅜ࣭Ḣᕞ➼㸧ࡢㄪᰝ༠ຊ⪅࡟౫㢗ࡋ㸪ࡑࢀࡒࢀࡢᡤᒓᶵ㛵ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢆᑐ㇟࡟ࡋࡓㄪᰝ࡟ࡶ╔ᡭࡋ
ࡓࠋ 
4. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾㸦ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ 㸧࠘ࢆᣑ඘ࡋ㸪ࡑࡇ࡟ 15ぢฟࡋࢆ᪂ࡓ࡟㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 80
ぢฟࡋ㸧ࠋࡲࡓ㸪౛ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ࢆ 31Ⅼ㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 
5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ヨ㦂බ㛤ࡢ‽ഛࢆᩚ࠼ࡓࠋ 







ㄒ◊࡛ᐇ᪋ࡋࡓࠋㅮ⩦఍ࡢཧຍ⪅ࡣ㸪➨ 1ᅇ㸦2016ᖺ 5᭶ 28᪥㸧ࡀ 47ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ࡀ 4ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ࡀ 26
ྡ㸧㸪➨ 2ᅇ㸦2016ᖺ 11᭶ 19᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 14 ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪➨ 3ᅇ㸦2016ᖺ 12
᭶ 12᪥㸧ࡀ 26ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 1ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 20ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪2017ᖺ 1᭶ 28᪥㛤ദࡋࡓ᪥
ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᅜෆ࣭ᅜㄒ◊㸧࡟࠾࠸࡚㸪BTSJ᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࡢከᵝ࡞ά⏝᪉ἲࢆ⤂௓ࡋ㸪ࡉࡽ࡟㸪2017ᖺ 3
᭶ 4᪥㸦ᅜㄒ◊㸧ࡢࠕ➨ 1ᅇ BTSJ᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫά⏝ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠖ࡟࠾࠸࡚㸪ࡼࡾᑓ㛛ⓗ࡞ほⅬ࠿ࡽ BTSJ᪥ᮏ
ㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝᪉ἲࢆㄽࡌࡓࠋ 
10. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᾏ
እ㸧ࢆ 1ᅇ㸪Ꮫ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࣭࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ㸦ᅜㄒ◊㸧ࢆ 2ᅇ㛤ദࡋࡓࠋ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮㸦ᾏእ㸧ࡣ 2016 ᖺ 10














































8. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4 ᖺ㛫ࡢኚᐜ࡜ᡂ㛗ࡢࢹ࣮ࢱ཰㞟࠾ࡼࡧ⦪᩿ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪໭ி᪥ᮏ
ㄒᏛ◊✲ࢭࣥࢱ࣮࡜ඹྠ࡛㸪୰ᅜ࣭໭ிᖌ⠊኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 18ྡࢆᑐ㇟࡟ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋᐇ᪋ᮇ㛫ࡣ㸪2016
ᖺ 5᭶ 14᪥㹼15᪥࡜ 10 ᭶ 22᪥㹼23᪥ࡢ 2ᅇ࡛࠶ࡗࡓࠋ࡞࠾㸪ୗグㄪᰝ᪉ἲࡣ I-JASࡢㄪᰝ㡯┠࡟‽ࡌࡓࡶࡢ࡜࡞ࡗ








1. ᩥ⬦᝟ሗࢆ⏝࠸ࡓᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡍࡿࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏సᴗ࡟ 2 ྡࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࡀཧຍࡋ㸪ᣦᑟࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪సᩥ
ࡸㄞゎ࡟㛵ࢃࡿࣆ࢔࣭࣮ࣛࢽࣥࢢࡢᩍᐊㄯヰࡢศᯒ࡟ 4 ྡࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࡀཧຍࡋ㸪ᅜ㝿Ꮫ఍࡛Ⓨ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟㸪࢖
ࣥࢻᅾఫࡢ኱Ꮫ㝔⏕ 1ྡࡀど⫈ぬࢥࣥࢸࣥࢶ㛤Ⓨసᴗ࡟ᦠࢃࡾ㸪࢖ࣥࢻࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙ࡜ࡢ㐃ᦠࢆ῝ࡵࡓࠋ 




3. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ㸦PD ࣇ࢙࣮ࣟ㸧ࢆ 3 ྡ㞠⏝ࡋࡓࠋ࠺ࡕ 1 ྡࡀ༤ኈㄽᩥࢆᇶ࡟ࡋࡓⴭసࢆ 2017 ᖺ 2 ᭶࡟ห
⾜ࡋࡓࠋṧࡿ 2ྡࡶ NINJAL ࢧ࡛ࣟࣥ⮬㌟ࡢ◊✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪◊✲ࡀᮏ᱁໬࡛ࡁࡿែໃࢆᩚ࠼ࡓࠋ 
4. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᅜෆእ࡛㛤ദࡋࡓࠋᾏእ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥࡟୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ
⪅ࡣ 60ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛࠶ࡗࡓࠋᅜෆ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 2016ᖺ 1᭶ 28᪥࡟ᅜ❧ᅜ





ࡋࡓ᪥ᮏࢸ࣮ࣞ࣡ࢡᏛ఍ Job Casting㒊఍࡜ࡢ༠ຊࡢࡶ࡜㛤ጞࡋࡓࠋ 
2. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᅜෆ࡜ᅜእ࡛㸯ᅇࡎࡘ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫఍࡬ࡢᬑཬ࡟ດࡵࡓࠋᾏእ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪2016 ᖺ 10
᭶ 21᪥࡟୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 60ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛࠶ࡗ
ࡓࠋᅜෆ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 2016 ᖺ 1᭶ 28᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 163ྡ࡛࠶ࡗࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 6ྡ㸪
኱Ꮫ㝔⏕ 30ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 
3. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟ఍ࢆ㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 2 ᪥㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 28 ᪥㸧㸪
࢔࣓࣭ࣜ࢝ࣥࢫࢡ࣮࣭ࣝ࢖࣭ࣥࢪࣕࣃࣥ㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧࡛⾜ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪᪥ᮏ
ㄒ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆᑐ㇟࡜ࡍࡿㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿஺ὶࢭࣥࢱ࣮㸦2016ᖺ 11᭶ 19㹼21 ᪥㸧࡛⾜ࡗࡓࠋ 
4. 2016ᖺ 10᭶ 24᪥࡟㸪୰ᅜࡢ኱Ꮫࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋࢆ๓࡟㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡟ࡘ࠸࡚ㅮ₇ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪
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⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࣭࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࡣ㸪2016ᖺ 12᭶ 3᪥ࡢ㛤ദࡢ➨୍ᅇࡣ 87ྡࡀཧຍࡋ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 22ྡ㸪኱Ꮫ㝔
⏕ 23ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪2017 ᖺ 3᭶ 10᪥㛤ദࡢ➨஧ᅇࡣ㸪100ྡࡀཧຍࡋࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 7ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 18ྡ㸪
Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 
11. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡋࡓㄞゎࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪NINJAL ࢳ࣮ࣗ
ࢺࣜ࢔ࣝࢆ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪2017 ᖺ 2᭶ 17᪥㸦኱㜰኱Ꮫ㸧࡟ࡣ 27ྡࡀཧຍࡋ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 12ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧㸪24᪥㸦ᅜ









15. ඹྠ◊✲ဨࡣ 101ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 73ᶵ㛵㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫ࣭◊✲ᡤࡣ 28ᶵ㛵㸧
࡛࠶ࡿࠋ 






࡛࠶ࡿࠕBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋ㸪ඹྠ฼⏝࣭ඹྠ
◊✲࡟౪ࡍࡿ‽ഛࢆᩚ࠼ࡓࠋ 
2. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂ࡍࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥
ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࡛࠶ࡿࠕI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ
Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ2016ᖺ 5᭶ 9᪥࡟㸪᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒࡛࠶ࡿ I-JAS୰⣡ゝ࡜࡜ࡶ࡟㸪➨୍ḟබ㛤
࡜ࡋ࡚ 225ྡศࡢⓎヰࢹ࣮ࢱ㸪࠾ࡼࡧ 145ྡศࡢసᩥࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋࡓࠋ 
3. ཰㞟ࡉࢀࡓㄪᰝࢹ࣮ࢱࢆᩚ⌮ࡋ㸪බ㛤ࡢࡓࡵࡢᯟ⤌ࡳࢆᅛࡵ㸪ᩥᏐ໬ࡸ⩻ヂࡢసᴗ࡟╔ᡭࡋࡓࠋḟᖺᗘ࡟ࡣヨ㦂බ㛤
ࢆணᐃࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
4. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾㸦ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ 㸧࠘ࢆᣑ඘ࡋ㸪ࡑࡇ࡟ 15ぢฟࡋࢆ᪂ࡓ࡟㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 80
ぢฟࡋ㸧ࠋࡲࡓ㸪౛ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ࢆ 31Ⅼ㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 
5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ࢙࢘ࣈ∧ㄞゎᩍᮦࡢࢧࣥࣉࣝࢆᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺ
ᗘ࡟ヨ㦂බ㛤ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
6. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲యࡢࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ྜ ྠ◊✲Ⓨ⾲఍ࢆ 2017ᖺ 2᭶ 4᪥
࡟ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋ㸪120ྡࡀཧຍࡋࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 9ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 19ྡ㸪Ꮫ⏕ 4ྡ㸧ࠋ 
7. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾࡟㛵ࢃࡿ◊✲ᡂᯝ࡛࠶ࡿ BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪






8. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ 4 ᖺ㛫ࡢኚᐜ࡜ᡂ㛗ࡢࢹ࣮ࢱ཰㞟࠾ࡼࡧ⦪᩿ࢥ࣮ࣃࢫࡢᵓ⠏࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪໭ி᪥ᮏ
ㄒᏛ◊✲ࢭࣥࢱ࣮࡜ඹྠ࡛㸪୰ᅜ࣭໭ிᖌ⠊኱Ꮫ᪥ᮏㄒᏛ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 18ྡࢆᑐ㇟࡟ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋᐇ᪋ᮇ㛫ࡣ㸪2016
ᖺ 5᭶ 14᪥㹼15᪥࡜ 10 ᭶ 22᪥㹼23᪥ࡢ 2ᅇ࡛࠶ࡗࡓࠋ࡞࠾㸪ୗグㄪᰝ᪉ἲࡣ I-JASࡢㄪᰝ㡯┠࡟‽ࡌࡓࡶࡢ࡜࡞ࡗ








1. ᩥ⬦᝟ሗࢆ⏝࠸ࡓᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡍࡿࢥ࣮ࣃࢫᵓ⠏సᴗ࡟ 2 ྡࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࡀཧຍࡋ㸪ᣦᑟࢆ⾜ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪సᩥ
ࡸㄞゎ࡟㛵ࢃࡿࣆ࢔࣭࣮ࣛࢽࣥࢢࡢᩍᐊㄯヰࡢศᯒ࡟ 4 ྡࡢ኱Ꮫ㝔⏕ࡀཧຍࡋ㸪ᅜ㝿Ꮫ఍࡛Ⓨ⾲ࢆ⾜ࡗࡓࠋࡉࡽ࡟㸪࢖
ࣥࢻᅾఫࡢ኱Ꮫ㝔⏕ 1ྡࡀど⫈ぬࢥࣥࢸࣥࢶ㛤Ⓨసᴗ࡟ᦠࢃࡾ㸪࢖ࣥࢻࡢ᪥ᮏㄒᩍ⫱⌧ሙ࡜ࡢ㐃ᦠࢆ῝ࡵࡓࠋ 




3. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ㸦PD ࣇ࢙࣮ࣟ㸧ࢆ 3 ྡ㞠⏝ࡋࡓࠋ࠺ࡕ 1 ྡࡀ༤ኈㄽᩥࢆᇶ࡟ࡋࡓⴭసࢆ 2017 ᖺ 2 ᭶࡟ห
⾜ࡋࡓࠋṧࡿ 2ྡࡶ NINJAL ࢧ࡛ࣟࣥ⮬㌟ࡢ◊✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡋ㸪ḟᖺᗘ௨㝆㸪◊✲ࡀᮏ᱁໬࡛ࡁࡿែໃࢆᩚ࠼ࡓࠋ 
4. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᅜෆእ࡛㛤ദࡋࡓࠋᾏእ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪2016ᖺ 10᭶ 21᪥࡟୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ
⪅ࡣ 60ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛࠶ࡗࡓࠋᅜෆ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 2016ᖺ 1᭶ 28᪥࡟ᅜ❧ᅜ





ࡋࡓ᪥ᮏࢸ࣮ࣞ࣡ࢡᏛ఍ Job Casting 㒊఍࡜ࡢ༠ຊࡢࡶ࡜㛤ጞࡋࡓࠋ 
2. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᅜෆ࡜ᅜእ࡛㸯ᅇࡎࡘ㛤ദࡋ㸪◊✲ᡂᯝࡢ♫఍࡬ࡢᬑཬ࡟ດࡵࡓࠋᾏእ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪2016ᖺ 10
᭶ 21᪥࡟୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 60ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 11ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 38ྡ㸪Ꮫ⏕ 5ྡ㸧࡛࠶ࡗ
ࡓࠋᅜෆ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ 2016 ᖺ 1᭶ 28᪥࡟ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ࡛㛤ദࡋ㸪ཧຍ⪅ࡣ 163ྡ࡛࠶ࡗࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 6ྡ㸪
኱Ꮫ㝔⏕ 30ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧ࠋ 
3. ᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟ఍ࢆ㸪໭ᾏ㐨኱Ꮫ㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 2 ᪥㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦2016 ᖺ 7 ᭶ 28 ᪥㸧㸪
࢔࣓࣭ࣜ࢝ࣥࢫࢡ࣮࣭ࣝ࢖࣭ࣥࢪࣕࣃࣥ㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦2016ᖺ 10᭶ 22᪥㸧࡛⾜ࡗࡓࠋࡲࡓ㸪᪥ᮏ
ㄒ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔ࢆᑐ㇟࡜ࡍࡿㅮᗙࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿஺ὶࢭࣥࢱ࣮㸦2016ᖺ 11᭶ 19㹼21᪥㸧࡛⾜ࡗࡓࠋ 
4. 2016ᖺ 10᭶ 24᪥࡟㸪୰ᅜࡢ኱Ꮫࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢゼ᪥ᅋࢆ๓࡟㸪୰ᅜேࡢ᪥ᮏㄒࡢヰࡋ᪉࡟ࡘ࠸࡚ㅮ₇ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪
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⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࣭࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࡣ㸪2016ᖺ 12᭶ 3᪥ࡢ㛤ദࡢ➨୍ᅇࡣ 87ྡࡀཧຍࡋ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 22ྡ㸪኱Ꮫ㝔
⏕ 23ྡ㸪Ꮫ⏕ 1ྡ㸧㸪2017 ᖺ 3᭶ 10᪥㛤ദࡢ➨஧ᅇࡣ㸪100ྡࡀཧຍࡋࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 7ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 18ྡ㸪
Ꮫ⏕ 1ྡ㸧ࠋ 
11. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙ࡋࡓㄞゎࢥ࣮ࣃࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪NINJAL ࢳ࣮ࣗ
ࢺࣜ࢔ࣝࢆ 2ᅇ㛤ദࡋ㸪2017 ᖺ 2᭶ 17᪥㸦኱㜰኱Ꮫ㸧࡟ࡣ 27ྡࡀཧຍࡋ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕ 12ྡ㸪Ꮫ⏕ 6ྡ㸧㸪24᪥㸦ᅜ









15. ඹྠ◊✲ဨࡣ 101ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡣ 73ᶵ㛵㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫ࣭◊✲ᡤࡣ 28ᶵ㛵㸧
࡛࠶ࡿࠋ 






࡛࠶ࡿࠕBTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧᪥ᮏㄒ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋ㸪ඹྠ฼⏝࣭ඹྠ
◊✲࡟౪ࡍࡿ‽ഛࢆᩚ࠼ࡓࠋ 
2. ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬ࢆゎ᫂ࡍࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ከゝㄒࢆẕㄒ࡜ࡍࡿ᪥
ᮏㄒᏛ⩦⪅ࢥ࣮ࣃࢫ࡛࠶ࡿࠕI-JAS㸦International Corpus of Japanese as a Second language㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒ
Ꮫ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫࠖࡢᵓ⠏࡟╔ᡭࡋࡓࠋ2016ᖺ 5᭶ 9᪥࡟㸪᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒࡛࠶ࡿ I-JAS୰⣡ゝ࡜࡜ࡶ࡟㸪➨୍ḟබ㛤
࡜ࡋ࡚ 225ྡศࡢⓎヰࢹ࣮ࢱ㸪࠾ࡼࡧ 145ྡศࡢసᩥࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋࡓࠋ 
3. ཰㞟ࡉࢀࡓㄪᰝࢹ࣮ࢱࢆᩚ⌮ࡋ㸪බ㛤ࡢࡓࡵࡢᯟ⤌ࡳࢆᅛࡵ㸪ᩥᏐ໬ࡸ⩻ヂࡢసᴗ࡟╔ᡭࡋࡓࠋḟᖺᗘ࡟ࡣヨ㦂බ㛤
ࢆணᐃࡋ࡚࠸ࡿࠋ 
4. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾㸦ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ 㸧࠘ࢆᣑ඘ࡋ㸪ࡑࡇ࡟ 15 ぢฟࡋࢆ᪂ࡓ࡟㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 80
ぢฟࡋ㸧ࠋࡲࡓ㸪౛ᩥ㡢ኌࢆ 1173ᩥ㏣ຍ㸦⣼ィ 3563ᩥ㸧㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ࢆ 31Ⅼ㏣ຍࡋࡓ㸦⣼ィ 70Ⅼ㸧ࠋ 
5. ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅⏝ࡢㄞゎᩍᮦࢆసᡂࡍࡿࡓࡵࡢඹྠ◊✲ࢆ㛤ጞࡋࡓࠋ࢙࢘ࣈ∧ㄞゎᩍᮦࡢࢧࣥࣉࣝࢆᖹᡂ 29㸦2017㸧ᖺ
ᗘ࡟ヨ㦂බ㛤ࡍࡿணᐃ࡛࠶ࡿࠋ 
6. ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ඲యࡢࢹ࣮ࢱ࣮࣋ࢫࡢά⏝ಁ㐍ࢆᅗࡿ࡜࠸࠺┠ⓗࢆ㐩ᡂࡍࡿࡓࡵ࡟㸪ྜ ྠ◊✲Ⓨ⾲఍ࢆ 2017ᖺ 2᭶ 4᪥
࡟ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋ㸪120ྡࡀཧຍࡋࡓ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 9ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 19ྡ㸪Ꮫ⏕ 4ྡ㸧ࠋ 
7. ࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾࡟㛵ࢃࡿ◊✲ᡂᯝ࡛࠶ࡿ BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪




ᚋ⪅ࡀ 15ぢฟࡋ㸪౛ᩥ㡢ኌ 1173ᩥ㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ࢆ 31Ⅼࡑࢀࡒࢀ᪂ࡓ࡟㏣ຍࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓࠋ 
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࣭࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾࡟㛵ࢃࡿ◊✲ᡂᯝ࡛࠶ࡿ BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NINJAL-LWP for BCCWJ (NLB)ࡀ㸪








୍࣭ᶫ኱Ꮫ࡜ࡢ㐃ᦠㅮᗙ࡟ཧ⏬ࡋ㸪ಟኈ 3 ྡ㸪༤ኈ 10 ྡࡢᣦᑟᩍဨ࡜ࡋ࡚◊✲ㄽᩥࡢᣦᑟ࡟ᙜࡓࡿ୍᪉㸪㠀ᖖ໅ㅮᖌ࡜
ࡋ࡚㤳㒔኱Ꮫᮾி㸪኱㜰ᗓ❧኱Ꮫ㸪༡ᒣ኱Ꮫ㸪ᮾᾏ኱Ꮫ࡛኱Ꮫ㝔ᩍ⫱࡟༠ຊࡋࡓࠋ 
࣭㞠⏝ࡋࡓࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ㸦PDࣇ࢙࣮ࣟ㸧3ྡࡢ࠺ࡕ㸪1ྡࡣ༤ኈㄽᩥࢆᇶ࡟ࡋࡓⴭసࢆ 2017ᖺ 2᭶࡟ห⾜ࡋ㸪
















5.ࠗᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ࠘࡟㛵ࡋ࡚㸪ゝㄒ㢮ᆺㄽ࡟ࡘ࠸࡚ࡢㅮ₇ࢆࢹ࣮ࣜࡢࢿ࣮ࣝ኱Ꮫ࡛ 2017ᖺ 3᭶ 22᪥࡟⾜࠸㸪70
ྡ㸦࠺ࡕእᅜே◊✲⪅ 10ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 60ྡ㸧ࡀཧຍࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ࠘ࡢ⤂௓࡜ࢹࣔࣥࢫࢺ࣮ࣞ
ࢩࣙࣥࢆ㸪ࣈ࣮ࢱࣥ᪥ᮏㄒᏛᰯ࡛ 2017ᖺ 3᭶ 24᪥࡟⾜࠸㸪22ྡ㸦࠺ࡕᏛ⏕ 20ྡ㸧ࡀཧຍࡋࡓࠋ 
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ྜྠ◊✲Ⓨ⾲఍ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢゎ᫂࡟ྥࡅ࡚ࠖࢆ 2017 ᖺ 2᭶ 4᪥࡟ᅜㄒ◊









◊✲ᡂᯝ㸸ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ I-JAS(International Corpus of Japanese as 






































































ྜྠ◊✲Ⓨ⾲఍ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࡢゎ᫂࡟ྥࡅ࡚ࠖࢆ 2017 ᖺ 2᭶ 4᪥࡟ᅜㄒ◊
࡛㛤ദࡋ㸪120ྡ(࠺ࡕ㸪እᅜே◊✲⪅ 9ྡ㸪኱Ꮫ㝔⏕ 19 ྡ㸪኱Ꮫ⏕ 4ྡ)ࡀཧຍࡋࡓࠋ 
ࡲࡓ㸪௨ୗࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡸㅮ₇➼ࢆ⾜ࡗࡓࠋ(1)NCRBࡢ㛤Ⓨࡢ㊃᪨࡜ά⏝᪉ἲ࡟㛵ࡍࡿ㸪୰ᅜࡢ໭ி
እᅜㄒ኱Ꮫ㸪㡑ᅜࡢோᕝ኱Ꮫࡢ≉ูㅮ⩏㸪㡑ᅜእᅜㄒᩍ⫱Ꮫ఍ࡢᣍᚅㅮ₇㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ᅜ㝿◊✲኱






◊✲ᡂᯝ㸸ከゝㄒẕㄒࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ I-JAS(International Corpus of Japanese as 

























































































఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ BTSJ㸦Basic Transcription System for Japanese㸧ᵓ⠏ࡢ╔ᡭ㸪㸦2㸧ከゝㄒẕㄒࡢ᪥
ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿ࢥ࣮ࣃࢫ I-JAS㸦International Corpus of Japanese as  a Second Language㸧ᵓ⠏
ࡢ╔ᡭ࡜ࢹ࣮ࢱࡢබ㛤࡜㸪᳨⣴ࢩࢫࢸ࣒ I-JAS ୰⣡ゝࡢබ㛤ࠋ㸦3㸧࢜ࣥࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾
㸦ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻࣈࢵࢡ 㸧࠘ࡢࢹ࣮ࢱࡢᣑ඘࡜㸪BCCWJ ࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ NINJAL-LWP for 
BCCWJ(NLB)ࡢࠗ⌧௦౛ゎᅜㄒ㎡඾࠘[➨ 5∧](ᑠᏛ㤋)ࡢ⦅⧩࡬ࡢ౑⏝ࠋ 
◊✲ㄽᩥ࣭◊✲Ⓨ⾲➼ࡢ࢔࢘ࢺࣉࢵࢺ㸸ㄽᩥ 47௳㸪ᅗ᭩㸲෉㸪ሗ࿌᭩࣭ㄽ㞟㸯෉㸪Ⓨ⾲࣭ㅮ₇ 89







୍࡚ぢࡢ౯್ࡀ࠶ࡿࠖ࡜ホ౯ࡉࢀࡓ㸦ෆ⏣ㅍࠕ᭩ホ ᪥ᮏㄒࢥ࣮ࣃࢫධ㛛ࠖࠗ ⱥㄒᩍ⫱࠘2016ᖺ 10᭶
ྕ䠈93㡫㸧ࠋ 






◊✲యไ㸸ඹྠ◊✲ဨ 101 ྡ㸦࠺ࡕ኱Ꮫ㝔⏕㸲ྡ㸧㸪ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘ 73 ᶵ㛵㸦࠺ࡕእᅜ
ࡢ኱Ꮫ࣭◊✲ᡤ 28ᶵ㛵㸧㸪ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ㸦PDࣇ࢙࣮ࣟ㸧㸱ྡ㸪㠀ᖖ໅◊✲ဨ 11ྡ㸪ᢏ
⾡⿵బဨ㸲ྡ࡛࠶ࡿࠋ㸱✀ࡢࢧࣈࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡀձ32ྡ㸪ղ47ྡ㸪ճ22ྡ࠿ࡽ⤌⧊ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋ኱
Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵࡜ࡢ㐃ᦠ㸸ඹྠ◊✲ဨࡢᡤᒓᶵ㛵ᩘࡀ 73 ᶵ㛵㸦࠺ࡕእᅜࡢ኱Ꮫ࣭◊✲ᡤ 28 ᶵ㛵㸧࡟
ࡢࡰࡿࠋ 
኱Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵࡜ࡢ㐃ᦠ㸸(1)໭ி᪥ᮏㄒᏛ◊✲ࢭࣥࢱ࣮࡜ࡢඹྠ࡛㸪୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ᪥ᮏㄒ
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኱Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵࡜ࡢ㐃ᦠ㸸(1)໭ி᪥ᮏㄒᏛ◊✲ࢭࣥࢱ࣮࡜ࡢඹྠ࡛㸪୰ᅜࡢ໭ிᖌ⠊኱Ꮫ᪥ᮏㄒ
Ꮫ⛉ࡢᏛ㒊⏕ 18 ྡᑐ㇟࡟㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ᪥ᮏㄒ⩦ᚓ㐣⛬࡟㛵ࡍࡿ⦪᩿ㄪᰝ(2019 ᖺ 7 ᭶ࡲ࡛ᖺ 2
ᅇ⥅⥆ࡍࡿணᐃ)ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ(2)࢖ࣥࢻࡢ㸰኱Ꮫ㸦ࢹ࣮ࣜ኱Ꮫ㸪ࢿ࣮ࣝ኱Ꮫ㸧࡛㸪ࠗ ᇶᮏືモࣁࣥࢻ

































2017 ᖺ 3 ᭶㛤ദࡢࠕゝㄒ㈨※ά⏝࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠖ࠾ࡼࡧࠕㄒᙡ㈨※ά⏝ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࠖࡣ㸪ࡇࡢඹྠ◊✲㛵ಀ
࡛ 15௳ࡢⓎ⾲ࡀ⾜ࢃࢀࡓ㸦ୗグ(5)ࠕ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ࡜♫఍㈉⊩ࠖཧ↷㸧ࠋ 
㸦㸰㸧◊✲ᐇ᪋యไ 
  ≉௵ຓᩍ 2ྡ㸦㡢ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢸ࢟ࢫࢺฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸧ࢆබເ࡛᥇⏝ࡋࡓࠋࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ 4ྡ㸦㡢




1. ᫖ᖺᗘᮎ䛻ᵓ⠏䜢⤊䛘䛯䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䠄NWJC䠈258൨ㄒ䠅䛸䛭䛾᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢 2017ᖺ 3᭶ 6᪥䛻୍⯡බ
㛤䛧䛯䚹୍⯡බ㛤䛿ᩥᏐิ᳨⣴䛾䜏䛾฼⏝䛷䛒䜛䛜䠈䛄୰⣡ゝ䛅䝴䞊䝄䞊䛷ㅮ⩦఍䜢ཷㅮ䛧䛯䝴䞊䝄䞊䛿䛄Კኳ䛅䛾඲ᶵ⬟
䠄ᙧែㄽ᝟ሗ᳨⣴䛚䜘䜃ᩥ⠇ಀ䜚ཷ䛡ᵓ㐀᳨⣴䠅䜢฼⏝䛷䛝䜛䚹ㅮ⩦఍䛿 2᭶䜎䛷䛻඲ᅜ䛷 20ᅇ㛤ദ䛧䠈ཧຍ⪅䛿ᘏ䜉 154










































2017 ᖺ 3 ᭶㛤ദࡢࠕゝㄒ㈨※ά⏝࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠖ࠾ࡼࡧࠕㄒᙡ㈨※ά⏝ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࡛࢘ࠖࡣ㸪ࡇࡢඹྠ◊✲㛵ಀ
࡛ 15௳ࡢⓎ⾲ࡀ⾜ࢃࢀࡓ㸦ୗグ(5)ࠕ◊✲ᡂᯝࡢⓎಙ࡜♫఍㈉⊩ࠖཧ↷㸧ࠋ 
㸦㸰㸧◊✲ᐇ᪋యไ 
  ≉௵ຓᩍ 2ྡ㸦㡢ኌฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸪ࢸ࢟ࢫࢺฎ⌮㛵ಀ 1ྡ㸧ࢆබເ࡛᥇⏝ࡋࡓࠋࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ㠀ᖖ໅◊✲ဨ 4ྡ㸦㡢




1. ᫖ᖺᗘᮎ䛻ᵓ⠏䜢⤊䛘䛯䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䠄NWJC䠈258൨ㄒ䠅䛸䛭䛾᳨⣴⣔䛄Კኳ䛅䜢 2017ᖺ 3᭶ 6᪥䛻୍⯡බ
㛤䛧䛯䚹୍⯡බ㛤䛿ᩥᏐิ᳨⣴䛾䜏䛾฼⏝䛷䛒䜛䛜䠈䛄୰⣡ゝ䛅䝴䞊䝄䞊䛷ㅮ⩦఍䜢ཷㅮ䛧䛯䝴䞊䝄䞊䛿䛄Კኳ䛅䛾඲ᶵ⬟
䠄ᙧែㄽ᝟ሗ᳨⣴䛚䜘䜃ᩥ⠇ಀ䜚ཷ䛡ᵓ㐀᳨⣴䠅䜢฼⏝䛷䛝䜛䚹ㅮ⩦఍䛿 2᭶䜎䛷䛻඲ᅜ䛷 20ᅇ㛤ദ䛧䠈ཧຍ⪅䛿ᘏ䜉 154























 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ಀ䜚ཷ䛡⌜䛿 Universal Dependency 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧຍ䛧䠈2016ᖺ 12᭶䛻኱㜰䛷㛤䛛䜜䛯ᅜ㝿఍
㆟ COLING-2016 䛾ᣍᚅㅮ₇⪅ Joakim Nivre 䜋䛛 3ྡ䛸᪥ᮏㄒ䛾 Universal Dependency 㐺ᛂ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䜢⾜䛳䛯䚹
䛭䛾ᡂᯝ䛿ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23ᅇᖺḟ኱఍䛾䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠄⫈ㅮ⪅⣙ 200ྡ䠅䛷⤂௓䛧䛯䜋䛛䠈CoNLL-2017 䛾Shared Task 
(ホ౯ᆺ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥) 䛻᪥ᮏㄒ䛾ಀ䜚ཷ䛡䝕䞊䝍䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 




 1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅බ㛤᫬䛻䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䜢ᐇ᪋䛧䛯䚹INTERNET WATCH 䛚䜘䜃 CERON 䛻䜘䜛ሗ㐨䛜䛒䜚䠈๓⪅䛾
グ஦䛿ྠ䝃䜲䝖䛾㐌㛫䜰䜽䝉䝇䝷䞁䜻䞁䜾䠍఩䛸䛺䛳䛯䚹䛿䛶䛺䝤䝑䜽䝬䞊䜽䛻䜒 947௳䠄3᭶ 16᪥᫬Ⅼ䠅䛾ឤ᝿䛜グධ䛥䜜䠈㐌㛫
䝷䞁䜻䞁䜾䛷⥲ྜ 3఩䠄䛂ୡ䛾୰䛃䜹䝔䝂䝸䛷䛿 1఩䠅䛸䛺䛳䛯䚹 
 2. 䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄2017ᖺ 3᭶ 7,8᪥䠅䛸䠈䛭䛾䝃䝔䝷䜲䝖䛷䛒䜛䛂ㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛃(3᭶ 6᪥)䜢㛤ദ䛧䛯䚹
␗䛺䜚ཧຍ⪅ᩘ䛿๓⪅䛜 260 ྡ䠈ᚋ⪅䛜 100 ྡ䛷䛒䛳䛯䚹๓⪅䛷䛿 47 ௳䠄䛖䛱ᣍᚅㅮ₇ 2௳䠅䠈ᚋ⪅䛷䛿 8 ௳䛾Ⓨ⾲䛜䛒䜚䠈
୰ᮇィ⏬䛷┠ᶆ䛸䛧䛶䛔䛯 40௳䜢ୖᅇ䛳䛯䚹 
 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ㄒ⩏⌜䛿䠈ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23 ᅇᖺḟ኱఍䛻䛚䛔䛶䛂ㄒ⩏䝍䜾䛸䛭䛾฼⏝䛃䛸㢟䛧䛯䝔䞊䝬䝉䝑䝅䝵䞁
䠄2㒊ไ䠖༗๓ 82ྡ䞉༗ᚋ 42ྡཧຍ䠅䜢௻⏬䛧䛯䚹Ⓨ⾲䛿 8௳䛷䛒䜚䠈䛭䛾䛖䛱 7௳䛜ㄒ⩏⌜䛛䜙䛾Ⓨ⾲䛷䛒䛳䛯䚹 
 4. 㡢ኌ᝟ሗฎ⌮䞉⮬↛ゝㄒฎ⌮䞉ㄆ▱⛉Ꮫ㡿ᇦ䛾ᅜ㝿఍㆟䠄INTERSPEECH, COLING, Oriental COCOSDA➼䠅䛷 10௳䛾ㄽᩥ䠄ᰝ
ㄞ䛒䜚䠅䜢Ⓨ⾲䛧䛯䚹䛖䛱 1௳䛿 Oriental COCOSDA䛾 Best Paper Award 䜢ཷ㈹䛧䛯䚹 
 5. ୖグ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䞉ᅜ㝿఍㆟௨እ䛾◊✲Ⓨ⾲䠄ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍䛺䛹䠅 
   ࿴ᩥㄽᩥㄅ 3௳䠄๓ᕝ 1௳, ὸཎ䞉ຍ⸨ 1௳, ㏆⸨ 1௳䠅 
   䝤䝑䜽䝏䝱䝥䝍䞊2௳䠄㏆⸨ 2௳䠅 
   䝅䞁䝫䝆䜴䝮(ᣦྡ, invited)Ⓩቭ 7௳: ๓ᕝ 4௳(㡢ኌᏛ఍඲ᅜ኱఍䞉᪥ᮏ㡢ኌᏛ఍◊✲౛఍䞉IPSJ 䛨䜣䜒䜣䛣䜣䞉ᡤෆ
᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇 II)䞉ὸཎ 2 ௳(ᡤෆྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉ᡤෆ㏻᫬䝁䞊䝟䝇䝅䞁䝫䝆䜴䝮)䞉ᒸ 1 ௳(䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊
୺ദㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮) 
   ᅜෆ఍㆟Ⓨ⾲ 26௳(ణ䛧䠈ୖ䛻㏙䜉䛯䝅䞁䝫䝆䜴䝮Ⓩቭ䜔ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢㝖䛟) 
 
㸦㸴㸧ⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ 
 ᡤෆ Ruby ຮᙉ఍ (11ྡཧຍ:52ᅇᐇ᪋) ࣭Python ຮᙉ఍ (5ྡཧຍ:22ᅇᐇ᪋)ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
 2 ᭶ࡲ࡛࡟ᐇ᪋ࡋࡓᡤእྥࡅࠕᲙኳㅮ⩦఍ࠖ20 ᅇࡢཧຍ⪅ 154 ྡ୰ 73 ྡࡀᏛ⏕࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ 3 ᭶࡟ィ⏬ࡋ࡚࠸ࡿᡤ





A) I-JAS䠄ከゝㄒẕㄒ䛾᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿䝁䞊䝟䝇䠅(2016ᖺ 5᭶ 9᪥,178୓ㄒ) 
B) 䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇 ᫂἞䞉኱ṇ⦅ I㞧ㄅ䛅䠄䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䛸䛄ዪᛶ㞧ㄅ䝁䞊䝟䝇䛅䛻▷༢఩᝟ሗ䜢௜୚䛧䛯䜒䛾䠅䠄10᭶ 
26᪥,1240୓ㄒ䠅 
C) 䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠄12᭶ 15᪥䠈100୓ㄒ䠅 









ᡂᯝ䛿䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛚䜘䜃ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23ᅇᖺḟ኱఍䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 
6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛧䛯䚹௒ᅇ䛛䜙 USB 䝯䝰䝸䛷䛾ᥦ౪䛸䛧䛯䚹 
7. 䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䛾䝷䜲䝉䞁䝇䜢 10⤌ᑟධ䛧䛯䚹 
୺䛻䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᵓ⠏సᴗ䛷฼⏝䛥䜜 
䛶䛔䜛䛜䠈ᡤෆ䛻䛔䜜䜀ㄡ䛷䜒฼⏝䛷䛝䜛䚹 
 8. 䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛻䛴䛔䛶䛿ୗグ(5)➨ 2㡯ཧ↷䚹 
 9. 2016ᖺ 5᭶௨㝆䠈䛄୰⣡ゝ䛅䛾฼⏝⏦䛧㎸䜏䜢㟁Ꮚ 
໬䛧䛯䠄ၟᴗ฼⏝䜢㝖䛟䠅䚹䛭䛾⤖ᯝ䠈฼⏝⪅ᩘ䛜 
๻ⓗ䛻ቑຍ䛧䛯䠄ᅗཧ↷䠅䚹 
10. 䛄ᑡ⣡ゝ䛅᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾ᖺ㛫 80୓௳䛛䜙኱ 
ᖜ䛻ቑຍ䛧䛶ᖺ㛫 160୓௳௨ୖ䛻㐩䛧䛯䚹䛯䛰䛧䛣䜜 
䛿୍᫬ⓗቑຍ䛷䛒䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹 
11. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 BCCWJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 28୓௳䛛䜙 33୓௳䛻ቑຍ䛧䛯䚹 
12. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 CHJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 3.5୓௳䛛䜙 9୓௳䜈䛸ᛴఙ䛧䛯䚹 
13. 䛄Კኳ䛅䠄2017 ᖺ 3 ᭶୍⯡බ㛤䠅䛻䜘䜛 NWJC 䛾᳨⣴௳ᩘ䛿୍⯡බ㛤∧ 5 ୓௳䠈ከᶵ⬟∧䛿 15000 ௳䛷䛒䛳䛯(3 ᭶ 28 ᪥᫬
Ⅼ)䚹 
14. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䞉USB∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 53௳䠈䛖䛱ၟᴗ฼⏝ 3௳䚹 
15. 䛄⌧௦᪥ᮏㄒ᭩䛝ゝⴥᆒ⾮䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 48௳䠈䛖䛱ၟᴗ฼⏝ 11௳䚹 
16. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛾ศᩓ⾲⌧䝕䞊䝍䜢 47 ௳䛾⤌⧊䛸ಶே䛻↓ൾ㓄ᕸ (Creative Commons BY 4.0 䝷䜲䝉䞁
䝇)䚹 
17. ୖグ 14-15䛻䜘䜛௒ᖺᗘ䛾཰ධ䛿⣙ 1000୓෇䚹 
 
㸦㸲㸧ᅜ㝿໬ 











 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ಀ䜚ཷ䛡⌜䛿 Universal Dependency 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ཧຍ䛧䠈2016ᖺ 12᭶䛻኱㜰䛷㛤䛛䜜䛯ᅜ㝿఍
㆟ COLING-2016 䛾ᣍᚅㅮ₇⪅ Joakim Nivre 䜋䛛 3ྡ䛸᪥ᮏㄒ䛾 Universal Dependency 㐺ᛂ䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䜢⾜䛳䛯䚹
䛭䛾ᡂᯝ䛿ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23ᅇᖺḟ኱఍䛾䝏䝳䞊䝖䝸䜰䝹䠄⫈ㅮ⪅⣙ 200ྡ䠅䛷⤂௓䛧䛯䜋䛛䠈CoNLL-2017 䛾Shared Task 
(ホ౯ᆺ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥) 䛻᪥ᮏㄒ䛾ಀ䜚ཷ䛡䝕䞊䝍䜢ᥦ౪䛧䛯䚹 




 1. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅බ㛤᫬䛻䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䜢ᐇ᪋䛧䛯䚹INTERNET WATCH 䛚䜘䜃 CERON 䛻䜘䜛ሗ㐨䛜䛒䜚䠈๓⪅䛾
グ஦䛿ྠ䝃䜲䝖䛾㐌㛫䜰䜽䝉䝇䝷䞁䜻䞁䜾䠍఩䛸䛺䛳䛯䚹䛿䛶䛺䝤䝑䜽䝬䞊䜽䛻䜒 947௳䠄3᭶ 16᪥᫬Ⅼ䠅䛾ឤ᝿䛜グධ䛥䜜䠈㐌㛫
䝷䞁䜻䞁䜾䛷⥲ྜ 3఩䠄䛂ୡ䛾୰䛃䜹䝔䝂䝸䛷䛿 1఩䠅䛸䛺䛳䛯䚹 
 2. 䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛃䠄2017ᖺ 3᭶ 7,8᪥䠅䛸䠈䛭䛾䝃䝔䝷䜲䝖䛷䛒䜛䛂ㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮䛃(3᭶ 6᪥)䜢㛤ദ䛧䛯䚹
␗䛺䜚ཧຍ⪅ᩘ䛿๓⪅䛜 260 ྡ䠈ᚋ⪅䛜 100 ྡ䛷䛒䛳䛯䚹๓⪅䛷䛿 47௳䠄䛖䛱ᣍᚅㅮ₇ 2௳䠅䠈ᚋ⪅䛷䛿 8௳䛾Ⓨ⾲䛜䛒䜚䠈
୰ᮇィ⏬䛷┠ᶆ䛸䛧䛶䛔䛯 40௳䜢ୖᅇ䛳䛯䚹 
 3. ඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ㄒ⩏⌜䛿䠈ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23 ᅇᖺḟ኱఍䛻䛚䛔䛶䛂ㄒ⩏䝍䜾䛸䛭䛾฼⏝䛃䛸㢟䛧䛯䝔䞊䝬䝉䝑䝅䝵䞁
䠄2㒊ไ䠖༗๓ 82ྡ䞉༗ᚋ 42ྡཧຍ䠅䜢௻⏬䛧䛯䚹Ⓨ⾲䛿 8௳䛷䛒䜚䠈䛭䛾䛖䛱 7௳䛜ㄒ⩏⌜䛛䜙䛾Ⓨ⾲䛷䛒䛳䛯䚹 
 4. 㡢ኌ᝟ሗฎ⌮䞉⮬↛ゝㄒฎ⌮䞉ㄆ▱⛉Ꮫ㡿ᇦ䛾ᅜ㝿఍㆟䠄INTERSPEECH, COLING, Oriental COCOSDA➼䠅䛷 10௳䛾ㄽᩥ䠄ᰝ
ㄞ䛒䜚䠅䜢Ⓨ⾲䛧䛯䚹䛖䛱 1௳䛿 Oriental COCOSDA䛾 Best Paper Award 䜢ཷ㈹䛧䛯䚹 
 5. ୖグ䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䞉ᅜ㝿఍㆟௨እ䛾◊✲Ⓨ⾲䠄ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍䛺䛹䠅 
   ࿴ᩥㄽᩥㄅ 3௳䠄๓ᕝ 1௳, ὸཎ䞉ຍ⸨ 1௳, ㏆⸨ 1௳䠅 
   䝤䝑䜽䝏䝱䝥䝍䞊2௳䠄㏆⸨ 2௳䠅 
   䝅䞁䝫䝆䜴䝮(ᣦྡ, invited)Ⓩቭ 7௳: ๓ᕝ 4௳(㡢ኌᏛ఍඲ᅜ኱఍䞉᪥ᮏ㡢ኌᏛ఍◊✲౛఍䞉IPSJ 䛨䜣䜒䜣䛣䜣䞉ᡤෆ
᪥ᖖ఍ヰ䝁䞊䝟䝇 II)䞉ὸཎ 2 ௳(ᡤෆྜྠ䝅䞁䝫䝆䜴䝮䞉ᡤෆ㏻᫬䝁䞊䝟䝇䝅䞁䝫䝆䜴䝮)䞉ᒸ 1 ௳(䝁䞊䝟䝇㛤Ⓨ䝉䞁䝍䞊
୺ദㄒᙡ㈨※䝅䞁䝫䝆䜴䝮) 
   ᅜෆ఍㆟Ⓨ⾲ 26௳(ణ䛧䠈ୖ䛻㏙䜉䛯䝅䞁䝫䝆䜴䝮Ⓩቭ䜔ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢㝖䛟) 
 
㸦㸴㸧ⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ 
 ᡤෆ Ruby ຮᙉ఍ (11ྡཧຍ:52ᅇᐇ᪋) ࣭Python ຮᙉ఍ (5ྡཧຍ:22ᅇᐇ᪋)ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋ 
 2 ᭶ࡲ࡛࡟ᐇ᪋ࡋࡓᡤእྥࡅࠕᲙኳㅮ⩦఍ࠖ20 ᅇࡢཧຍ⪅ 154 ྡ୰ 73 ྡࡀᏛ⏕࡛࠶ࡗࡓࠋࡲࡓ 3 ᭶࡟ィ⏬ࡋ࡚࠸ࡿᡤ





A) I-JAS䠄ከゝㄒẕㄒ䛾᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ᶓ᩿䝁䞊䝟䝇䠅(2016ᖺ 5᭶ 9᪥,178୓ㄒ) 
B) 䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇 ᫂἞䞉኱ṇ⦅ I㞧ㄅ䛅䠄䛄ኴ㝧䝁䞊䝟䝇䛅䛸䛄ዪᛶ㞧ㄅ䝁䞊䝟䝇䛅䛻▷༢఩᝟ሗ䜢௜୚䛧䛯䜒䛾䠅䠄10᭶ 
26᪥,1240୓ㄒ䠅 
C) 䛄ྡ኱఍ヰ䝁䞊䝟䝇䛅䠄12᭶ 15᪥䠈100୓ㄒ䠅 









ᡂᯝ䛿䛂ゝㄒ㈨※ά⏝䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥 2016䛃䠄ୗグ(5)ཧ↷䠅䛚䜘䜃ゝㄒฎ⌮Ꮫ఍➨ 23ᅇᖺḟ኱఍䛷Ⓨ⾲䛧䛯䚹 
6. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅➨ 5ๅ䜢సᡂ䛧䛯䚹௒ᅇ䛛䜙 USB 䝯䝰䝸䛷䛾ᥦ౪䛸䛧䛯䚹 
7. 䝆䝱䝟䞁䝘䝺䝑䝆䛾䝷䜲䝉䞁䝇䜢 10⤌ᑟධ䛧䛯䚹 
୺䛻䛄᪥ᮏㄒṔྐ䝁䞊䝟䝇䛅䛾ᵓ⠏సᴗ䛷฼⏝䛥䜜 
䛶䛔䜛䛜䠈ᡤෆ䛻䛔䜜䜀ㄡ䛷䜒฼⏝䛷䛝䜛䚹 
 8. 䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛻䛴䛔䛶䛿ୗグ(5)➨ 2㡯ཧ↷䚹 
 9. 2016ᖺ 5᭶௨㝆䠈䛄୰⣡ゝ䛅䛾฼⏝⏦䛧㎸䜏䜢㟁Ꮚ 
໬䛧䛯䠄ၟᴗ฼⏝䜢㝖䛟䠅䚹䛭䛾⤖ᯝ䠈฼⏝⪅ᩘ䛜 
๻ⓗ䛻ቑຍ䛧䛯䠄ᅗཧ↷䠅䚹 
10. 䛄ᑡ⣡ゝ䛅᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾ᖺ㛫 80୓௳䛛䜙኱ 
ᖜ䛻ቑຍ䛧䛶ᖺ㛫 160୓௳௨ୖ䛻㐩䛧䛯䚹䛯䛰䛧䛣䜜 
䛿୍᫬ⓗቑຍ䛷䛒䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹 
11. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 BCCWJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 28୓௳䛛䜙 33୓௳䛻ቑຍ䛧䛯䚹 
12. 䛄୰⣡ゝ䛅䛻䜘䜛 CHJ䛾᳨⣴௳ᩘ䛿 2015ᖺ䛾 3.5୓௳䛛䜙 9୓௳䜈䛸ᛴఙ䛧䛯䚹 
13. 䛄Კኳ䛅䠄2017 ᖺ 3 ᭶୍⯡බ㛤䠅䛻䜘䜛 NWJC 䛾᳨⣴௳ᩘ䛿୍⯡බ㛤∧ 5 ୓௳䠈ከᶵ⬟∧䛿 15000 ௳䛷䛒䛳䛯(3 ᭶ 28 ᪥᫬
Ⅼ)䚹 
14. 䛄᪥ᮏㄒヰ䛧ゝⴥ䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䞉USB∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 53௳䠈䛖䛱ၟᴗ฼⏝ 3௳䚹 
15. 䛄⌧௦᪥ᮏㄒ᭩䛝ゝⴥᆒ⾮䝁䞊䝟䝇䛅䠄DVD∧䠅䛾᪂つዎ⣙䛿 48௳䠈䛖䛱ၟᴗ฼⏝ 11௳䚹 
16. 䛄ᅜㄒ◊᪥ᮏㄒ䜴䜵䝤䝁䞊䝟䝇䛅䛾ศᩓ⾲⌧䝕䞊䝍䜢 47 ௳䛾⤌⧊䛸ಶே䛻↓ൾ㓄ᕸ (Creative Commons BY 4.0 䝷䜲䝉䞁
䝇)䚹 
17. ୖグ 14-15䛻䜘䜛௒ᖺᗘ䛾཰ධ䛿⣙ 1000୓෇䚹 
 
㸦㸲㸧ᅜ㝿໬ 
































 ࣭ ࢙࢘ࣈࢧ࢖ࢺࡢⱥᩥ໬ࢆ㐍ࡵ㸪ࢺࢵࣉ࣮࣌ࢪ࠿ࡽࡢ➨㸱ᒙࡲ࡛ࡢ᝟ሗࢆⱥᩥ໬ࡋࡓࠋ 
 
㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊࡢ⎔ቃᩚഛ 




























































 ࣭ ࢙࢘ࣈࢧ࢖ࢺࡢⱥᩥ໬ࢆ㐍ࡵ㸪ࢺࢵࣉ࣮࣌ࢪ࠿ࡽࡢ➨㸱ᒙࡲ࡛ࡢ᝟ሗࢆⱥᩥ໬ࡋࡓࠋ 
 
㸦㸱㸧◊✲㈨ᩱᐊࡢ⎔ቃᩚഛ 

































































ࢱ࣮࣋ࢫ㸧ࡢᐃᮇⓗ࡞᝟ሗ᭦᪂ࢆ⾜࠸㸪⣙ 22 ୓ 2 ༓௳ࡢࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋ࡚࠸ࡿ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ᮎ㸧ࠋ28 ᖺᗘࡣ 5 ᅇ
ࡢ᭦᪂సᴗࢆ⾜࠸㸪ㄽᩥ⣙ 4,000௳㸪ᅗ᭩⣙ 23,000 ௳㸦ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1994࠘௨㝆ศ㸧ࢆ㏣ຍබ㛤ࡋࡓࠋ 
 ࣭ ᪥ᮏㄒᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶㸧࡛ ࣈ࣮ࢫⓎ⾲ࢆ⾜࠸㸪᪥ᮏㄒ㛵ಀ◊✲⪅ࡽ฼⏝⪅ࡢពぢ㞟⣙ࢆࡋࡓ࡜ࡇࢁ㸪










࣏ࣥࢪ࣒࢘ ࠖࠕᆅ᪉ㄪᰝဨሗ࿌ࠖ➼㸦⣙ 200௳㸧ࡢࢹ࣮ࢱᩚഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 




















































ࢱ࣮࣋ࢫ㸧ࡢᐃᮇⓗ࡞᝟ሗ᭦᪂ࢆ⾜࠸㸪⣙ 22 ୓ 2 ༓௳ࡢࢹ࣮ࢱࢆබ㛤ࡋ࡚࠸ࡿ㸦ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ᮎ㸧ࠋ28 ᖺᗘࡣ 5 ᅇ
ࡢ᭦᪂సᴗࢆ⾜࠸㸪ㄽᩥ⣙ 4,000௳㸪ᅗ᭩⣙ 23,000 ௳㸦ࠗ ᅜㄒᖺ㚷 1994࠘௨㝆ศ㸧ࢆ㏣ຍබ㛤ࡋࡓࠋ 
 ࣭ ᪥ᮏㄒᏛ఍⛅Ꮨ኱఍㸦ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶㸧࡛ ࣈ࣮ࢫⓎ⾲ࢆ⾜࠸㸪᪥ᮏㄒ㛵ಀ◊✲⪅ࡽ฼⏝⪅ࡢពぢ㞟⣙ࢆࡋࡓ࡜ࡇࢁ㸪










࣏ࣥࢪ࣒࢘ ࠖࠕᆅ᪉ㄪᰝဨሗ࿌ࠖ➼㸦⣙ 200௳㸧ࡢࢹ࣮ࢱᩚഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 




































































ࠕᶵ㛵ᣐⅬᆺ 㸪ࠖࠕᗈ㡿ᇦ㐃ᦠᆺ 㸪ࠖࠕࢿࢵࢺ࣮࣡ࢡᆺ㸦᪥ᮏ㛵㐃ᅾእ㈨ᩱㄪᰝ ◊✲࣭ά⏝஦ᴗ㸧ࠖ ࡢᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡ
ࢺࢆᐇ᪋ࡍࡿࠋ 
࠙ᐇ⦼ࠚ 





 ձࠕᑐ↷ゝㄒᏛࠖ⌜࡛ࡣ㸪The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ໬◊✲ᡤ࡜ඹྠ
࡛ㄏ⮴ඹദ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧㸪ࠕ⤫ㄒࢥ࣮ࣃࢫࠖ⌜࡜ඹྠ࡛ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘
Mimetics in Japanese and Other Languages of the World ࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28 ᖺ 12 ᭶ 17㹼18 ᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30 ௳㸪ཧຍ
⪅ᩘ 127ே㸧ࠋ 
 ղࠕ⤫ㄒࢥ࣮ࣃࢫ ⌜࡛ࠖࡣ㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ㸦Unshared Task on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaS 
and JSeM Test Suites㸧ࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧ࠋ 
 ճࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࠖ⌜࡛ࡣ㸪ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ㸦28ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ヰ⪅ 25ே㸧㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝ㸦28
ᖺ 11᭶㸱᪥㹼㸴᪥㸪ヰ⪅ 18ே㸧㸪▼ᕝ┴ⓑᓠ᪉ゝㄪᰝ㸦29ᖺ㸯᭶ 20㹼23᪥㸪ヰ⪅㸷ே㸧ࢆᐇ᪋ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ᩥ໬ᗇ㸪
㮵ඣᓥ┴㸪୚ㄽ⏫㸪୚ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍㸪⌰⌫኱Ꮫ࡜ඹദ࡛㸪ࠕ༴ᶵⓗ࡞≧ἣ࡟࠶ࡿゝㄒ࣭᪉ゝࢧ࣑ࢵࢺ㸦዆⨾኱఍㸧in





ᖖ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ࠘I㸦28ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 133ே㸧㸪ࠗ ᪥ᖖ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ࠘II㸦29ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 111ே㸧ࢆ㛤ദ
ࡋࡓࠋ 
 նࠕᏛ⩦⪅ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࠖ⌜࡛ࡣ㸪໭ி᪥ᮏᏛ◊✲ࢭࣥࢱ࣮࡜ඹྠ࡛᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢ㸲ᖺ㛫ࡢኚᐜ࡜ᡂ㛗ࡢࢹ
࣮ࢱ཰㞟ࢆ⾜ࡗࡓ㸦28 ᖺ㸳᭶ 14 ᪥㹼15 ᪥㸪10 ᭶ 22 ᪥㹼23 ᪥㸧ࠋࡲࡓ㸪᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࡢㄪᰝࢆ㸪୰ᅜ
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ࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾ࡢ 20ぢฟࡋ㸪౛ᩥ㡢ኌ 1173 ᩥ㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ 31Ⅼࢆ㏣ຍࡋࡓࠋᩥἲ࣭ព࿡ᵓ㐀ࡢࢹ࣮ࢱ
࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ࡟࢜ࣀ࣐ࢺ᳨࣌⣴ᶵ⬟ࢆ㏣ຍࡋ㸪28ᖺ 12᭶ 12᪥࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪1୓ᩥ
ࡢ᪥ᮏㄒࡢࢸ࢟ࢫࢺ࡟ᑐࡋ࡚⤫ㄒ࣭ព࿡ゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ㸪 NPCMJࢥ࣮ࣃࢫ࣭Keyaki ࢶ࣮ࣜࣂࣥࢡࢆᵓ⠏ࡋ㸪᳨⣴
⏝࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡜࡜ࡶ࡟ 28ᖺ 12᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
㸰㸧ࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡟࠾࠸࡚」ᩘࢥ࣮ࣃࢫࡢໟᣓⓗ࡞᳨⣴ࢆᐇ⌧ࡍࡿࡓࡵࡢᇶ♏◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉ























࡜฼ά⏝ࢆಁ㐍ࡍࡿࡓࡵ㸪࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ㢟 㸦ࠖ28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪᪥ᮏㄒᏛ఍㸪
Ꮫ⩦㝔኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅⣙ 80 ྡ㸧㸪NINJAL ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ㸷᭶ 15 ᪥㸪ᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ
35 ே㸧㸪ࢥ࣮ࣃࢫㅮ⩦఍㸦ࡦࡲࢃࡾㅮ⩦఍࣭୰⣡ゝㅮ⩦఍ࡢ㸰ࢥ࣮ࢫ㸧㸦28 ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 27 ே㸪29 ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪
ཧຍ⪅ 22ே㸧㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ࡟㛵ࢃࡿࣆ࢔࣭࣮ࣛࢽࣥࢢࡢᩍᐊㄯヰ㸦BTSJ㸧ά⏝᪉ἲㅮ⩦఍㸦28ᖺ㸳᭶ 28᪥
ཧຍ⪅ 47ே㸪11᭶ 19᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪12᭶ 12᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪࠸ࡎࢀࡶᅜㄒ◊㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ 
㸰㸧ᶵ㛵ᣐⅬᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࢆᵓᡂࡍࡿ⌜ࡢ┦஫㐃ᦠࢆಁ㐍ࡍࡿࡓࡵ㸪ྜྠࡢ◊✲㞟఍ࡢ௻⏬࡟╔ᡭࡋࡓࠋ28
ᖺᗘࡣࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࠖࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕ᪥ᖖ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࠖࡢ㸲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡀ
ྜྠ࡛ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠕࢥ࣮ࣃࢫ࡟ぢࡿ᪥ᮏㄒࡢࣂ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥ㸫ຓモࡢࡍࡀࡓ㸫ࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦29 ᖺ㸱᭶㸷᪥㸪ᅜ❧




































㸯㸧఍ヰࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ࡚㸪ࠗ ྡ኱఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ 㸦࠘14୓ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 12᭶ 14᪥࡟㸪ࠗ ᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥࢥ࣮ࣃࢫ࠘୰⣡ゝ∧
ࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋྂ඾࣭㏆௦ㄒ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙
1,400୓ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 10᭶࡟㸪ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ᪉ゝࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ
࡚ࡣ㸪ࠕἈ⦖┴୚㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ 㸪ࠖࠕἈ⦖ࡢࣛࢪ࢜ᨺ㏦࠿ࡽࠖࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟බ㛤ࡍࡿ࡜࡜
ࡶ࡟㸪ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫࠖ47ᆅⅬࡢ㡢ኌࢹ࣮ࢱࡢᩚഛࢆ⾜ࡗࡓࠋᏛ⩦⪅ࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪බ㛤୰ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅




ࣛ࢖ࣥ᪥ᮏㄒᇶᮏືモ㎡඾ࡢ 20ぢฟࡋ㸪౛ᩥ㡢ኌ 1173 ᩥ㸪ࢩ࣮ࣙࢺ࢔ࢽ࣓ 31Ⅼࢆ㏣ຍࡋࡓࠋᩥἲ࣭ព࿡ᵓ㐀ࡢࢹ࣮ࢱ
࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪BCCWJࢥ࣮ࣃࢫ᳨⣴ࢶ࣮ࣝ࡟࢜ࣀ࣐ࢺ᳨࣌⣴ᶵ⬟ࢆ㏣ຍࡋ㸪28ᖺ 12᭶ 12᪥࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪1୓ᩥ
ࡢ᪥ᮏㄒࡢࢸ࢟ࢫࢺ࡟ᑐࡋ࡚⤫ㄒ࣭ព࿡ゎᯒ᝟ሗ௜ࡁࢥ࣮ࣃࢫ㸪 NPCMJࢥ࣮ࣃࢫ࣭Keyaki ࢶ࣮ࣜࣂࣥࢡࢆᵓ⠏ࡋ㸪᳨⣴
⏝࢖ࣥࢱ࣮ࣇ࢙࣮ࢫ࡜࡜ࡶ࡟ 28ᖺ 12᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ 
㸰㸧ࢥ࣮ࣃࢫ㛤Ⓨࢭࣥࢱ࣮࡟࠾࠸࡚」ᩘࢥ࣮ࣃࢫࡢໟᣓⓗ࡞᳨⣴ࢆᐇ⌧ࡍࡿࡓࡵࡢᇶ♏◊✲ࢆ㛤ጞࡋ㸪ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉ























࡜฼ά⏝ࢆಁ㐍ࡍࡿࡓࡵ㸪࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢᣑᙇ࡜ࡑࡢㄢ㢟 㸦ࠖ28ᖺ㸳᭶ 15᪥㸪᪥ᮏㄒᏛ఍㸪
Ꮫ⩦㝔኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅⣙ 80 ྡ㸧㸪NINJAL ࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ㸷᭶ 15 ᪥㸪ᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ
35 ே㸧㸪ࢥ࣮ࣃࢫㅮ⩦఍㸦ࡦࡲࢃࡾㅮ⩦఍࣭୰⣡ゝㅮ⩦఍ࡢ㸰ࢥ࣮ࢫ㸧㸦28 ᖺ㸷᭶㸯᪥㸪ཧຍ⪅ 27 ே㸪29 ᖺ㸱᭶㸯᪥㸪
ཧຍ⪅ 22ே㸧㸪᪥ᮏㄒᩍ⫱ࡢసᩥࡸㄞゎ࡟㛵ࢃࡿࣆ࢔࣭࣮ࣛࢽࣥࢢࡢᩍᐊㄯヰ㸦BTSJ㸧ά⏝᪉ἲㅮ⩦఍㸦28ᖺ㸳᭶ 28᪥
ཧຍ⪅ 47ே㸪11᭶ 19᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪12᭶ 12᪥ཧຍ⪅ 26ே㸪࠸ࡎࢀࡶᅜㄒ◊㸧ࢆ㛤ദࡋࡓࠋ 
㸰㸧ᶵ㛵ᣐⅬᆺඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࢆᵓᡂࡍࡿ⌜ࡢ┦஫㐃ᦠࢆಁ㐍ࡍࡿࡓࡵ㸪ྜྠࡢ◊✲㞟఍ࡢ௻⏬࡟╔ᡭࡋࡓࠋ28
ᖺᗘࡣࠕ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝ ࠖࠕ㏻᫬ࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕ᪥ᖖ఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ ࠖࠕᏛ⩦⪅ࡢࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࠖࡢ㸲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺࡀ
ྜྠ࡛ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࠕࢥ࣮ࣃࢫ࡟ぢࡿ᪥ᮏㄒࡢࣂ࢚࣮ࣜࢩࣙࣥ㸫ຓモࡢࡍࡀࡓ㸫ࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦29 ᖺ㸱᭶㸷᪥㸪ᅜ❧




































㸯㸧఍ヰࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ࡚㸪ࠗ ྡ኱఍ヰࢥ࣮ࣃࢫ 㸦࠘14୓ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 12᭶ 14᪥࡟㸪ࠗ ᪥ᮏㄒヰࡋゝⴥࢥ࣮ࣃࢫ࠘୰⣡ゝ∧
ࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋྂ඾࣭㏆௦ㄒ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢࠕ᫂἞࣭኱ṇ⦅Ϩ㞧ㄅࠖver. 1.0㸦⣙
1,400୓ㄒ㸧ࢆ 28ᖺ 10᭶࡟㸪ࠕ㙊಴᫬௦⦅ϩ᪥グ࣭⣖⾜ 㸦ࠖ⣙ 11୓ㄒ㸧ࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟୍⯡බ㛤ࡋࡓࠋ᪉ゝࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ
࡚ࡣ㸪ࠕἈ⦖┴୚㑣ᅜ᪉ゝࡢᇶ♏ㄒᙡ 㸪ࠖࠕἈ⦖┴㤳㔛᪉ゝࡢㄯヰ 㸪ࠖࠕἈ⦖ࡢࣛࢪ࢜ᨺ㏦࠿ࡽࠖࢆ 29ᖺ㸱᭶࡟බ㛤ࡍࡿ࡜࡜
ࡶ࡟㸪ࠕ᪥ᮏㄒㅖ᪉ゝࢥ࣮ࣃࢫࠖ47ᆅⅬࡢ㡢ኌࢹ࣮ࢱࡢᩚഛࢆ⾜ࡗࡓࠋᏛ⩦⪅ࢹ࣮ࢱ࡟㛵ࡋ࡚ࡣ㸪බ㛤୰ࡢ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅









㸱㸧኱Ꮫ㝔⏕ࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ NINJAL ࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࢆ㛵ᮾ࡜㛵す࡛ィ㸲ᅇ㛤ദࡋࡓࠋࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ
㛛 㸦ࠖ኱㜰఍ሙ㸪28ᖺ㸷᭶㸪ཷㅮ⏕ 17ேࠋᮾி఍ሙ㸪29ᖺ㸰᭶㸪ཷㅮ⏕ 25ே㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙
















䠍䠅◊✲ᡂᯝ䜢ᗈ䛟୍⯡䛻Ⓨಙ䛩䜛 NINJAL 䝣䜷䞊䝷䝮䛸ᑠ䞉୰Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䛂䝙䝩䞁䝂᥈᳨䛃䜢㛤ദ䛩䜛䚹 
䠎䠅᭱᪂䛾◊✲᝟ሗ䜢Ⓨಙ䛩䜛䛄ᅜㄒ◊䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝺䝡䝳䞊䛅䜢ห⾜䛩䜛䚹 
࠙ᐇ⦼ࠚ 
㸯㸧୍⯡ྥࡅㅮ₇఍ NINJAL ࣇ࢛࣮࣒ࣛࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖࢆ 29ᖺ㸯᭶ 21 ᪥࡟㛤ദࡋࡓ㸦୍ᶫ኱Ꮫ୍ᶫㅮᇽ㸪
ධሙ⪅ 372ே㸧ࠋࣇ࢛࣮࣒ࣛࡢᡂᯝࡣࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࠖ࡟㛵ࡍࡿၨⵚ᭩ࠗ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜ㸧



























































㸱㸧኱Ꮫ㝔⏕ࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ NINJAL ࢳ࣮ࣗࢺࣜ࢔ࣝࢆ㛵ᮾ࡜㛵す࡛ィ㸲ᅇ㛤ദࡋࡓࠋࠗࠕ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ά⏝ධ
㛛 㸦ࠖ኱㜰఍ሙ㸪28ᖺ㸷᭶㸪ཷㅮ⏕ 17ேࠋᮾி఍ሙ㸪29ᖺ㸰᭶㸪ཷㅮ⏕ 25ே㸧㸪ࠕ᪥ᮏㄒᏛ⩦⪅ࡢᩥ❶⌮ゎ㐣⛬ࢆグ㏙
















䠍䠅◊✲ᡂᯝ䜢ᗈ䛟୍⯡䛻Ⓨಙ䛩䜛 NINJAL 䝣䜷䞊䝷䝮䛸ᑠ䞉୰Ꮫ⏕䜢ᑐ㇟䛸䛩䜛䛂䝙䝩䞁䝂᥈᳨䛃䜢㛤ദ䛩䜛䚹 
䠎䠅᭱᪂䛾◊✲᝟ሗ䜢Ⓨಙ䛩䜛䛄ᅜㄒ◊䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝺䝡䝳䞊䛅䜢ห⾜䛩䜛䚹 
࠙ᐇ⦼ࠚ 
㸯㸧୍⯡ྥࡅㅮ₇఍ NINJAL ࣇ࢛࣮࣒ࣛࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢ㨩ຊ࡜୙ᛮ㆟ࠖࢆ 29ᖺ㸯᭶ 21᪥࡟㛤ദࡋࡓ㸦୍ᶫ኱Ꮫ୍ᶫㅮᇽ㸪
ධሙ⪅ 372ே㸧ࠋࣇ࢛࣮࣒ࣛࡢᡂᯝࡣࠕ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࠖ࡟㛵ࡍࡿၨⵚ᭩ࠗ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ࡢㅦ (௬㢟) 㸦࠘ᒾἼ⛉Ꮫࣛ࢖ࣈ࣮ࣛࣜ㸧




































































㸰㸧◊✲ᡂᯝࢆᾏእ࡟Ⓨಙࡍࡿᅜ㝿ⓗ◊✲㞟఍࡜ࡋ࡚㸪NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ Mimetics in Japanese and Other 
Languages of the World㸦28 ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 127ே㸧㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ Unshared Task 
on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪
ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧㸪NINJALࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ9᭶ 15᪥㸪ᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ 35ே㸧ࢆ㛤ദ
ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ᾏእ࡟ᣐⅬࢆᣢࡘᅜ㝿఍㆟ The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ໬
◊✲ᡤ࡜ඹྠ࡛ㄏ⮴ࡋ㸪ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋࡓ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧ࠋ 
 
㸱㸧ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟࡜ࡋ࡚㸪Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢆ࢜
ࣛࣥࢲ࣭JohnBenjamins ♫㸦28ᖺ㸴᭶㸧㸪Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond
ࢆࢻ࢖ࢶ࣭De Gruyter Mouton ♫㸦28ᖺ 7᭶㸧࠿ࡽฟ∧ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants 
(Oxford University Press) ࡢཎ✏ࢆ 28ᖺ㸴᭶࡟ධ✏ࡋࡓ㸦29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ➨㸰ᮇ࡟ห⾜ࢆ㛤ጞࡋࡓ᪥ᮏㄒ◊✲
ⱥᩥࣁࣥࢻࣈࢵࢡ㸦De Gruyter Mouton㸧 ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪Handbook of Contrastive Linguistics, Handbook of Japanese 
Dialects, Handbook of the Ainu Language, Handbook of Japanese Sociolinguistics ࡢᇳ➹࣭⦅㞟ࢆ㐍ࡵࡓࠋࡑࡢ௚㸪
ㄽᩥ㞟 Tonal Change and Neutralization㸦De Gruyter Mouton㸧㸪28ᖺ 10᭶㛤ദࡢᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ The 24th 
Japanese/Korean Linguistics Conference ࡢᡂᯝㄽ㞟㸪 28ᖺ 12᭶㛤ദࡢ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢᡂᯝㄽ㞟ࢆห
⾜ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
 
㸲㸧ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢⱥᩥ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࢆసᡂࡋ㸪10᭶ࡼࡾᾏእ࡟ྥࡅ࡚Ⓨಙࢆ㛤ጞࡋࡓࠋࡲࡓ㸪NINJAL Parsed 










㸯㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸ಑ⱁ⬟༤≀㤋◊✲஦ᴗ࡟࠾ࡅࡿ㸳ࣨᖺィ⏬ࠕ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ࡜ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 ࡢ࠘సᡂ (ࠖH26
㹼H30)࡜ඹྠ࡛㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓ㸦28 ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ㄪᰝ⪅㸷ே㸪ヰ⪅ 25 ே㸧ࠋࡲࡓ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱ
ࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓ㸦28ᖺ 11᭶㸱㹼㸴᪥㸪ཧຍ⪅ 28ே㸪ヰ⪅ 18ே㸧ࠋ 
 
㸰㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡢࡘ࡝࠸ࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28
ᖺ 12᭶ 10᪥㸪㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ໬఍㤋㸪᮶ሙ⪅ 44ே㸧ࠋࡲࡓ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ಑㈨ᩱ㤋࡜ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ࡟
㛵ࡍࡿㅮ₇ࠕ❧ᕝࡣࠕࡓࡕ࠿ࢃࠖ࠿ࠕࡓ࡚࠿ࢃࠖ࠿̿᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢࡜࢔ࢡࢭࣥࢺ̿ࠖࢆ㛤ദ㸦28 ᖺ 12 ᭶ 11 ᪥㸪ཧຍ
⪅ 50 ே㸧㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷ࠾ࡼࡧ㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋࡜㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪NINJAL ࢪࣗࢽ࢔ࣉࣟࢢࣛ
࣒ࡢㅮ₇ࠕᏛࢇ࡛ࡳࡼ࠺㸟ከᦶࡢࡇ࡜ࡤ㟷ᱵࡢࡇ࡜ࡤࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28ᖺ 12᭶㸯᪥㸪㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸪⫈ㅮ⪅ 232
ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡑࡢ௚ 4ே㸧㸧ࠋ 
 
㸱㸧ᩥ໬ᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪୚ㄽ⏫㸪୚ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍㸪⌰⌫኱Ꮫ࡜ඹദ࡛㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࡜⥅ᢎࢆ┠ⓗ࡜ࡍ






᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡜ࡋ࡚㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᾏእ㸦28ᖺ 10᭶ 21᪥㸪୰ᅜ࣭໭ிᖌ⠊኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ 60ྡ㸧࡜ᅜෆ
㸦29ᖺ㸯᭶ 28᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 163ྡ㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋࡲࡓ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟࢆ㸪໭ᾏ㐨኱
Ꮫ㸦28ᖺ㸵᭶㸰᪥㸪ཧຍ⪅ 52ே㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦28ᖺ㸵᭶ 28᪥㸪ཧຍ⪅ 60 ே㸧㸪࢔࣓࣭ࣜ࢝ࣥࢫࢡ࣮࣭ࣝ࢖࣭ࣥ
ࢪࣕࣃࣥ㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 25 ே㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 38 ே㸧࡛㛤ദ㸪᪥ᮏㄒ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔
ࢆᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿஺ὶࢭࣥࢱ࣮ࡇࡃࡉ࠸ࡦࢁࡤ࣭࠼࣮ࡿࣆ࢔ஂ␃⡿⏕ᾭᏛ⩦ࢭࣥࢱ࣮࣭ඵᖭす⏕ᾭᏛ⩦⥲ྜ































㸰㸧◊✲ᡂᯝࢆᾏእ࡟Ⓨಙࡍࡿᅜ㝿ⓗ◊✲㞟఍࡜ࡋ࡚㸪NINJALᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ Mimetics in Japanese and Other 
Languages of the World㸦28ᖺ 12᭶ 17㹼18᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 30௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 127ே㸧㸪ᅜ㝿࣮࣡ࢡࢩࣙࢵࣉ Unshared Task 
on Theory and System Analysis with FraCaS, MultiFraCaS and JSeM Test Suites㸦28ᖺ 11᭶ 13᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪
ཧຍ⪅ᩘ 29ே㸧㸪NINJALࢭ࣑ࢼ࣮ࠕࢹ࣮ࢱࡀ୺ᑟࡍࡿ᪥ᮏㄒ◊✲ 㸦ࠖ9᭶ 15᪥㸪ᅜ❧ྎ‴኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ᩘ 35ே㸧ࢆ㛤ദ
ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪ᾏእ࡟ᣐⅬࢆᣢࡘᅜ㝿఍㆟ The 24th Japanese/Korean Linguistics Conference ࢆ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫゝㄒᩥ໬
◊✲ᡤ࡜ඹྠ࡛ㄏ⮴ࡋ㸪ᅜㄒ◊࡛㛤ദࡋࡓ㸦28ᖺ 10᭶ 14㹼16᪥㸪Ⓨ⾲௳ᩘ 98௳㸪ཧຍ⪅ᩘ 193ே㸧ࠋ 
 
㸱㸧ⱥㄒ࡟ࡼࡿ◊✲ㄽᩥ㞟࡜ࡋ࡚㸪Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project ࢆ࢜
ࣛࣥࢲ࣭JohnBenjamins ♫㸦28ᖺ㸴᭶㸧㸪Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond
ࢆࢻ࢖ࢶ࣭De Gruyter Mouton ♫㸦28ᖺ 7᭶㸧࠿ࡽฟ∧ࡋࡓࠋࡲࡓ㸪The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants 
(Oxford University Press) ࡢཎ✏ࢆ 28ᖺ㸴᭶࡟ධ✏ࡋࡓ㸦29ᖺ㸳᭶ห⾜ணᐃ㸧ࠋ➨㸰ᮇ࡟ห⾜ࢆ㛤ጞࡋࡓ᪥ᮏㄒ◊✲
ⱥᩥࣁࣥࢻࣈࢵࢡ㸦De Gruyter Mouton㸧 ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ㸪Handbook of Contrastive Linguistics, Handbook of Japanese 
Dialects, Handbook of the Ainu Language, Handbook of Japanese Sociolinguistics ࡢᇳ➹࣭⦅㞟ࢆ㐍ࡵࡓࠋࡑࡢ௚㸪
ㄽᩥ㞟 Tonal Change and Neutralization㸦De Gruyter Mouton㸧㸪28ᖺ 10᭶㛤ദࡢᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ The 24th 
Japanese/Korean Linguistics Conference ࡢᡂᯝㄽ㞟㸪 28ᖺ 12᭶㛤ദࡢ࢜ࣀ࣐ࢺ࣌ᅜ㝿ࢩ࣏ࣥࢪ࣒࢘ࡢᡂᯝㄽ㞟ࢆห
⾜ࡍࡿࡓࡵࡢ‽ഛࢆ㐍ࡵࡓࠋ 
 
㸲㸧ࠗ ᪥ᮏㄒṔྐࢥ࣮ࣃࢫ࠘ࡢⱥᩥ࣮࣒࣮࣍࣌ࢪࢆసᡂࡋ㸪10᭶ࡼࡾᾏእ࡟ྥࡅ࡚Ⓨಙࢆ㛤ጞࡋࡓࠋࡲࡓ㸪NINJAL Parsed 










㸯㸧ᐑᓮ┴᳝ⴥᮧ᳝ⴥẸ಑ⱁ⬟༤≀㤋◊✲஦ᴗ࡟࠾ࡅࡿ㸳ࣨᖺィ⏬ࠕ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄪᰝ࡜ࠗ ᳝ⴥᮧ᪉ゝㄒᙡ㞟 ࡢ࠘సᡂ (ࠖH26
㹼H30)࡜ඹྠ࡛㸪᳝ⴥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓ㸦28 ᖺ㸷᭶㸲㹼㸶᪥㸪ㄪᰝ⪅㸷ே㸪ヰ⪅ 25 ே㸧ࠋࡲࡓ㸪ᓥ᰿┴㞃ᒱ㒆㞃ᒱ
ࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝㄪᰝࢆᐇ᪋ࡋࡓ㸦28ᖺ 11᭶㸱㹼㸴᪥㸪ཧຍ⪅ 28ே㸪ヰ⪅ 18ே㸧ࠋ 
 
㸰㸧ᓥ᰿┴㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍࡜ඹྠ࡛㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࢭ࣑ࢼ࣮ࠕ㞃ᒱࡢᓥ᪉ゝ࣭ㄪᰝࡢࡘ࡝࠸ࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28
ᖺ 12᭶ 10᪥㸪㞃ᒱࡢᓥ⏫ᩥ໬఍㤋㸪᮶ሙ⪅ 44ே㸧ࠋࡲࡓ㸪❧ᕝᕷṔྐẸ಑㈨ᩱ㤋࡜ᅜㄒ◊ࡢ༠ᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪᪥ᮏㄒ࡟
㛵ࡍࡿㅮ₇ࠕ❧ᕝࡣࠕࡓࡕ࠿ࢃࠖ࠿ࠕࡓ࡚࠿ࢃࠖ࠿̿᪥ᮏㄒࡢⓎ㡢࡜࢔ࢡࢭࣥࢺ̿ࠖࢆ㛤ദ㸦28 ᖺ 12 ᭶ 11 ᪥㸪ཧຍ
⪅ 50 ே㸧㸪ᮾி㒔㟷ᱵᕷ࠾ࡼࡧ㟷ᱵᕷ❧ᅗ᭩㤋࡜㐃ᦠࡋ㸪㟷ᱵᕷ㒓ᅵ༤≀㤋ࡢ༠ຊࢆᚓ࡚㸪NINJAL ࢪࣗࢽ࢔ࣉࣟࢢࣛ
࣒ࡢㅮ₇ࠕᏛࢇ࡛ࡳࡼ࠺㸟ከᦶࡢࡇ࡜ࡤ㟷ᱵࡢࡇ࡜ࡤࠖࢆ㛤ദࡋࡓ㸦28ᖺ 12᭶㸯᪥㸪㟷ᱵᕷ❧ⱝⲡᑠᏛᰯ㸪⫈ㅮ⪅ 232
ே㸦ඣ❺ 215ே㸪ᩍဨ 13ே㸪ࡑࡢ௚ 4ே㸧㸧ࠋ 
 
㸱㸧ᩥ໬ᗇ㸪㮵ඣᓥ┴㸪୚ㄽ⏫㸪୚ㄽ⏫ᩍ⫱ጤဨ఍㸪⌰⌫኱Ꮫ࡜ඹദ࡛㸪᪥ᮏࡢ༴ᶵゝㄒ࣭᪉ゝࡢグ㘓࡜⥅ᢎࢆ┠ⓗ࡜ࡍ






᪥ᮏㄒᩍᖌࢆᑐ㇟࡜ࡋ࡚㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢭ࣑ࢼ࣮ࢆᾏእ㸦28ᖺ 10᭶ 21᪥㸪୰ᅜ࣭໭ிᖌ⠊኱Ꮫ㸪ཧຍ⪅ 60ྡ㸧࡜ᅜෆ
㸦29ᖺ㸯᭶ 28᪥㸪ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸪ཧຍ⪅ 163ྡ㸧࡛㛤ദࡋࡓࠋࡲࡓ㸪᪥ᮏㄒᩍᖌࢆ୺࡞ᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟࢆ㸪໭ᾏ㐨኱
Ꮫ㸦28ᖺ㸵᭶㸰᪥㸪ཧຍ⪅ 52ே㸧㸪ᅜ㝿᪥ᮏㄒᬑཬ༠఍㸦28ᖺ㸵᭶ 28᪥㸪ཧຍ⪅ 60ே㸧㸪࢔࣓࣭ࣜ࢝ࣥࢫࢡ࣮࣭ࣝ࢖࣭ࣥ
ࢪࣕࣃࣥ㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 25 ே㸧㸪⚟ᒸ YWCA㸦28 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥㸪ཧຍ⪅ 38 ே㸧࡛㛤ദ㸪᪥ᮏㄒ࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔
ࢆᑐ㇟࡜ࡍࡿ◊ಟࢆ⚟ᒸ┴ᅜ㝿஺ὶࢭࣥࢱ࣮ࡇࡃࡉ࠸ࡦࢁࡤ࣭࠼࣮ࡿࣆ࢔ஂ␃⡿⏕ᾭᏛ⩦ࢭࣥࢱ࣮࣭ඵᖭす⏕ᾭᏛ⩦⥲ྜ











































































































































































































⏦ㄳ‽ഛ఍㆟ࢆ H28ᖺ 10᭶ 19㹼20᪥ࡢ 2᪥㛫࡟ᐇ᪋ࡋ㸪◊✲௦⾲⪅ࡶࡋࡃࡣศᢸ⪅࡜ࡋ࡚⛉◊㈝㸦᪂つཬࡧ⥅⥆ࢆྵ




















































































⏦ㄳ‽ഛ఍㆟ࢆ H28ᖺ 10᭶ 19㹼20᪥ࡢ 2᪥㛫࡟ᐇ᪋ࡋ㸪◊✲௦⾲⪅ࡶࡋࡃࡣศᢸ⪅࡜ࡋ࡚⛉◊㈝㸦᪂つཬࡧ⥅⥆ࢆྵ
ࡴ㸧࡟⏦ㄳ㸦ཧ⏬㸧ࡋࡓᖖ໅◊✲⪅ࡣ 30ྡ㸦31ྡࡢ࠺ࡕ㸧࡛࠶ࡾ㸪⏦ㄳ⋡ࡣ 97㸣࡛࠶ࡗࡓࠋ 
࣭ࡲࡓ㸪እ㒊㈨㔠࡟ࡘ࠸࡚ࡣබເ᝟ሗࢆᡤෆࢢ࣮ࣝࣉ࢚࢘࢔࡟ᥖ㍕ࡋ㸪㟁Ꮚ࣓࣮࡛ࣝࡶ࿘▱ࡋࡓࠋ≉࡟㸪⛉◊㈝ࡣ㸪ⱝᡭ
◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ࡟ࡶ㓄៖ࡋࡘࡘ㸪⏦ㄳ⪅ࡀ௚ࡢ◊✲ศ㔝ࢆྵࡴ◊✲⪅࡜◊✲ィ⏬࣭᪉ἲ࡟ࡘ࠸࡚ពぢ஺᥮ࢆ⾜࠺⛉◊㈝⏦
























































































































































































































































     





































۔ 㛛಴  ṇ⨾   ᶓ὾ᅜ❧኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ 
        ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᩍ⫱ 
 
ۑ ⏣㔝ᮧ ᛅ    ኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ䞉᪥ᮏㄒᏛ 
 
Ἀ    ⿱Ꮚ   ಙᕞ኱ᏛேᩥᏛ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 
 
ᑠ㔝  ṇᘯ   ᫂἞኱ᏛᩥᏛ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ 
 
∦᱒  ᜤᘯ   බ❧䛿䛣䛰䛶ᮍ᮶኱ᏛᏛ㛗 
         ᑓ㛛䠖ㄆ▱⛉Ꮫ 
 
ᮌᮧ   ⱥᶞ   ㏣ᡭ㛛኱Ꮫ㝔኱Ꮫᅜ㝿ᩍ㣴Ꮫ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ 
 
బஂ㛫 䜎䜖䜏  ᪩✄⏣኱Ꮫ኱Ꮫ㝔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 
 
ᶫ⏣   ᾈ୍   ᮾி኱Ꮫ኱Ꮫ㝔᝟ሗ⌮ᕤᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖⮬↛ゝㄒฎ⌮䠈ேᕤ▱⬟䠈ㄆ▱⛉Ꮫ 
 
 
                  ௵ᮇ䠖ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 1᪥䡚ᖹᡂ 30ᖺ 9᭶ 30᪥䠄2ᖺ䠅 
 


















     





































۔ 㛛಴  ṇ⨾   ᶓ὾ᅜ❧኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ 
        ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᩍ⫱ 
 
ۑ ⏣㔝ᮧ ᛅ    ኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ䞉᪥ᮏㄒᏛ 
 
Ἀ    ⿱Ꮚ   ಙᕞ኱ᏛேᩥᏛ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖᪥ᮏㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 
 
ᑠ㔝  ṇᘯ   ᫂἞኱ᏛᩥᏛ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ 
 
∦᱒  ᜤᘯ   බ❧䛿䛣䛰䛶ᮍ᮶኱ᏛᏛ㛗 
         ᑓ㛛䠖ㄆ▱⛉Ꮫ 
 
ᮌᮧ   ⱥᶞ   ㏣ᡭ㛛኱Ꮫ㝔኱Ꮫᅜ㝿ᩍ㣴Ꮫ㒊ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ゝㄒᏛ 
 
బஂ㛫 䜎䜖䜏  ᪩✄⏣኱Ꮫ኱Ꮫ㝔᪥ᮏㄒᩍ⫱◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖ᅜㄒᏛ䠈᪥ᮏㄒᩍ⫱Ꮫ 
 
ᶫ⏣   ᾈ୍   ᮾி኱Ꮫ኱Ꮫ㝔᝟ሗ⌮ᕤᏛ◊✲⛉ᩍᤵ 
         ᑓ㛛䠖⮬↛ゝㄒฎ⌮䠈ேᕤ▱⬟䠈ㄆ▱⛉Ꮫ 
 
 
                  ௵ᮇ䠖ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 1᪥䡚ᖹᡂ 30ᖺ 9᭶ 30᪥䠄2ᖺ䠅 
 







ᖹ ᡂ 䠎䠍ᖺ 䠍䠌᭶  䠍᪥ 
ᅜ ㄒ ◊ つ ⛬ ➨ 䠓ྕ


















































ᑐ↷ゝㄒᏛ ❑ⷵ ᬕኵ 




























ᖹ ᡂ 䠎䠍ᖺ 䠍䠌᭶  䠍᪥ 
ᅜ ㄒ ◊ つ ⛬ ➨ 䠓ྕ


















































ᑐ↷ゝㄒᏛ ❑ⷵ ᬕኵ 


























ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ఍䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨ 1ᅇ䠅 
 
 













㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 
㸰㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ఍つ⛬ 
3-1㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ እ㒊ホ౯ጤဨ఍ సᴗࡢὶࢀ 




5-1㸬 ඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸧 
5-2㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᬻᐃホ౯ࢩ࣮ࢺ࠙㸿ࠚ 
5-3㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘ ᖺḟィ⏬ 
5-4. ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ሗ࿌᭩ 
5-5㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࠙㹀ࠚ 





























ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ఍䛆ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ホ౯䛇䠄➨ 1ᅇ䠅 
 
 













㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 
㸰㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨ఍つ⛬ 
3-1㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ እ㒊ホ౯ጤဨ఍ సᴗࡢὶࢀ 




5-1㸬 ඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩㸦ᖹᡂ 28ᖺᗘ㸧 
5-2㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺᬻᐃホ౯ࢩ࣮ࢺ࠙㸿ࠚ 
5-3㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘ ᖺḟィ⏬ 
5-4. ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘᐇ⦼ሗ࿌᭩ 
5-5㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩࠙㹀ࠚ 
































᪥ ᫬㸸ᖹᡂ  ᖺ㸴᭶  ᪥㸦ᮌ㸧13:30䡚15:30


















㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 4᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 
㸰㸬 ๓ᅇ㆟஦ᴫせ㸦᱌㸧 
㸱㸬  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺู ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 
㸲㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩ 
㸳㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺホ౯ࢩ࣮ࢺ࠙㸿vࠚ 
㸴㸬 ␗㆟⏦ࡋ❧࡚᭩ 
㸵㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺホ౯ࢩ࣮ࢺ 
㸶㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰ࢭࣥࢱ࣮࡟㛵ࡍࡿᐇ⦼ሗ࿌᭩ 
㸷㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰ࢭࣥࢱ࣮࡟㛵ࡍࡿホ౯⤖ᯝ 
10㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ ࠖࠊࠕ⟶⌮ᴗົࠖ࡟㛵ࡍࡿホ౯⤖ᯝ
 11㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᴗົࡢᐇ⦼࡟㛵ࡍࡿእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࡢᵓᡂ࡟ࡘ࠸࡚ 








᪥ ᫬㸸ᖹᡂ  ᖺ㸰᭶  ᪥㸦᭶㸧㹼














䠍䠊 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ䠅 
䠎䠊 ๓ᅇ㆟஦ᴫせ䠄᱌䠅 
䠏䠊  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䝥䝻䝆䜵䜽䝖ู ᖹᡂ 28ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 
䠐䠊 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᬻᐃホ౯䝅䞊䝖䛆䠝䛇 









᪥ ᫬㸸ᖹᡂ  ᖺ㸴᭶  ᪥㸦ᮌ㸧13:30䡚15:30


















㸯㸬 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙㸦ᖹᡂ 29ᖺ 4᭶ 1᪥⌧ᅾ㸧 
㸰㸬 ๓ᅇ㆟஦ᴫせ㸦᱌㸧 
㸱㸬  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺู ᖹᡂ 28 ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 
㸲㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺ⮬ᕫⅬ᳨ሗ࿌᭩ 
㸳㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺホ౯ࢩ࣮ࢺ࠙㸿vࠚ 
㸴㸬 ␗㆟⏦ࡋ❧࡚᭩ 
㸵㸬 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲ࣉࣟࢪ࢙ࢡࢺホ౯ࢩ࣮ࢺ 
㸶㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰ࢭࣥࢱ࣮࡟㛵ࡍࡿᐇ⦼ሗ࿌᭩ 
㸷㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ㸰ࢭࣥࢱ࣮࡟㛵ࡍࡿホ౯⤖ᯝ 
10㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘࠕ⤌⧊࣭㐠Ⴀ ࠖࠊࠕ⟶⌮ᴗົࠖ࡟㛵ࡍࡿホ౯⤖ᯝ
 11㸬 ᖹᡂ 28ᖺᗘᴗົࡢᐇ⦼࡟㛵ࡍࡿእ㒊ホ౯ሗ࿌᭩ࡢᵓᡂ࡟ࡘ࠸࡚ 








᪥ ᫬㸸ᖹᡂ  ᖺ㸰᭶  ᪥㸦᭶㸧㹼














䠍䠊 ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤእ㒊ホ౯ጤဨྡ⡙䠄ᖹᡂ 29ᖺ 1᭶ 1᪥⌧ᅾ䠅 
䠎䠊 ๓ᅇ㆟஦ᴫせ䠄᱌䠅 
䠏䠊  ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤ䝥䝻䝆䜵䜽䝖ู ᖹᡂ 28ᖺᗘホ౯ᢸᙜ 
䠐䠊 ᖹᡂ 28ᖺᗘඹྠ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᬻᐃホ౯䝅䞊䝖䛆䠝䛇 
䠑䠊 ᶵ㛵ᣐⅬᆺᇶᖿ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖 ᖹᡂ 28ᖺᗘ Ⅼ᳨䞉ホ౯ሗ࿌᭩䛆䠞䛇  
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